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　　　プロローグ




「あたらしい朝にかんしゃを。ともるたいように喜びを」

　この世に生を受けた者は皆みな、その掌てのひらにモンスターの紋もん章しようを宿す。

　人は、その紋章を象かたどったモンスターとのみ契けい約やくを交かわし、使し役えきすることができる。

「香かおりをはこぶ風にしゅくふくを。めぶく大地に幸いを」

　いつの世も人は、特に子供は、強いモンスターと契約できる紋章に憧あこがれる。

　その最たるものは、モンスター界の双そう璧へきとされる神とドラゴンであり、次いで天使と悪あく魔まを並べた四大紋章は、まだ見ぬ未来、夢と希望に満ちあふれた子供たちの羨せん望ぼうの的だ。

　実家の魔ま獣じゆう農場から響ひびく《練乳羊》の甘い鳴き声も届かない森の奥。目の前のモンスター、巨きよ大だいな体たい軀くと圧あつ倒とう的な存在感、そして全すべてを薙なぎ払はらう暴力を携たずさえたドラゴン──にはほど遠い、どこか剽ひよう軽きんで愛あい嬌きようのあるトカゲモンスター《パロックドロゴン》に小さな掌を翳かざす少年、レイン・エルハルトも最強のモンスターに憧れる子供の一人だった。

「この世の全ての生にけいいを込こめて、このオレ、レイン・エルハルトの名のもとに、今お前ととけいやくを結ばん！」

　先日五歳の誕生日を迎むかえたレインが、真しん剣けんな面おも持もちちで叫さけぶ。その契約の祝詞のりとに導かれるように、レインの掌に刻まれた紋章が透とう明めいな燐りん光こうを纏まとう。

　強い期待に満ちた燐光は、パロックドロゴンの額に染しみ込むように吸い込まれ──

「うわっ!?」

　強い拒きよ絶ぜつと共に弾はじかれた。

　掌を叩たたかれたかのような衝しよう撃げきに、レインがバランスを崩くずして尻しり餅もちをつく。同じく額に衝撃を受けたパロックドロゴンは驚おどろいたように頭を振ふると、長い尾おを揺ゆらしながら茂しげみの奥へと逃にげていった。

「くぅそぉ～。むりかぁ～」

　口元を歪ゆがめながら、レインが悔くやしそうに唸うなる。親の目を盗ぬすんでくすねてきた、栄養価の高いモンスター用の餌えさを与あたえて懐なつかせること一週間。ようやく警けい戒かい心しんを解いたところで契約をしようとしたが、儚はかない期待は現実の壁かべに打ち砕くだかれた。

　ジャリッと地面を擦こすった掌を持ち上げ、レインが自らの掌を睨にらむ。

　砂まみれになった掌には、全紋章の中で最低に格付けされる紋章、スライムの紋章が刻まれていた。

「なんで、スライムの紋章なんか……」

　悔しさと惨みじめさを織り交ぜた声が、静かに森に溶とける。その口元は、どれだけ言葉にしても足りない不満に震ふるえていた。

　俯うつむいたレインが抑おさえきれない苛いら立だちに、近くにあった小石を拾い上げて力任せに投げつける。その小石は、クルクルと回転しながら茂みの中へと消えて行き──

「ぴぅゅぎぃっ!?」

　小石の飛んでいった方から、小さな悲鳴が上がった。

　レインが鬱うつ陶とうしそうな表情を浮うかべて、面めん倒どうくさげに声のした方へ目を向ける。

「ぴ……ぎぃ……」

　どこか誤ご魔ま化かすように鳴きながら、葉っぱを全身にまとわりつかせた小さなモンスターが茂みの中から這はい出てきた。

　強さの欠片かけらもないぽよぽよの青い肌はだ、威い圧あつ感かんの欠片もないくりっくりの小さな目。弱々しい口には牙きばもなく、その軟なん弱じやくな身体からだはレインでも勝てそうだ。

　全世界で最多の固有数を誇ほこると同時に、最弱のモンスター。

　そして、レインの掌に刻まれた紋章と同じ魔獣。

　スライム

「ぴ……ぴ……。ぴ～ぎゅっぃ！」

　その強さとは無む縁えんの、そしてレインが一番大っ嫌きらいなモンスターが、おっかなびっくりといった様子で茂みの中から小さな身体を引っ張り出す。

　レインの顔に、あからさまな渋じゆう面めんが浮かんだ。

「またお前かよ。あっちいけよ、バカ」

　突つき放すように目を細め、レインが棘とげのある言葉を吐はき出す。ゆっくりと近づいてきたスライムが、少し傷ついた表情を浮かべてピタリと動きを止める。

　だが、動きを止めただけで、そのスライムはレインから離はなれようとしなかった。

「ぴぎ」

　一定の距きよ離りを保ちつつ、スライムが小さな声を上げる。レインが視線だけで「あっちにいけ」と訴うつたえるが、よほど鈍にぶいのか、それとも本当のバカなのか、こちらを見つめるスライムは逃げる素そ振ぶりを一いつ切さい見せなかった。

　レインの口からため息が零こぼれる。

　このスライムと出会ったのも、ちょうど一週間前だった。

　事の発ほつ端たんは、狙ねらっていたパロックドロゴンにあげようとした餌を零したことに始まった。あのスライムはレインの手から零れた餌をビックリするくらいの速度で盗んでいくと、少し離れたところで嬉うれしそうに頰ほお張ばっていた。その表情は、まぁ、レインも可愛かわいいとは思ったが、それ以来森に来ると付きまとうようになったので始末に困る。

「もう、お前にやるエサはないぞ。どっか行け」

「ぴぎ？」

　頰ほおを膨ふくらませるレインに、スライムが不思議そうに身体を傾かしげる。だが、次の瞬しゆん間かん、なぜか嬉しそうな表情を浮かべてぴょんぴょんと跳はね始めた。

　まるで、相手をしてくれたことを喜ぶように。

「変なヤツ」

　あまりにも脳天気なその姿に、レインの声から思わず棘が取れる。そして、大きなため息を吐ついたレインは、ふと、本当はまだ餌が残っていたことを思い出した。

　レインがポケットの中に手を突っ込み、栄養満点のモンスターフードを握にぎり締しめる。

「……ほらよ」

　何となく悔しさを感じながら、レインは握ったモンスターフードをスライムに向けて放ほうり投げた。

「ぴぎぃー！」

　今までで一番嬉しそうな声を上げ、小さな身体を目め一いつ杯ぱいに弾はずませたスライムが目の前に散らばったモンスターフードに口を付ける。小さな口を地面に付けてひとつひとつ拾い上げる姿は、本当に愛嬌があった。

　だが、だからこそ、スライムをパートナーにしたいとはこれっぽっちも思わなかった。

　レインが、一番好きな絵本を思い出す。最強の魔獣錬磨師モンスタートレーナーがパートナーと共に神やドラゴン、天使や悪魔、ゴーレムや狼おおかみ、霊れい獣じゆうや幻げん獣じゆうを倒たおす冒ぼう険けん譚たん。レインもあの物語のような冒険がしたかった。レインもあの物語の主人公のような、強いパートナーが欲ほしかった。

　物語の主人公が契約したモンスターは架か空くうのモンスターだった。架空の魔獣、星々の力を携えた気高き精せい霊れい《ガディウス》。主あるじと共に鍛たん練れんを重ね、研けん鑽さんを積み、困難に挑いどむ。そんなモンスターに、子供なら、男の子なら誰だれもが憧れた。

　そう、やっぱりレインがパートナーにしたいのは、精霊ガディウスのような強いモンスターだ。間ま違ちがっても、スライムなんかじゃない。

「はぁ、帰ろ……」

　独り言を零こぼし、レインが腰こしを浮かせてお尻を払う。

　その時、

「ぴぎぎぎぃーっ！」

　さっきまでの脳天気な声とまるで違う、鋭するどい警告がレインの耳を貫つらぬいた。

「なん……」

　振り返ったレインが息を吞のむ。淀よどんだ緑色の肌。狂きよう気きを孕はらんだ赤い単眼。太い樹木を易やす々やすとへし折り、粗そ末まつな布きれを腰に巻いた亜人。

　悪い子を𠮟しかる時に使われるモンスターの代名詞、《サイクロプス》がそのたったひとつの瞳ひとみでレインのことを睨み付けていた。

「グゴガァァアァアアアァァァァア！」

「うあああああああっ!?」

「ぴぎいいいいいいいいいっ!?」

　金属をノコギリで引っ搔かいたかのような不快極きわまるサイクロプスの雄お叫たけびに、レインとスライムが同時に悲鳴を上げながら慌あわてて大地を蹴ける。

「うああああ、た、助けてーっ！」

「ぴぎぎぎ、ぴぎ、ぴぎぎぎぎ！」

「って、ちょ！　はやっ!?」

　助けを叫んだレインは、自分の前を驚くべき速さで駆かけ抜ぬけるできそこないの青ボールに目を見開いた。スライムの逃げ足は全種族中最速らしいが、それが頷うなずける速さだ。美味うまい餌を貰もらっておきながらあっさりと自分を置いていくスライムに、胸の奥から沸ふつ々ふつとした怒いかりが湧わき上がる。

「こんの！　こら、待て！」

　心臓を直じかに握られるようなサイクロプスのプレッシャーに肝きもを冷やしながら、レインが先を走るスライムをありったけの力で追いかける。スライム、レイン、サイクロプスの不思議な連なりが、森の獣けもの道みちをひた走る。

　その中で、一番始めに体力が尽つきたのはレインだった。

「はぁ、はぁ、ぁうっは……！」

　喉のどが焼き切れそうな痛みに、縺もつれる足に、レインの表情が歪む。こんなことなら、もっと真面目まじめに農場の手伝いをしておけば良かった。

「──あ──」

　レインの喉から、空くう虚きよな悲鳴が飛び出る。持ち上げようとした足が地面から盛り上がる木の根に捕つかまった。一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かん。覚かく悟ごを決める間もなく、硬かたい地面に全身を強したたかに打ち付ける。

「……あっぐぁ」

　肺から空気が押し出され、痺しびれるような痛みが全身を駆け抜ける。痺れるような痛みはすぐに刺さすような痛みに変わった。転んだ拍ひよう子しに、膝ひざかどこかを擦すりむいたらしい。

　苦く悶もんの表情を浮かべて、レインが喘あえぐ。

　木こ陰かげとは別の黒い影かげが降り注いだのはその時だ。

「あ……あ……」

　お腹なかを地面に付けたまま首だけ振り返ったレインが、声にならない恐きよう怖ふに口をパクパクと動かす。

　真っ赤な単眼の向こうに、振り上げられた堅かたい拳こぶしが見えた。

「──だ、だれかっ！」

　空気を押おし潰つぶす拳に、レインが身体を竦すくめながら助けを請こう。

「ぎゅぴっ！」

　力強く、それでいて愛あい嬌きようを残した声がレインの耳を叩いた。

　薄うすく開いた視界の端はしを、群ぐん青じよう色いろの閃せん光こうが駆け抜ける。鈍にぶい衝しよう突とつ音を響ひびかせ、青い光の玉はサイクロプスの鳩みぞ尾おちに突き刺さった。その衝撃はサイクロプスの岩のような腹筋をものともせず、その巨きよ体たいを浮かせ、抵てい抗こうする暇ひまも与えず吹ふき飛ばす。

　くの字に折れ曲がったサイクロプスが背後にあった木にぶつかって直立した瞬間、新たな声がレインの耳を打った。

「もう一発だ。ロググ【体当たり】」

「ぎゅっ────ぴん！」

　森に響く力強い声に、青い光の玉が応こたえる。サイクロプスの鳩尾から飛び退のいた光の玉が地面を弾き、再びサイクロプスの腹部へと突とつ撃げきする。その軌き跡せきを、レインは捉とらえることができなかった。残像さえ残さない一いち撃げきにサイクロプスの身体が再びくの字に折れ、背中を支えていた木がへし折れる。それでも勢い余って吹き飛ぶサイクロプスの巨体は森の奥へと吸い込まれ、レインの視界から完全に消え失うせた。

　何が起こったか分からず、レインがだらしなく口をぽかーんと開く。

「よぉ、坊ぼう主ず。大だい丈じよう夫ぶか？」

　木の葉が擦れる音に混じってレインの鼓こ膜まくを揺ゆらしたのは、今まで聞いたことがないほど力強く、そして自信に満ちた声だった。

「え？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたレインが、その双そう眸ぼうをゆっくりと持ち上げる。

　最初に目に飛び込んできたのは、どこまでも楽しそうな笑え顔がおだった。

　青みを帯びた黒くろ髪かみに、どこまでも真まっ直すぐな黒こく瞳とうの双眸。右眉まゆの一部を切り裂さく傷きず跡あとに、スライムの紋もん章しようを模した首くび飾かざり。歳としは、おそらく二十歳そこそこだろうか。だが、その笑顔からにじみ出る言葉にできない迫はく力りよくは、レインの知るどんな大人も敵かなわない。

「なんだ？　俺の顔に何か付いてるか？」

　使い込まれたポーチを腰に下げたその青年が、恥はずかしそうに頰を搔く。そして、その頰を搔いていた指先を、森の屋根から漏もれる木こ漏もれ日びに輝かがやかせながらレインへと差し出した。

「立てるか？」

「あ……うん」

　自分でも驚おどろくほど素す直なおに、レインが差し出された手を握る。レインは俄にわかに驚いた。握った手はまるで革かわの手て袋ぶくろを何枚も重ねたかのように硬く、毎日農場の仕事をこなすレインの父といい勝負だ。

　一方、青年の方も握ったレインの手に、正確には手を握る直前に見えたスライムの紋章に驚きを見せていた。

　だが、その驚きは、すぐに屈くつ託たくのない笑みに塗ぬりつぶされた。

「なんだ。お前もスライムトレーナーなのか？」

「も？」

　青年の手を借りて立ち上がったレインが、思わず首を傾げる。

　その時、森の奥から飛び跳ねてきた何かが、青年の肩かたへと勢いよく飛び乗った。

「よぉ、ロググ。お疲つかれさん」

「ぎゅぴん！」

　澄すみ切った夜空のような群青色の肌はだ。まるでもぎたての果実のように瑞みず々みずしいゼリー状の身体からだ。青年と同じくどこまでも真っ直ぐな双眸を携たずさえたスライムが、頰を突つつかれながら自じ慢まんげに胸を張る。

　五年間の人生で最大の衝しよう撃げきが、レインの身体を駆け抜けた。

「えっ!?　さっきのサイクロプスを吹っ飛ばしたのって……こいつ、なのか？」

「ああ、そうだ。俺の相棒で名前はロググ。よろしくな」

「ぎゅぴぴん」

　紹しよう介かいされたロググが、ぺこりとレインに向けて頭を下げる。

　レインは、ロググと青年を何度も何度も見比べた。

「お兄さん、スライムトレーナーなのか？」

「ああ、そうだ。お前と一いつ緒しよの、な」

　青年が春の陽気を思わせる笑みを浮うかべて首しゆ肯こうする。

「う、うそだっ！」

　その言葉を、その現実を、レインは信じることが出来なかった。

「うそだ、うそだ、うそだっ！　ほんとうは別の紋章なんだろ。油断させるために、そのスライムをつれてるだけだろ!?」

　癇かん癪しやくを起こしたように顔を真っ赤にしながら、レインが青年の言葉を否定する。そんなレインに、青年は怒おこった素そ振ぶりを見せず、むしろ自慢げにその掌てのひらを突つき出した。

「噓うそじゃねぇよ。ほれ、見てみろ。しっかり刻まれてんだろ。スライムの紋章が」

　青年がレインに向けて紋章が刻まれた掌を翳かざす。そこには、確かにスライムの紋章が刻まれていた。その紋章はどういうわけか、レインの掌に刻まれていたものとは上下が逆だったが、混乱するレインはそのことに気がつく余よ裕ゆうがなかった。

　ぐぅっと口を噤つぐんだレインが、眉み間けんに皺しわを寄せながら目を逸そらす。

　青年は細めた双眸に理解の光を浮かべると、穏おだやかな口調で尋たずねた。

「おい、坊主。スライムの紋章、嫌きらいか？」

「きらいに決まってんだろ！」

「そっか。嫌い、か。──そりゃ、なんでだ？」

「だって、スライムなんて弱いし──」

「へ～。んで、それは誰が決めたんだ？」

「え？」

　おかしな事を聞いてくる青年に、レインが思わず顔を持ち上げる。

　木こ漏もれ日を背中に背負う青年は、笑っていた。

「誰が、決めたんだ？」

　逆光の中、不敵な笑みを浮かべた青年が同じ質問を繰くり返す。

　その吸い込まれるような眼まな差ざしに見み詰つめられながら、レインは弱々しく答えた。

「だって、みんなスライムは弱いって言ってるじゃん」

「みんなって、誰だれだ？」

「それは、み、みんなだよ！　みんな、みんな、みんな、スライムは弱いって──むぐぐ？」

　突とつ然ぜん、頰ほおを両方から挟はさまれ、強制的に口を歪ゆがめられたレインが苦しそうに呻うめく。

　一方、青年はレインに顔を寄せると、これ以上無いほど不敵に笑って、一いつ切さいの負い目もなく言い切った。

「舐なめんなよ、スライムをっ！」

「んぐ!?」

　熱を帯びたその言葉に、レインの中の何かが揺さぶられた。晴れ晴れとした声が、太陽にも負けない熱い笑みが、レインの胸の奥を殴なぐりつけ、物心ついたときから抱かかえていた不満を剝はぎ取っていく。

　胸の奥の何かが変わる衝しよう動どうに不安を覚えたレインは、無我夢中で青年の手を振ふり払はらった。

「な、舐めてなんかいねぇよ。だって、実際に弱いじゃんか。スライムは！」

「決めつけんなよ。スライムだって、鍛きたえればドラゴンにも勝てるんだぞ」

「そ、そんなの出来るわけないだろ！」

「いんや。出来る。つーか、俺たちは倒たおしてきたぞ。神も、ドラゴンも、天使も、悪あく魔まも、ぜーんぶな」

「う、噓だ。噓だ噓だ噓だっ！」

　荒あらい息と共に同じ言葉を連呼しながら、レインが青年を睨にらみ付ける。

　青年は、その言葉を待っていたとばかりに微ほほ笑えんだ。

「そうか。じゃあ、もし、俺の言葉が本当だとしたら。もし、本当にスライムが神やドラゴンをぶっ飛ばせるとしたら──」

　青年が、言葉を切る。ぐっと青年の顔がレインに近づく。

　レインの双眸を覗のぞき込む青年の眼差しは、その肩に乗るロググの眼差しは……

　どこまでも本気だった。

「それって、もんのすごく面おも白しろいことだと思わないか。他ほかのどんなモンスターと契けい約やくするよりも、どんな紋章を持つよりも、楽しいことだと思わないか？」

「楽……しい？」

「ああ。そうだ。せっかく俺たちはスライムトレーナーになったんだぜ。こんな最弱の役得を貰もらったんだぜ。楽しまなくちゃ損だろ！」

　青年の言葉が熱を帯びる。その熱が、レインの胸に伝でん播ぱする。

　レインは、未いまだに青年の言葉の全すべてを信じることが出来なかった。スライムが神やドラゴンに勝てるなんて信じられるわけがない。

　勝てるわけがないはずなのに、青年の言葉には言い返せない力があった。

「坊主。スライムトレーナーを楽しめよ」

　にこやかに贈おくられた青年の言葉が、今までレインが抱えてきたスライムに対する劣れつ等とう感を覆くつがえす。いつの間にか、レインは汗あせで滲にじんだ拳を握にぎり締しめていた。

　ごくり、とレインが知らず知らずのうちに唾つばを飲む。

　その唾の飲み込む音に混じり、控ひかえめな鳴き声がレインの耳を叩たたいた。

「ぴぎ……」

「あっ！　お前！」

　振り向いたレインの視線と、申し訳なさそうに身体を竦ませるスライムの視線が混じり合う。

　じぃっとこっちを見詰めているのは、レインを置いて逃にげたあのスライムだ。

　ほほう、と楽しげに唸うなった青年がスライムを指さす。

「あれ、お前のパートナー候補か？」

「そんなわけあるか！　あいつ、さっきオレを置いて逃げたんだぞ！」

「あはははは。そりゃそうだ。逃げ足№１。それがスライムだからな。──でもよ、ちゃんと戻もどってきたじゃねぇか。おい、ロググ」

　青年が肩を揺らしながら微笑み、野の良らスライムに向けて顎あごをしゃくる。ロググは主あるじの意思を解すると、その群青色の身体を、こちらの様子を窺うかがうスライムに向けて跳はね上げた。慌あわてて逃げようとした透すき通った水色のスライムがあっさりロググに捕つかまり、ずりずりとレインの前まで引きずり出される。

「ぴ、ぎ……」

　こちらを盗ぬすみ見てくるスライムに、レインがなんだか怒る気も失せて肩を落とす。そんなレインの肩に、青年の硬い掌が乗せられた。

　どこか意地悪げに微笑みながら、青年がレインに問いかける。

「あれ、どうした？　契約しないのか？」

「こ、こいつとするのかよ。ヤダよ。どうせなら、お兄さんみたいな特別なスライムが良い」

「はっは～、残念だったな。俺のロググも、このスライムと同じノーマルスライムだ」

「えっ、うそ!?」

　この日、何度目か分からない絶句がレインの口から漏れる。

　同じく、青年は何度目か分からない不敵な笑みを相そう貌ぼうに刻みながら、野良スライムを指さした。

「俺は中々見所あると思うぜ。なんたって、契約する前の人間を心配して、わざわざ様子を見に来たんだからな。ロググなら構わず置いてってるだろうぜ」

「ぎゅぴ!?　ぎゅぴぴぴぴ！」

　野良スライムが逃げないように見張っていたロググが、青年の言葉に猛もう反はん発ぱつする。

　青年は軽く笑って「冗じよう談だんだよ」と言いながらロググを抱だき上げると、試ためすような双そう眸ぼうをレインの方へと傾かたむけた。

「で、どうすんだ？」

「お、オレは……」

　レインが口を噤み、目の前のスライムに視線を落とす。

　スライムは、期待に満ちた眼差しを浮かべると、レインの足あし下もとにすり寄ってきた。

「ぴぃ、ぎ」

「く、こんの。卑ひ怯きようだぞ！」

　上うわ目め遣づかいで甘えた声を出すスライムに、レインが苦く悶もんの表情を浮かべながら膝ひざを折る。

　そして、レインはまだ納なつ得とくしない表情を浮かべながら、そっとその掌をスライムの青い肌へと押しつけた。

「あ、あくまで仕方なくだからな。もっと強いスライムを見つけたら、すぐにそいつをパートナーにするからな。だ、だから、その────」

「ぴぎ？」

「──その……絶対に強くなれよ。何があってもへこたれるなよ。いいな！　わかったな！」

「ぴぎっ！」

　レインの言葉をどこまで理解したのか、スライムが元気だけは良い声を張り上げる。

　そんなスライムに漏もれる笑いを必死に押し殺す青年に見守られ、レインは真しん剣けんな眼差しで祝詞のりとの言葉を口にした。

「あたらしい朝にかんしゃを。ともるたいように喜びを。香かおりをはこぶ風にしゅくふくを。めぶく大地に幸いを。この世の全ての生にけいいを込こめて。このオレ、レイン・エルハルトの名のもとに、今お前ととけいやくを結ばん！」

　契約の祝詞に呼応したスライムの紋もん章しようから燐りん光こうが漏れて、ゼリー状の身体からだにスライムの紋章が染しみ込むように刻まれる。その瞬しゆん間かん、まるで欠けていたパズルのピースがかっちりと塡はまったかのような心地ここちよさが、レインの身体を包み込んだ。

　それは、このスライムも同じだったのだろう。全身を喜びで震ふるわせたスライムが、レインの胸へとダイブする。

「ぴっぎ！」

「わ、こら。危ねぇだろ」

「ははははは。いや～、めでたいな。新しいスライムトレーナーの誕生だ」

「ぎゅぴぴぴ」

　胸に顔を埋うずめるスライムをなんとか離はなそうとするレインに、青年が微笑むロググを肩かたに乗せながら祝福の拍はく手しゆを打つ。そして、最後に一度大きく手を打ち鳴らした青年は、改めてレインとスライムに向き直った。

「さて、無事契約が済んだところで。次は、そのスライムに名前を付けてやらないとな」

「そっか、名前かぁ」

「きゅぴぃ～～～！」

　名前と聞き、スライムが期待に満ちた視線をレインに向けて投げかける。そのキラキラとした双眸に気け圧おされつつ、レインはしっかりと胸を張って応こたえた。
















「へへ～ん。実は、前々から考えてたのがあるんだ！　その名も『ロイヤルサンダーガディウス二号』！　どうだ、伝説の精せい霊れいの名前だぞ！　かっこいいだろう」

「ぴぎゃ!?」

　レインの口にした最高の名前に、スライムの顔が突とつ然ぜん凍こおり付く。

「おい、坊ぼう主ず。それは止やめとけ。マジで」

「ぎゅぴ」

「ぴぎっ！」

「な、なんだよ。寄ってたかって」

　冷めた眼差しで見詰めてくる青年とロググ、そして猛反発するスライムにレインが残念そうに眉まゆ尻じりを落とす。

「ちぇっ。良い名前なのに──」

　未練を垂れ流しつつ、レインはもう一つの候補を口にした。

「じゃあ、ペムロだ」

「ペムロ、か。ペムロ・Ｅ・レングラス。『晴天銀河物語』の勇者の名前だな。ガディウスといい、坊主、お前あの絵本が相当好きなんだろ？」

「わ、悪いかよ」

「いんや。──俺も大好きだ」

　思わず叫さけんだレインに、青年が再び少年のような笑みを浮うかべて目を細める。

　だが、青年はすぐに笑みを消すと、難しそうな表情を浮かべて顎先にそっと手を当てた。

「でもなぁ、坊主、ペムロってのは人の名前で良く付けられてるし、あんまりモンスターに付ける名前じゃないぞ」

「そっか……。じゃあ──」

　二つ目の候補もダメになったレインは、ふとスライムに視線を落とし、そして浮かんだ名前をそのまま口にした。

「じゃあ、ペムペムっていうのはどうだ？」

「きゅぴっ！」

「ペムペム。ペムロから取ってきたか。ん～、いいんじゃねぇか。そいつも、気に入ったみたいだしよ」

「ぴぎ。ぴぎぴぎ！　ぴっぎー！」

「そっか。お前も気に入ったか。よし、じゃあお前の名前は、今日からペムペムだ。よろしくな。ペムペム」

「ぴっぎーっ！」

　レインに頭を撫なでられた野良スライム──改めペムペムが嬉うれしそうにその瑞みず々みずしい肌はだを主の掌てのひらに擦こすりつける。そのなんとも言えない肌はだ触ざわりに、レインが思わず頰ほおを緩ゆるめる。

　そして、レインはようやくとても大切なことを思い出した。

「あっ！　そうだ！」

「どうした、坊主？」

「ぴぎ？」

「ぎゅぴ？」

　突とつ然ぜん声を上げたレインに、青年とペムペム、そしてロググが揃そろって首を傾かしげる。

　レインはペムペムを強く抱き締めると、どこか気き恥はずかしそうに唇くちびるを曲げながら、ぎこちなく青年の方を振ふり向いた。

「名前」

「ん？　名前なら、今決めたろ？」

「違ちがう！　──お兄さんの名前、オレ、まだ聞いてない」

「あっ……。そういや、そうだったな」

　恥はずかしそうに顔を背そむけるレインに当てられたのか、青年もどこか恥ずかしそうに頰を搔かく。

　照れ笑いを浮べる青年に、レインはペムペムを抱き締めながら叫んだ。

「オレの名は、レイン・エルハルト」

　微び妙みような沈ちん黙もくに耐たえきれなくなったレインが、遅おそくなった自己紹しよう介かいを青年に叩き付ける。

　青年は顔を引き締めると、小さなスライムトレーナーの自己紹介に応えた。

「じゃあ、改めて。いいか、レイン。俺の名は────
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　──ゴンッ！

　その音は耳ではなく、頭ず蓋がい骨こつから直接レインの聴ちよう覚かくに突つき刺ささった。

「んがっ!?」

　額から後頭部に走った衝しよう撃げきに、レインの意識が現実へと引き戻される。魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》の学生寮りよう。乱雑にノートが並べられた勉強机で夏休み最後の夜を明かしたレインが、呻うめき声を上げながら机に密着する自分の頭を引き起こす。

　赤くなった額を擦さすりながら、レインは朦もう朧ろうとした意識の欠片かけらを拾い上げ、小さく呟つぶやいた。

「っつぁ～～つぅ～……。……なんだ夢、かぁ」

　クシャッと、レインが額を押さえていた手で前まえ髪がみを搔かき上げる。その声だけを聞けば残念そうだが、声を零こぼした唇は弧こを描えがいていた。込み上げる高こう揚よう感かん。意識が鮮せん明めいになるにつれて夢がどんどん朧おぼろ気げになっていくが、背骨を震わせる衝しよう動どうはその熱を増していく。

「スライムトレーナーを楽しめ、か」

　背骨から喉のどへ登ってきた熱が、呟きとなって身体の外に零れる。その呟きに引き寄せられるように、小さな影かげが机の上にできた問題集の山を転げ落ちてきた。

「ぴっみゅ、ぷぎゅ、ぴみゅ～」

　一段落ちるごとに寝ね言ごとを零すペムペムがコロコロと転がり、机に立てたレインの肘ひじに当たってピタリと止まる。鼻提ちよう灯ちんを作りながら眠ねむりこける相棒に、レインは双眸を穏おだやかに細めた。

「十分楽しんでるよ。なぁ、ペムペム」

　ペムペムの頰を突つつきながら、レインが静かに呟く。しかし、ペムペムは未いまだ夢の中だ。ムニャムニャとよだれを零しながら口を動かすその小さな身体に、レインの声は果たして届いているのだろうか。

　だが、その気持ち良さげな寝顔は悪くはなかった。せっかく覚かく醒せいしたレインの意識が、再びまどろみへと吸い寄せられる。

「ん、レイン。──おはよう、かな？」

　しかし、その意識は寸前で耳を叩たたいた声に引き留められた。閉じかけた瞼まぶたを再び持ち上げ、レインが声の方へと意識を向ける。

　声の主は、『（一応）完成（再提出不ふ可か避ひ）』の付ふ箋せんが貼はられた問題集の向こう側で、もそもそと机の端はしに置かれた眼鏡へと手を伸のばしていた。

　初対面でも不思議と好意的な印象を与あたえる穏和な顔つきに、レインとは対照的な知性の覗のぞく双そう眸ぼう。レインと同じく勉強用の椅い子すで一夜を明かし、雷かみなりの紋章を刻んだ手の甲こうで瞼を擦る彼の名はガゼット・ガールバレス。

　その横よこ髪がみからずり落ちそうになった雷の精霊、小さな瞼を閉じて寝息を立てるピックをそっと受け止めて肩に乗せた彼は、ペムペムと同じくらい信しん頼らいできる親友であり、ある意味、ペムペム以上に頼たよりになるルームメイトだ。

　そんなガゼットに、レインは声を返すことができなかった。渾こん身しんの力で眼を瞑つぶり、机に押しつけた腕うでに顔を埋め、目の前の現実を遠ざける。

　静まり返る室内。無言の圧力がレインに襲おそいかかる。

　しかし、拒こばめば拒むほど、現実はレインの脳のう裏りに焼き付いた映像を引きずり出した。

　ペムペムが転げ落ちてきた『未完成』の付箋が満まん載さいの問題集の山を。

「レイン。そのままでいいから、ちょっと耳を貸してくれないかい？　現実的な話をしよう」

　寝起きとは思えない程ほど鮮明で、その穏やかな口調からは想像もできないほどの怒ど気きを孕はらんだ声が耳から滑すべり込み、レインの心臓を握にぎりつぶす。

　長いようで短い夏休みが終わった晩夏の朝。

　テストとランキング戦がすぐ間近に待ち構える二学期最初の朝。

　そして、夏休みに出された課題を提出しなければいけない期限の朝。

「課題、終わらなかったんだね。僕が、夏休み最後の三日間を返上して手伝ってあげたはずなのに。アリカが何度も差し入れを持ってきてくれたのに」

　耳に容よう赦しやなく滑り込む冷たい声に、レインが全身をガタガタと震わせながら首を捻ひねり、チラリとガゼットの様子を盗ぬすみ見る。

　未だ真っ白の問題集をパラパラと捲めくるガゼットは、静かに眼鏡を押し上げていた。

　その掌に刻まれた雷の紋もん章しように、激しい燐りん光こうを纏まとわせながら。

「しょうがないよね。眠たかったんだもんね。トレーニングで疲つかれてるんだろ。休みなよ」

　酷こく薄はくとした笑えみを浮かべたガゼットが、問題集の代わりに肩の上でスヤスヤと眠るピックを手に乗せる。

　その小さなピックの額に向けて、ガゼットはレインに見せつけるようにデコピンを構えた。

「ガ、ガゼット。落ち着け。俺が悪かった。俺が、俺が──」

「おやすみ。レイン、永遠に」

　パチンと、ガゼットが指を弾はじく。

「にゃっ！」

　ピックの小さな悲鳴が部屋に響ひびく。

　その直後、寝起きで一番機き嫌げんの悪いピックの電でん撃げきを浴びたレインとペムペムの悲鳴が、新しい朝を迎むかえた寮の廊ろう下かに木こ霊だました。







　　　第一章




　残暑厳しい学園の片かた隅すみ。《ヒマワリス》たちが太陽に向けてその顔を突き上げる昼下がり。

　半日で終わった始業式の後、久しぶりに出会った学友たちの声を遠くに聞くレインとペムペムは、大きな渦うずを巻いて抜ぬけていくプールの水をただただじぃっと見つめていた。

「まぁ、勘かん弁べんされた方かな。これなら」

「ぴ～ぎぃ～」

「……なんだよ。不満そうな声だな」

「ぴぎっ！」

　胡座あぐらの上で頰ほお杖づえを突くレインに、小さく飛び跳はねたペムペムが全力の抗こう議ぎを叩き付ける。そればかりか、ペムペムは熱くなったタイルから再び跳とび上がると、レインの耳に嚙かみついてきた。牙きばのない口を精せい一いつ杯ぱい閉じながら、ペムペムがレインの耳にぶら下がる。

「ぴぎぴぎぴぎ。ぴぎ～」

「あ～んもう！　悪かった悪かった。俺が悪かったよ！」

「ぴぎ！」

　ようやく謝罪の言葉を聞けたペムペムが、満足そうにレインの耳を離はなす。

　一方、普ふ段だんとは逆転する主従関係にがっくりと肩かたを落とすレインは、残り三分の一になったプールの水を恨うらめしそうに睨ねめ付けた。

　レインの耳に、今回の罰ばつを決めた担任、デバン先生の言葉が蘇よみがえる。

『まぁ、水泳部や水系のモンスターが夏休みも使ってたからな。そんな汚よごれてねぇだろう。簡単簡単。まぁ、頑がん張ばれよ』

　学校のプールの大おお掃そう除じ。それが、夏休みの課題の大半が未完成に終わったレインに下された罰だった。

　正直、レインは最初、「こんなものか」とホッとした。

　だが、レインはあの時、気がつくべきだった。

　生徒を困らせるのが大好きなデバン先生が、そんな生やさしい罰で終わらせるはずがないことに。

「コレのどこが簡単なんだよ！」

　水が抜けて白い底を露あらわにしたプールを前に、レインが渋しぶい顔を作りながら悪態を零す。

　デバン先生の言うとおり、確かにプールは汚れていなかった。

　その言葉に安心したレインは忘れていた。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》のプールは、モンスターが入ることを考こう慮りよした巨きよ大だいプールであるということを。

「どんだけデカいんだよ。うちの学校のプールはっ！」

　額に手を当てたレインが八つ当たりのように吠ほえる。ベギオムのプールは冗じよう談だんのような広さだった。五十メートルの縦たて幅はばに加えて、その横幅はなんと百メートルもある。一体どっちが縦で横なのか突っ込みたいところだが、今はそんなことはどうでもいい。このプールが広いのは縦と横だけじゃない。

　レインがなるべくなら目を背そむけたい最奥のレーンに目を向ける。そこは大型の海洋モンスターにも対応できるように設計された、横幅十メートル、深さ十メートルの特別レーンだった。そのレーン一つで、下手をすれば一日が終わってしまう。

　水を抜いたことで一層際きわ立だつプールの広さに、レインとペムペムがげんなりと肩を落とす。だが、落ち込んでばかりもいられなかった。早くプールの掃除を終えて残っている課題を終わらせなければ、次はどこの掃除をやらされるか分かったものではない。

　両頰ほおを勢いよく叩いて気持ちを奮い立たせたレインが、デッキブラシを握り締しめる。

「しゃーない。始めるか、ペムペム」

「ぴーぎ」

　レインに応こたえ、ペムペムがすっかり温ぬるくなった水の揺ゆれるバケツの下に潜もぐり込み、器用にバランスを取って重いバケツを持ち上げる。

　その時、照りつける太陽にも負けない燦さん々さんとした声がプールサイドに響いた。

「まったく。お前はどういう夏休みを過ごしていたのだ。レイン・エルハルト」

　レインの目に、酷ひどく呆あきれた、だがそれ以上に柔やわらかな笑みを浮うかべながら腕を組む、一人の少女の姿が飛び込んできた。

　鮮せん烈れつさの中に穏やかさを織り交ぜた朱しゆ色いろの髪。気位を感じさせながらも、格下のスライムの紋章を宿すレインを対等に見つめる深い煉れん瓦が色いろの双眸。その掌てのひらに、神と双そう璧へきを成すドラゴンの紋章を刻んだエルニア・Ｆ・ミレーネブルクがレインの返事を待つのももどかしそうにプールサイドを蹴ける。

　そのプールの中に跳び降りたエルニアの後を、レインのよく知る巨きよ影えいが追いかけた。

　炎ほのおを模した翼つばさが羽ばたき、馬のような体たい軀くと緋ひ色いろの鱗うろこを持つエルニアのパートナー、《ホースドラゴン》のキールが音もなくプールの床ゆかに着地する。

　キールはどこか可笑おかしげに口くち端はを吊つり上げると、憤ふん怒ぬをその力の源にするとされるドラゴンとは思えない程穏おだやかな双眸をレインとペムペムに投げかけた。

（お主らのことだ。相も変わらず鍛たん錬れん漬づけだったのだろう。学生の本分を忘れるほどに、な）

　レインの脳に、皮肉を混ぜた重厚な声が響く。それは、キールの放った念話だ。高度な知性を携たずさえるドラゴンの中には、こうして念話による意い思し疎そ通つうができるものも少なくない。

「ああ、そうだよ。正解だ」

　適確に夏休み内容を言い当てられ、レインは誤ご魔ま化かすように首の後ろで手を組みながら苦く笑しようした。

「んで、お前たちはそれを笑いに来たのか？　それとも、まさか手伝いに来てくれたわけじゃないよな？」

「ん？　なんだ？　私たちが手伝いに来たらいけなかったのか？」

「え？」

　怪け訝げんに眉まゆを寄せるエルニアに、冗談のつもりだったレインがキョトンと目を丸くする。

　そんなレインに、キールは口を閉じて笑いを堪こたえながら小さく身み震ぶるいをし、背中に乗せた何かをカランと鳴らしてみせた。軽快な音を奏でたのは、デッキブラシとバケツ、そして、モンスター用の大きな掃除用のスポンジだ。

　制服の上着を脱ぬぎ、夏風に揺れるスカートの裾すそから素す足あしを晒さらすエルニアに、レインがおずおずと尋たずねる。

「手伝って、くれるのか？」

「そのつもりで来た。なんだ、私たちでは不服なのか？」

「そんなことねぇーよ！　すっげー助かる！　なぁ、ペムペム」

「ぴぎーっ！」

　もはや、このプール掃除も一つのトレーニング代わりと気持ちを切り替かえていたレインがペムペムと共に盛せい大だいに喜ぶ。

　だが、喜ぶ反面、レインは申し訳なさを感じずにはいられなかった。

「でも、いいのか？　お前らも、トレーニングしたいだろ。もうすぐランキング戦だぞ」

　夏休みが明けてすぐに始まるランキング戦のことを思い出し、レインが改めてエルニアとキールに尋ねる。

　だが、そんなレインの心配は、ふんっと鼻を鳴らしたエルニアに一いつ蹴しゆうされた。

「ランキング戦だから、だ。貴様には、十全の状態で挑いどんで貰もらわねば私が困る。忘れたのか？　私はまだ、公式の場で貴様を叩たたき潰つぶしていないのだぞ。それに──」

　一度言葉を切ったエルニアが、レインから視線を外し、もごもごと唇くちびるを震わせる。

「それに、私はお前の──だから、な」

「ん？　なんつったんだ？」

　最後の方が聞き取れなかったレインが、小首を傾かしげて聞き返す。

　その瞬しゆん間かん、エルニアの顔が逆上のぼせたかのように紅潮した。

「な、なんでもない！　気にするな、馬ば鹿か者っ。ほら、さっさと終わらせてトレーニングを始めてこい！」

「わっ、わわっ。ちょ、危ないだろ！」

　キールから受け取ったデッキブラシを振ふり回すエルニアに、レインが慌あわてて距きよ離りを取る。

　その背中に軽い衝しよう撃げきがぶつかり、抑よく揚ようのない声とは裏腹に確かな力の籠こもった細い腕うでが嬉うれしそうに首に巻き付いてきた。

「婿むこ、様。みーつけ、た」

「ジナっ！　お前なんでここ──って、ふおぉおおおおおおい!?」

　首だけ振り返ったレインが思わず叫さけぶ。夏の日差しを受けて輝かがやく銀糸のような銀ぎん髪ぱつに、どこか眠ねむたげに半分下ろされた瞼まぶたに隠かくれる双そう眸ぼう。その掌に、天地逆に刻まれたスライムの《血けつ命めい紋もん》を刻み、頭に桃もも色いろの肌はだが目を引くどこか勝ち気なスライム、ルルを乗せるジナ・レームライトは、なぜか制服ではなく、水着に着き替がえてレインの身体からだにしがみついていた。

「ジナ！　ちょ、なんだよ!?　その格好は!?」

「手伝いにき、た」

「だっ、っつ。じゃあ、なんで水着なんだよ!?」

「？　プールで水着は当たり、前」

　一いつ瞬しゆん声を詰つまらせながら尋ねるレインに、ジナがある意味正論を答えながら小首を傾げて、さらに体重を預けてくる。おかげで背中に触ふれる柔らかな感かん触しよくが鮮せん明めいになった。

「ちょ、ジナ。一回離れろっ。手伝いに来たんじゃないのかよ!?」

「……や、だ」

「なんでだよ!?」

　二度三度瞬まばたきをしてから首を横に振ったジナに、レインがなんとか振り払はらおうと身を捩よじる。だが、レインの抵てい抗こう虚むなしく、ジナはなかなかその腕をレインの首から離そうとはしなかった。ジナは対魔獣錬磨師モンスタートレーナー戦に特化した体術の使い手だ。背中に覆おおい被かぶさったジナを引き剝はがすのは容易ではない。

　しかし、それ以上にレインの精神衛生上この状態はよろしくなかった。ピタリと背中に張り付く肌が、微かすかに汗あせを滲にじませる細い腕が、レインの精神力を尽ことごとく削けずり取っていく。同時に、破は滅めつの気配がひたひたとレインに近寄ってきた。ついでに言えば、さっきまで足あし下もとにいたペムペムが、こそこそとキールの頭へ避ひ難なんを完かん了りようさせている。

　エルニアとジナ、そして逃にげるペムペム。これだけの条件が揃そろって待ち受ける未来に、レインは身に覚えがありすぎた。

　二学期もこんな調子で始まるのかと、レインがジナを振り払うのをやめて覚かく悟ごを決める。

　だが、いつもならジナが現れると同時に響ひびくはずの怒ど号ごうが、待てど暮らせど聞こえてこなかった。

「エルニア？」

「朱あか、髪がみ？」

　レインと共に、ジナがどこか拍ひよう子し抜ぬけた声を吐はき出す。

　まるで、そこにだけ日差しが集中しているのでないかと錯さつ覚かくするほど眩まぶしい笑え顔がおを浮かべたエルニアは、今までにない余よ裕ゆうを身に纏まとい、仁に王おう立ちでレインたちのことを見守っていた。

「どうしたお前たち。気が済んだのならば、さっさと掃除を始めるぞ」

「いや……お前こそどうしたんだ、エルニア。　なんか、悪いもんでも食ったのか？」

「朱髪、いつもと違ちがう。気持ち悪、い」

「ずいぶんと散々な言われようだな。──まぁ、心の余裕というヤツだ」

　なぜか唇に指先を添そえたエルニアが、反対の手でキールの首を撫なでながら落ち着いた口調で答える。

　そんならしくないエルニアの態度に、レインが首を捻ひねり、ジナが何かハッとして目を見開いた、その時。

「もう、ダメだよジナちゃん。レイン君、困ってるよ」

　柔らかくも語気の強い声がプールサイドに響き、レインの背中から重みが唐とう突とつに抜け落ちた。バランスを崩くずしたレインが体勢を立て直し、耳を撫でたその声に胸を撫で下ろしながら振り返る。

　そこには、ジナの肩かたを押さえながら控ひかえ目な笑みを浮かべる、一人の少女が立っていた。

　フワリと小さな笑みを包み込む薄うす黄色の髪。包容力に溢あふれた双眸。その掌に狼おおかみの紋もん章しようを刻み、この猛もう暑しよの中でも涼すずやかな冷気を身に纏まとう《氷ひよう狼ろう》のレオンを連れる少女、アリカ・セクスレンが少しピリリとした笑顔を浮かべながらジナをレインから引き離はなす。

「サンキュー、アリカ。助かったよ」

　ジナを止めてくれる救世主の登場に、レインの顔にようやく安あん堵どが浮かぶ。

　だが、安心したのも束つかの間、

「ううん、いいの。でね、レイン君。その、私もお掃そう除じ手伝──きゃあっ!?」

　その救世主の頭上で水をまき散らすホースが暴れ、レオンが庇かばう間もなくずぶ濡ぬれにしてしまった。突とつ然ぜんのことに啞あ然ぜんとするレインたちの目の端に、眼鏡の奥に悪あく魔まの笑みを浮かべるガゼットの姿が滑すべり込む。

「いや～、ごめんごめん。ダメじゃないか、ピック。しっかり持っていなきゃ」

「こんな重い物を私に持たしたマスターにこそ責任があると思うが」

　放水のとばっちりを受け水に濡れた羽を重そうに羽ばたかせるピックが、恨うらめしそうな表情でガゼットを睨にらみ付ける。ただ、その声に怒いかりはなく、棒読み感が満まん載さいだ。

「いやいや。わざとらしいぞっ！　大だい丈じよう夫ぶか、アリカ？」

　レインが嘆たん息そくを吐つき、アリカを起こそうと手を伸のばす。

「うっ──」

　まるで凍こおり付けにされたかのように、レインはその動きをピタリと止めた。見てはいけないと思いつつ、レインの目がアリカの姿に釘くぎ付づけになる。

　頭からびっしょりと水を浴びたアリカは、濡れたシャツがぴったりとその身体に張り付いていた。ペムペムとルルが隠れてるんじゃないかと思うほど豊満な胸の形が露あらわになり、あのジナですら普ふ段だんは眠たげに閉じている双眸を見開いている。

「あ～う～。びしょびしょ、ってあれ？　みんな、どうしたの？」

　尻しり餅もちをつく直前にレオンに支えられたアリカが、ぺたっと濡れたプールの底に座り込みながら小首を傾げる。ピチャッと、アリカの前髪から水すい滴てきが滴したたり、シャツから覗のぞく柔やわ肌はだに当たって噓うそのように弾はじけた。
















　その一ひと滴しずくが、ようやくアリカに自分の姿を教えてくれた。

「ふぇっぅ!?」

　細い喉のどの奥から奇き妙みような悲鳴が迸ほとばしり、アリカが自分の身体を抱だき締しめる。だが、アリカは続けて口から漏もれ出そうになる悲鳴を飲み込むと、きゅっと唇を嚙かみしめたと思いきや水に濡れたシャツの裾すそを摑つかみ、一気にそのシャツを脱ぎ捨てた。

　アリカの白い肌と薄黄色の水着が、白日の下もとに晒さらされる。

「大丈夫！　ちゃんと、水着着てきたから！」

「「お、おお～～……」」

　堂々と胸を張って、アリカがジナから貰ったお手製の水着を見せつける。、その姿に全員の口から感かん嘆たんの声が漏れた。ドヤッと渾こん身しんの笑みを浮うかべるアリカに、心の底から感動を禁じ得ないレインたちが思わず拍はく手しゆする。足が震えて、後ろでレオンの尻尾しつぽをぎゅっと握にぎり締めているのは気になったが、それでも今までに無いくらいに堂々と、アリカは自分の姿を披ひ露ろうしていた。

「なんか、アリカちょっとジナに似てきたな？」

「そ、そんなことないよレイン君！　私、ちゃんと見せていい相手は選ぶんだから！」

　レインの言葉に慌てて胸むな元もとをシャツで隠したアリカ、なぜか「分かってない」と言わんばかりにぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。

　一方、アリカをしげしげと見たジナは、ガバッと嬉しそうに両手を広げて頷うなずいた。

「アリカようこ、そ！」

「待ってジナちゃん。私をそっちの世界に引きずり込まないで！」

　なにやらやる気満々の表情を浮かべるジナに、アリカが慌てて両手を横に振る。そんな微ほほ笑えましいやりとりを見ながら、レインは微かな不安を感じていた。経験則と照らし合わせれば、アリカが頑がん張ばれば頑張るほど、なぜか反比例するようにエルニアが暴走する。これはもはや、避さけられない運命と言っていい。

　だが、今日の運命の女め神がみは、ことさら気まぐれのようだ。

「はは。アリカも成長したものだなぁ～。うんうん。親友として、私は嬉しいぞ」

　落ち着いた微笑みを浮かべて何度も頷くエルニアに、レインは自分の耳と目を疑った。

「エ、エルちゃん。どうしたの？　なんか、いつもと違うよ」

「ん？　私は私だぞ？　どこが違うというのだ？」

「なんか、大人っぽいっていうか……」

「ふふ、大人っぽいか。確かに、アリカたちよりは大人かもしれないな」

「お、大人って!?」

　艶あでやかに微笑むエルニアに、アリカがめまいでも起こしたようにふらつく。

「レイン君……。ど、どういうことなの？」

　その見捨てられたかのような眼まな差ざしにレインは酷ひどく動どう揺ようした。

「い、いや。俺は何も知らねぇって！」

　説明を求めるアリカに、レインが慌てて首を横に振る。説明してほしいのは、むしろレインの方だ。一体、エルニアのあの余裕はどこから来るのだろうか。

「朱髪。やっぱりへ、ん」

「変とは失礼だな。私はいつも通りだぞ」

　何かを感じ取ったジナが、瞼から覗く双眸を鋭するどくしてエルニアを睨む。そして、余裕の笑みを返されたジナは、とんでもない暴挙に打って出た。

　するりと、まるで氷上を滑るようにジナが移動する。そして、レインが止める間もなく、その細い腕がレインの身体へと巻き付いてきた。

「おい!?　ジ──」

「これで、も？」

　レインの声を無視して、これ見よがしに抱きつくジナがエルニアに尋たずねる。

　見せつけるように足まで絡からめてきたジナに、エルニアの眉まゆから微かに余裕がはがれ落ちた。

「ふ、ふふ。そ、それがどうした」

　声を震ふるわせながらもなんとか余裕の笑みを維い持じするエルニアが、ぎゅっと組んだ腕うでを握り締める。

　その反応に確かな手て応ごたえを感じたジナは、レインに一いつ切さい相談しないまま、さらなる暴挙に打って出た。

「アリカも来、る！」

「ふぇええっ!?」

　手招きするジナに、アリカが甲かん高だかい悲鳴を張り上げる。

　これは流石さすがにレインも見過ごせなかった。

「こら、ジナ。いい加減にしろよ！　アリカが困ってるだろ！」

「ううん、やる！　──ええい！」

「ア、アリ────ふぉあああああああああああ!?」

　レインの喉が、今までに上げたことのない声をひねり出す。ジナだけでなく、アリカまでもがレインの身体からだに抱きついてきた。両腕を包み込むペムペムの何倍も柔やわらかな感かん触しよくに、レインの中に眠ねむる悪魔が暴れ出す。

　だが、自分の中のもう一人の自分と闘たたかっているのは、レインだけではなかった。

「くっ。むくっ.ぐぐぐぐっぐ！」

　歯を食いしばるエルニアが、必死に暴れ出す激情を押さえつける。その様子は、決けつ壊かい寸前のダムを彷ほう彿ふつさせる。

　しかし、エルニアはダンッと足裏をプールの底に叩たたき付けると、ヒクつく笑みを浮かべながらも何とか理性を保ち続けることに成功した。

「ふ、ふふん。子供だな、二人とも」

　ぎこちない仕草で前髪を搔かき上げながら、エルニアがまだ微かに余裕を残した声を漏らす。

　その余裕が、ジナの対たい抗こう心を焚たき付けた。

　誰だれが止めに入る間もなく、ジナの踵かかとがプールの底から離れる。

　そして──

　──チュッ──

　一秒にも満たない一いつ刹せつ那な、身を乗り出したジナの唇くちびるがレインの頰に触ふれ合った。

「ジジジジ、ジナ!?　お前、な、今何を!?」
















　頰に触れた今までに無い柔らかな感触に、レインが我を忘れて取り乱す。そんなレインに、今度はジナがその頰を差し出してきた。

「ん。次は婿むこ様の、番」

「いやいや、俺の番とかないから!?」

「ん？　じゃあ──アリカの、番？」

「「ええ!?」」

　不思議そうに小首を傾かしげたジナの言葉に、レインとアリカが顔を見合わせる。

　ただ、戸と惑まどうレインとは対照的に、アリカの顔には驚おどろき以上の決意が滲にじんでいた。

「う、動かないでね。レイン君。ほっぺに、ほっペにするだけだから！」

「いやいやいやいやいや。何考えてんだ、アリカ！　落ち着け！」

　ジナに倣ならってつま先立ちになるアリカの肩を、レインが大おお慌あわてで押し止とどめる。しかし、そんなレインよりも慌あわてた叫さけび声がプールサイドに木こ霊だました。

「ああああああああああ、もうダメだああああああ！」

　余よ裕ゆうのダムを粉々に打ち壊こわされたエルニアが飛び出し、アリカとジナをレインから引き剝はがす。そのままエルニアはレインを力任せに突つき飛ばすと、半分涙なみだ目めになりながらアリカとジナに向かい合った。

「ど、どういうつもりだ？　ジナ・レームライト。それに、アリカまで。あやつは、わ、私の恋こい人びとなのだぞ！」

「婿様は認めてな、い」

「わ、私はその。エルちゃんがいつもと違ちがってたから、つい……。そ、それよりエルちゃんこそ、どうしたの。大人ってどういうことっ!?」

「う、そ、それは──」

　反論するアリカとジナに、エルニアが指先を突き合わせながら珍めずらしく狼狽うろたえる。先ほど見せていた余裕が噓のようにしおらしくなる彼女に、レインとガゼットが顔を見合わせる。

　誰もが舵かじを取ることが出来ない大混乱の中、その場にいた全員の頭に重厚な声が響ひびいた。

（おぬしたち、大切なことを忘れていないか）

「がぁう」

「ぴぎ」

「きゅぴ」

　キールに続き、レオン、ペムペム、ルルが声を上げ、いつの間にかレオンの鼻先に座り込んでいたピックが耳の痛いため息を零こぼす。

「「「「「あ……」」」」」

　パートナーたちに諭さとされたレインたちが、一いつ斉せいに声を漏らす。完全にタイミングを外されたエルニアとアリカの顔が、遅おくれてやってきた羞しゆう恥ち心しんに一気に真っ赤になる。

　見ているこっちが恥はずかしくなる赤面に、レインは頰を搔きながら提案した。

「そろそろ始めるか。なっ。なっ！」

「そそそそ、そうだな。うむ。それがいい。行くぞ、キール」

「うんうん。そうだね。始めよ！　ほら、行くよレオン」

　エルニアとアリカが逃にげるように振ふり返り、一心不乱にスポンジをプールの壁かべに擦こすりつける。そんな二人の間に、満足そうにスポンジを揺ゆらすジナが滑すべり込む。

　予定よりだいぶ遅れて、ようやくプールの掃そう除じが始まった。レインも即そく座ざに頭の中を切り替かえる。ジナの過激なスキンシップは、何も今に始まったことじゃない。頰に残る甘い感触は幻まぼろしだと自分に言い聞かせ、とにかく話題を変えるべくその口と手を動かした。

「やっぱりプールの掃除とかだと、《ウンディーネ》や《ケルピー》とかの水系のモンスターがいたら便利だよな」

「レイン。一応、スライムも水系だよ」

「ぴぎぎ！」

「きゅぴぴ！」

　デッキブラシで床ゆかを擦りながら呟つぶやくレインに、水を張ったバケツを運ぶガゼットが苦く笑しようを零し、蛇じや口ぐちから溢あふれる水を貯ちよ蓄ちくするペムペムとルルが抗こう議ぎする。珍しく意見が一いつ致ちしたスライムコンビがプール際ぎわまで戻もどる傍かたわらでは、エルニアたちが泡あわだったスポンジをプールの壁に擦りつけていた。

（主あるじよ。もう少し丁てい寧ねいにするのだ。ほれそこ、汚よごれが残っているぞ）

「分かっている。だが、スカートでは洗いにくいのだ」

「朱髪。いいわけ、メッ」

「い、言い訳ではないぞ！　私も水着に着き替がえて本気を出せば、こんなもの！」

「えっと……。一応、エルちゃんのも更こう衣い室に持ってきたから。着替えてきてもいいよ」

「な、いや……。今いま更さら着替えるというのも……」

　エルニアがアリカの胸元をチラチラと横目に見ながら口ごもる。アリカはすでにシャツを着ていたが、先ほどのアリカの水着姿を見て隣となりに並ぶのは同年代の女子にすればかなりハードルの高い話だ。いろいろな服を着ることが趣しゆ味みのジナはともかく、エルニアはそこまで割り切れない。

　散々悩なやんだエルニアが、水着を断念して再び掃除に集中する。

　水着への話題が終しゆう了りようした会話の矛ほこ先さきは、各おの々おのが過ごした夏休みへと向けられた。

「エルちゃんは夏休み実家に帰ってたんだよね？」

「ああ。姉上に誘さそわれてな。本当は、学園に残っても良かったんだが──。アリカはどうなのだ？」

「私も一回帰ったよ。お母さんからいっぱい料理教わってきたから楽しみにしててね」

「それは楽しみだな。ジナ・レームライトはどうなのだ？　もう一度島に帰ったのか？」

「帰ってない。ずっと寮りようで新作作って、た。後で着せる楽しみにして、る！」

「──待て。それはまさか、あの部屋に飾かざってあったアレじゃないだろうな。ダメダメだダメだ！　あんなもの着れるか！」

「ジナちゃん。まさか、私の分はないよね。エルちゃんの分だけだよね」

「大だい丈じよう夫ぶ。二人ともサイズは問題な、い」

「「そういう問題じゃない（よ）っ！」」

　背後で繰くり広げられる楽しげな会話に耳を傾かたむけつつ、レインがせっせと手を動かす。ちなみに、レインもずっと学園にいたわけではなく里帰りをして実家の農場を手伝っていた。

　長いようで短かった夏休み。その断だん片ぺんを思い出し、レインは結局ルルに追いかけられてプールの中を逃げ回っているペムペムに目を馳はせながら、しみじみと呟いた。

「なんか、平和だな～」

「なんだい。藪やぶから棒に」

　ピックに洗せん剤ざいの粉を撒まいて貰もらっていたガゼットが、レインの方に視線を向ける。

　レインは再びデッキブラシを握にぎる手に力を込こめながら、苦笑と共に応えた。

「いや～。つい一ヶ月前に死ぬ思いしてたのによ」

「ああ、確かに」

　レインに並びデッキブラシを動かすガゼットが小さく頷うなずく。その横顔を見ながら、レインは夏休みが始まった直後に起こったとんでもない事件のことを思い出した。

　一ヶ月前、レインたちは最強の魔ま獣じゆうを生み出すことを悲願とした《楽園エデン》に攫さらわれたエルニアを助けるため、キマイラが犇ひしめく島へと乗り込んでいた。最終的にはペムペムと共にその魔獣を撃げき退たいし、エルニアも取り戻すことが出来たのだが、よくよく考えてみればとんでもない大冒ぼう険けんだ。全員が無事にベギオムに帰って来られたのは奇き跡せきと言ってもいい。

　そんな夢のような大事件を思い出すレインの脳のう裏りに、二人の、正確には一人の少女の顔が浮うかんだ。

「あいつらも、元気かな」

　足あし下もとに視線を落とし、レインが心配そうな声を零す。

　最強の魔獣を生み出すことに存在意義の全すべてを掛かけた少女。

　そして、神の圧力によりその命をすり減らしていた少女。

　最終的な事後処理を任されたエルグ国に連行された彼女たちは無事だろうか。

　今どこにいるのかさえ分からない少女たちのことを案じ、レインの表情が硬かたくなる。

　答えの見えない思考の迷めい路ろ。その迷路からレインを救ったのは、脇わき腹ばらに刺ささる肘ひじ鉄てつだった。

「ほら、辛しん気きくさい顔しない。手が止まってるよ。余計なこと考えてないで、さっさと終わらせてトレーニングに行って来な。再来週にはランキング戦もあるんだから、最弱の君に時間はないよ」

「あ、ああ。そうだな。そうだった」

　自分のことを良く理解してくれているガゼットに、レインが慌てて気持ちを切り替える。今度のランキング戦は、初めから最後まで一対一トーナメントの一発勝負。少し前ならば分が悪い戦いだが、今のレインとペムペムには切り札がある。組み合わせ次し第だいではどうなるか分からない。

　それに、二学期は何かとイベントが目白押しだ。学園三大行事の一つである体育祭に加え、学園を飛び出れば王国祭が開かい催さいされるのもこの時期である。確かに、こんなところで時間を使うのはもったいない。

　超ちよう低空飛行で一レーンを一気にブラシ掛けするキールや頑がん固こな汚れを氷結させて削けずり取っているレオンに負けじと、レインがプールの汚れに全力で向かい合う。

　しかし、非常識な規模を持つプールはまだまだ広く。

　その三分の一も終わらないうちに、レインたちは掃除を中断せざるを得なくなった。

「皆みなさん、こんなところにいらしたのですか。探しましたよ」

　涼りよう風ふうを思わせる落ち着いた声に、レインたちが思わず掃除の手を止める。

　現れたのは、墨すみを垂らしたかのような艶つややかな黒くろ髪かみと黒こく眸ぼうが目を引く三年生の女子生徒、生徒会長の右みぎ腕うでを務める学年屈くつ指しのドラゴントレーナー、サラ・カミサカだった。

「サラ教官？　どうしてこちらに？」

「学園長に頼たのまれて皆さんを呼びに来ました」

「学園長に、ですか？」

「レインが遂ついに成績不良で退学になったとかかな？」

「リアルに起こりそうな冗じよう談だんはヤメロ！」

　とんでもなく失礼なことを平然と言うガゼットに、レインが眉まゆ尻じりを吊つり上げる。

　そんなレインの後ろで、アリカがおずおずと石せつ鹼けんの泡を付けたままの手を上げた。

「あの、サラ先せん輩ぱい。皆みんなって、私やジナちゃんもですか？」

「はい。お二人を含ふくめ、ここにいる皆さん全員にご同行していただきます」

「なん、で？」

「それは私の口からはちょっと。学園長からきちんと説明がありますから」

　小さく首を傾け、サラが困ったように言葉を濁にごす。

　何はともあれ、学園長からの呼び出しならばレインたちに断れる理由はない。何より、レインには学園長に一つ借りがあった。ここは、是ぜが非ひでも応招するのが筋だろう。

　だが、すぐに首を振ることはできなかった。レインが一番奥の大型モンスター用のレーンを指さしながら肩かたをすくめる。

「つっても、サラ先輩。俺たち、まだプール掃除が終わってないんだけど」

「あの、それがさっきから不思議だったんですが──」

　サラの顔が申し訳なさそうに曇くもる。言っていいものかそれとも言わない方がいいのかと暫しばし悩んだサラは、真夏の炎えん天てん下かの下で汗あせだくになったレインたちに向けて、心底言いにくそうにその口を開いた。

「このプールの掃除なら、明日水系のモンスター専門の業者が入る予定になってるんですよ。職員会議でも言われたはずなんですが、なんで皆さんが掃除してるんですか？」

「「「「「え……」」」」」

　サラの口から紡つむがれた残ざん酷こくな事実に、レインの手からこぼれ落ちたデッキブラシがカランと虚むなしい音をプールサイドに奏かなでる。

　デバン先生に対して思いつく限りのあらゆる文句を口走りながら、レインたちは大急ぎで掃除用具を片付けた。




　　　　＊




　学園長室まで来たレインたちだったが、当の学園長は席を空けているのか執しつ務む机には誰だれも座っていなかった。

　しかし、部屋の中は無人というわけでもない。部屋の主の代わりに、重厚なソファーに座る見知った顔がレインたちを迎むかえ入れる。

「やっほぉ～ん、僕のゆかいな仲間たち。暑い中お疲つかれご苦労さん」

「意外と早く終わったのね」

「ファルド、ミストリア。お前たちも呼ばれてたのか？」

　実に温度差のある挨あい拶さつに、足を止めたレインが声を返す。ソファーに身を預ける、一組の男女。そのどちらもが、レインのクラスメイトだった。

　黄昏たそがれを思わせるオレンジ色の髪かみに、自信に塗ぬり固められた藍あい色いろの双そう眸ぼう。その掌てのひらに天使の紋もん章しようを刻む学年ランキング一位の英えい傑けつ、ファルド・グランサンダー。

　夕ゆう闇やみを思わせる紫し紺こんの髪と、レインたちを気き遣づかうように細められた髪と同じ色の双眸。その掌に悪あく魔まの紋章を刻む学年ランキング二位の女じよ傑けつ、ミストリア・クラウリス。

　午後のＨＲが終わると同時にデバン先生と教室を出て行ったはずの二人の姿に、レインが困こん惑わくする。たが次の瞬しゆん間かん、それはまだまだ序の口だということを思い知らされた。

「ご苦労様です。サラ」

　凜りんとした声が部屋の中に響ひびき、ファルドとミストリアの対面にあるソファーに腰こし掛かける三年生の女子生徒が、サラに向かって微ほほ笑えむ。思わず目を奪うばわれる金色の髪と、類たぐい希まれな存在感を放つ金色の瞳ひとみ。エルニアの姉にして、その掌に神の紋章を刻むベギオムの生徒会長、アリエル・Ｆ・ミレーネブルクがそこにいた。

「姉上まで呼ばれるとは……。一体、何があったのです？」

「ごめんなさい。エルニア。それは答えられないわ。私たちも、さっき呼ばれたばかりなの」

　僅わずかに眉尻を下げて答えるアリエルに、エルニアがそれ以上の言葉を続けられずに押おし黙だまる。エルニアはその視線を姉の後ろに移動したサラに傾けたが、サラは無言のままその首を横に振ふった。

　アリエルもサラも知らないとなれば、ファルドたちもまだ話を聞いてはいないだろう。案の定、レインが視線を傾けると、ファルドはどこか芝しば居いがかった仕草で肩をすくめ、ミストリアはそんなファルドにため息を零こぼしつつ首を横に振る。

「まぁ、学園長はすぐに来るって言ってたしね～ン。でもでも、ただ待っていても暇だし、ここは時間を有意義に使うとしようじゃないか。というわけで、僕の愛いとしのセニョリータたち、心ゆくまで夏休みの思い出を語り合おうじゃないか！　それとも、今から僕と一夏のアバンチュールとしゃれこむかい？」

　突とつ然ぜん立ち上がり満面の笑みで両手を広げるファルドに、部屋にいたセニョリータたちから極ごつ寒かんの視線が突つき刺さる。ミストリアに至っては、完全に汚お物ぶつを見る目を向けていた。

　黙っていれば誰もが認める色男なのに、どうしてこんなにも残念なのだろうか。レインが理解しがたいとばかりに苦く笑しようを零す。

　そのレインの袖そでが、不意に引っ張られた。

　ガゼットだ。

　ファルドにアリカたちの意識が集中しているのを利用して、ガゼットがレインに小声で耳打ちする。

「レイン。気付いてる？」

「ああ、このメンバーは。だろ」

　眼鏡の奥の双眸を細めるガゼットに、レインが同じく小声で答えながら小さく顎あごを引いく。学園長室に集められたのは、夏休みに起きた事件の渦か中ちゆうにいたメンバーだ。もちろん、それは薄うす々うすだがここにいる誰もが感じていたことだろう。ファルドが話を逸そらさなければ、まず間ま違ちがいなくその話題が持ち上がっていたに違いない。

　女性陣じんからの冷たい視線を心地ここちよさげに受け止めるファルドに、レインとガゼットがその真意を探さぐろうと鋭するどい視線を投げかける。

　その時、レインの視界の隅すみにある扉とびらがゆっくりと開き、一人の老人が宙を泳ぐ老ろう亀がめと共に現れた。

「ふぉっふぉ。全員、揃そろっておるようじゃな。何、緊きん張ちようせんで良いぞ。楽にしてくれ」

　長い白しろ髭ひげをゆっくりと撫なでながら、魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園ベギオムの学園長、ドドル学園長が長い眉まゆ毛げに隠かくれた双眸を細め、優やさしい眼まな差ざしをゆっくりとレインたちに滑すべらせる。

　だが、奥の扉から入ってきたのはドドル学園長だけではなかった。

「よぉ、掃そう除じお疲れさん。つか、お前ら勝手に手伝うなよ。せめて許可を取れ。許可を」

　肩にパートナーの《サウンドモンキー》を乗せる無ぶ精しよう髭ひげ面づらの教員、レインたちの担任であるデバン先生が、ドドル学園長に続いて現れた。

「ああっ、デバン先生！　ちょっと、なんで罰ばつがプール掃除なんだよ！　聞いたぞ、明日掃除の業者が来るんだろ！　なんでそんな二度手間なことやらすんだよ！」

「おいおい。俺に文句を言うのはお門かど違ちがいだろ。そもそも、罰を受けたのはお前自身のせいだろ。課題未提出魔まのレイン君」

「んぐ……」

　デバン先生が意地の悪い笑みを浮うかべて、一発でレインを黙らせる。しかし、デバン先生の不敵な笑みは、レインを凹へこませるだけでは止まらなかった。

「ふっふっふっふっふ～ん。いや～楽しみだ」

「おい。すっげぇ、えげつねぇ笑い方してるぞ。あの担任」

「ぴ、ぴぎ……」

「ああいう笑顔の時が一番怖こわいんだよね～」

　ペムペムが得体の知れない危機を察知してたじろぎ、ガゼットが珍めずらしく冷や汗を頰ほおに垂らしながらレインに同意する。エルニアたちは言わずもがなだが、あのアリエルやサラですら何か不ふ穏おんな気配を感じたのか、デバン先生から一歩距きよ離りを置くように身を引いていた。

　異様な空気が学園長室の中に立ちこめる。

　その空気を振り払はらうように、咳せき払ばらいをしたドドル学園長が髭に隠れた口を開いた。

「ふむ、単刀直入に言おう。おぬしら、一つぱーてぃーに出席する気はないかの？」

「「「パーティー？」」」

　ドドル学園長が放った予想外の一言に、レインたちが声を一つに重ねる。

　その単刀直入すぎる内容に、この場を代表してアリエルが切り返した。

「学園長先生。そのパーティーとはどのような催もよおしなんでしょうか？」

「うぬ、それがのぉ。わしの昔の教え子に意外と顔が広い──というより、とてつもなく面つらの皮が厚い者がおってのぉ。なんでも、その者のツテで今まで協力関係になかった国同士を集めたパーティーが開催されるそうなのじゃ。いわゆる親しん睦ぼく会じゃな。三十ヶ国、百余校が集まる盛せい大だいなもので、もちろん我らがエルグ王国も出席するのじゃが──ほれ、一ヶ月ほど前にキメラの討とう伐ばつ事件があったのを覚えておるか？」

　その名が出た途と端たん、部屋の空気が一変した。

《キメラ》。それは、《楽園エデン》という組織が生みだした最強の魔ま獣じゆうの名だ。あらゆるモンスターの肉体を取り込み、あらゆる攻こう撃げきを吸収するその力は、各国合同の討伐隊すら壊かい滅めつさせ、神を従えるアリエルですら歯が立たないほどだった。

　まるで悪い夢を思い出したかのような緊張感が部屋の中を包み込む。アリカに至っては、身体からだを這はい上がる恐きよう怖ふに震ふるえる指先でキュッとレオンの背中を摑つかんでいた。変化がないのは、口笛を吹ふくファルドぐらいのものだ。

　そんな緊張に包まれる室内の空気が、唐とう突とつに和やわらいだ。耳を撫でる、晴れやかな音色。軽快なリズム。サウンドモンキーが奏でる音楽がファルドの吹く口笛に混じり、レインたちの緊張を取り払う。

「ビビるのはそのくらいにして、じじいの話を聞いてやれ。これが、──最さい期ごの言葉になるかもしれねぇんだぞ」

「これ、しんみりと縁えん起ぎでもないことを言うな。まだまだ現役じゃ」

　軽快なリズムの中、唇くちびるを嚙かみながら重々しく呟つぶやくデバン先生に、ドドル学園長が珍しく語気を強める。

　ドドル学園長は再び咳払いをして場の空気を引き締しめると、懐ふところから一枚の封ふう筒とうをレインたちに掲かかげてみせた。

「話を戻もどそう。前回のキメラ討伐の一件で、各国が少しばかり浮き足だっておってのぉ。これからのことを見み据すえて、若い世代の交流の場を増やそうという話になり、我がベギオムからも生徒を選出してほしいという通達が来たのじゃ。親睦会の後には、腕うで試だめしの大会も開かれる。しかも賞品は、望むものを何でも与あたえるという豪ごう華かなものじゃ」

「望むものを何でもって、それはまた随ずい分ぶんと気前の良い話ですね」

　楽しげに封筒を揺ゆらすドドル学園長に、怪け訝げんな表情を浮かべたガゼットが尋たずねる。

　その質問に対するドドル学園長の答えは、実に分かりやすかった。

「なに、賞品とは詰つまるところ、各国の見み栄えの張り合いじゃ。どうせまた、国のメンツを競きそって引くに引けなかったのじゃろ。さすがに、あまりに無茶な願いは外されるが──ほれ、例えばアリカ君は食育師フードプランナー志望じゃっただろ」

「あ、はいっ！」

　突然名前を呼ばれたアリカが、驚おどろきながらピンと背を伸のばす。

　ドドル学園長は、硬くならんでよい、と微笑みながら、さらに話を続けた。

「食育師フードプランナー志望なれば、各国のレシピを望むのもいいのではないか？　国の風土により、魔獣用の料理の方法は千差万別。中には秘伝の物も多い。それらのレシピも、今回の大会に優勝すれば取り寄せることができるぞ」

「そ、それ！　凄すごく興味あります！」

　ドドル学園長の提案に、『望むものを何でも』と聞いてもあまりピンときていなかったアリカが、眼を輝かがやかせて身を乗り出す。確かに、それは明確な夢のあるアリカにとって魅み力りよく的な話だ。

　そんなアリカの隣となりでは、難しそうな顔をして口に手を当てていたジナが何かを思いついたように手を上げた。

「じゃあ。私はいろんな国の図書館に行きた、い」

「図書館？　布とか生き地じじゃないのか？」

　ジナの口にした望みに、レインが思わず聞き返す。図書館とは意外な答えだ。

　不思議そうに小首を傾かしげたレインに、ジナは真しん剣けんな表情を浮かべて頷うなずいた。

「《血命紋》の資料探したいか、ら」

「ああ──なるほどな」

　強い決意を込こめた言葉に、レインがすぐさま納なつ得とくする。ジナの夢は、その掌に刻まれたスライムの《血命紋》の連れん鎖さを断ち切ることだ。強制的に子供に遺伝し、そして同紋同士では子を成すことの出来ない特異な紋章。その《血命紋》の資料はとても少ない。ジナにとって各国の図書館を自由に見て回れることは、どんな豪華な賞品よりも価値があるに違いない。

　学生に対しては無茶苦茶な賞品に思えたが、敢あえて限定していない分、夢を持つ学生にとってはとても有意義な内容だ。あの物ぶつ欲よくのなさそうなアリカとジナがやる気になっているところを見れば、これでモチベーションの上がらない生徒はいないだろう。

　そんな豪華な優勝賞品に感心しつつ、レインはどうしても気がかりなことがあった。

「あの……話は分かったんですけど、ちょっといいっすか？」

「ん？　なんじゃ」

　おずおずと手を上げるレインに、ドドル学園長が話を促うながすように目を細める。

　レインは言葉にすべきか悩なやんだが、うやむやのままにするわけにもいかず、胸に渦うず巻まく疑問を吐はき出した。

「生徒会長やサラ先せん輩ぱい。ファルドとミストリア。それとエルニアは分かるとしても、俺たちもそのパーティーに出席してもいいんですか？　ほら、二年の先輩たちを連れてった方が……」

　レインが隣に並ぶガゼットや、一歩後ろで話を聞いていたアリカやジナに視線を流しながら尋ねる。神やドラゴンを従えるアリエル、サラ、エルニアや学年トップのファルドやミストリアならともかく、レインたちはどう考えてもお門違いだった。どうせ出席するのならば、各学年の上じよう位い陣じんで固めた方がベギオムの株も上がるだろう。

　レインの言葉に、アリカとジナ、そしてガゼットが顎を引く。唯ゆい一いつ、エルニアだけは「そんなことはない」と言わんばかりに顔をしかめたが、エルニアの思いが言葉になるよりも早く、ドドル学園長の口くち髭ひげが大きく揺れた。

「ふぉっふぉっふぉ。心配するでない。ここにはおらぬが、二年生からも一人推すい薦せんしておる。それに、今回の出席者はなにも力量だけで選んでおるわけではない。先方からは『できるだけ面おも白しろい奴やつをよこせ』と注文が来ておるからな。ならば、キメラという怪かい物ぶつを退けたおぬしたちが適任であろう」

「学園長先生……それ、信じてるのか？」

　にこやかな笑えみを浮かべるドドル学園長に、レインが戸と惑まどいを覚えながら尋ねる。

「フォッフォッフォ。当たり前じゃ」

　ドドル学園長は白い眉毛に隠れる双そう眸ぼうを優しく細め、鷹おう揚ように頷いた。

「報告はちゃんと受けておる。生徒を信じぬ教師がいるものか。のぉ、デバン先生」

「残念ながら、俺は半信半疑だけどな」

　学園長に同意を求められたデバン先生が、小さく肩かたを竦すくめる。聞きようによっては批判的だが、それは半分はちゃんと信じているということの裏返しだ。

　一度、レインから視線を外したドドル学園長が、すこし鋭さを含ふくんだ視線を右から左へと滑すべらせる。アリエル、サラ、ファルド、ミストリアの四名は、その視線に無言のまま頷き返すが、レインは喉のどの奥を唸うならせた。

「まだ、何かあるのかな。エルハルト君？」

「ん～、いや～。単純に、そういう畏かしこまった場が苦手というか……」

　渋しぶい表情を浮かべてレインが腕うでを組む。嬉うれしい話には違ちがいないが、生きつ粋すいの庶しよ民みんのレインにとって、そんな上流階級が集まる式典は敷しき居いが高い。どちらかというと、断りたい本当の理由はこっちの方だ。

「あ、そうだね……私もちょっと苦手かも」

「婿むこ様が行かないならヤ、ダ」

「僕も右に同じですね」

「なな！　わ、私を仲間はずれにするな。お前たちが残るなら私も残るぞ！」

　辞退を表明するレインに続き、アリカ、ジナ、ガゼット、そしてエルニアが順々に手を上げる。

　そんなレインたちを、デバン先生は喉の奥で笑いを嚙み殺しながら呼び止めた。

「いいのか、せっかくのチャンスだぞ。それに、レイン。お前は出た方がいいと思うぞ。面白い奴が来る」

「面白い奴って誰だれだよ？」

「それは、自分の目で確かめてみろ」

　デバン先生が、学園長の手から王国家か紋もんの押おう印いん入りの封筒を引き抜ぬき、ニヤニヤと底意地悪く笑いながらレインの前へと突つき出す。

「読んでみろ。開かい催さい者の名前んところだ」

「そんなもん読んだって、俺にお偉えらいさんの知り合いは──」

　上質な羊よう皮ひ紙しに書かれた堅かたっ苦しい挨あい拶さつを流し読んでいたレインが、突とつ然ぜん封筒を持つ手を小刻みに震わせる。押し寄せる様々な感情に唇が歪ゆがみ、その頰ほおが不自然に吊つり上がる。

「どうしたのだ？　レイン・エルハルト」

「婿様？」

「レイン君？」

　その反応を不ふ審しんに思ったエルニアたちが声を掛かけるが、どの声もレインの心を動かすには至らなかった。

　ゴクリと、知らず知らずのうちにレインが唾つばを飲む。




《特別主しゆ賓ひん　カルナ・マルナークス》




　レインが手にする招待状の最さい後こう尾びに、その名はしかと刻まれていた。







　　　第二章




　沈しずむ太陽が世界を茜あかね色いろに染め上げる中、海面を勢いよく飛び跳ねた《シャンパンドルフィン》の群れが、海に落ちた巨きよ大だいな影かげに何事かと天を仰あおぐ。

　グランテリナ大陸が水平線の彼方かなたに溶とけた公海の空。星が輝き始めた薄うす闇やみの空に、巨大な船底がひっそりと浮うかんでいた。優ゆう雅がに空を泳ぐその飛空艇ていの名は《フランドル号》。五匹ひきの《ヘリウムハリセンボン》を浮ふ力りよくとし、三体の《ホーリーワイバーン》が船体を引くこの船は、今、世界でもっとも話題の豪華客船だ。

　その一室に設けられた女性用のドレスルームもこれまた豪華だった。古今東西のドレスが所ところ狭せましと並べられ、天てん井じように届くほどの帽ぼう子し棚だながあるかと思えば、優に三千足はあろうかという様々な靴くつが部屋の一角にズラリと並べられている。イヤリングからネックレス、腕うで輪わや指輪といったアクセサリー一つとっても、ダイヤや純金、精せい霊れい石を加工した物まで選より取り見取り。それはもはや、巨大なショッピングモールを一店丸々詰め込んだようなものだ。学生服で船に来た女子生徒が、見たことのないドレスやアクセサリーに至るところで歓かん声せいを上げている。

　そんな同年代の女子たちの声を遠くに聞きながら、女性スタッフの手を借りてドレスに着き替がえたエルニアは、難しい顔をして鏡の中の自分を覗のぞき込んでいた。

「どうだろう？　おかしくはないだろうか？」

「そんなことないです。とても素す敵てきですよ」

　右に左に身体からだを捻ひねるエルニアへ、ドレスの着付けを担当した女性スタッフが微ほほ笑えむ。栗くり毛げを小さく揺ゆらした女性スタッフは、どうにもドレスが決めきれないエルニアにとても不思議な表情を浮かべていた。

「お世辞ではなく本当に似合ってますよ。でも、気に入らないのなら、他ほかのドレスに着替えてみますか？　お連れの方々も、まだ選んでいるようですし」

　チラリと別の場所で着替えるアリカとジナの方を一いち瞥べつした女性スタッフが、少しも嫌いやな顔をせずに提案する。

　しかしエルニアは、小さく首を横に振ふった。

「いや、このドレスは気に入っている。気に入っているのだが──」

　言葉を濁にごしながら、エルニアがチラチラと女性スタッフに視線を傾かたむける。そんなエルニアの心の機き微びを察してくれた女性スタッフは、フッとその微笑みの質を変えた。

「どうしたの？　誰にも言わないから、話してくれる？　私でよかったら相談に乗るよ」

　女性スタッフが口調を砕くだき、そっとその顔をエルニアに寄せて囁ささやく。

　暫しばし無言のまま葛かつ藤とうしたエルニアの口から零こぼれたのは、今にも消え入りそうなほど自信のない声だった。

「その……。では、お言葉に甘えて一つ相談するのだが。た、例えば、いつも一いつ緒しよにいる馬ば鹿か者に、今日はいつもと違う、と思わせるには、どど、どうすればよいだろうか？」

「え……」

　頰を赤らめながら尋たずねるエルニアに、女性スタッフがキョトンと目を丸くする。その顔を見た途と端たん、ただでさえ赤らんでいたエルニアの顔が、林りん檎ごのように真っ赤になった。

「いいいい、今のは忘れてくれ。このドレスは気に入った。手伝い感謝す──」

「その男の子、好きなの？」

「────っ！」

　周りに聞こえないように耳元で囁かれたその声に、エルニアの心臓が跳はね上がり、誤ご魔ま化かすように並べていた言葉が途と切ぎれる。それは、それは何よりも明確な答えになってしまった。エルニアから顔を離はなした女性スタッフの口元が、これ以上ないほどにやける。

　もはやまともに顔を上げられないエルニアに、女性スタッフは満面の笑みを浮かべながらその袖そでをまくり上げた。
















「それを聞いたら、協力しないわけにはいかないわね。ここで引いたら女が廃すたるわ！　でも、ん～、どうしようかしら……」

　もはや完全に仕事からプライベートモードに切り替かえた女性スタッフが、その視線を上から下へと走らせる。その視線が、エルニアと共に縮こまる三つ編みへと定まった。

「ねぇねぇ。いつもその三つ編みなの？」

「あ、ああ。そうだが……」

「じゃあ、さ。ちょっとその三つ編み、解ほどいてみない？　確かにそれも可愛かわいいんだけど、解いたほうがきっと大人の女性になれるわよ」

「な、なに？」

　女性スタッフの提案に、エルニアが微かすかに目を見開く。三つ編みは、エルニアのトレードマークだ。それを手放す発想は、エルニアには全くといっていいほどなかった。

　しかし、それだけに女性スタッフの提案は魅み力りよく的に聞こえた。

　今までにないエルニアの姿に、レインはどんな言葉を贈おくってくれるだろうか。

　それを考えただけで、エルニアは居ても立ってもいられなくなった。なにより、目の端はしに映るいつもは長い銀ぎん髪ぱつを頭の上で団だん子ご状に束ねたジナの姿が、エルニアの決断に拍はく車しやをかけた。

　──負けぬぞ。ジナ・レームライト

　レインの頰に口づけをしたジナの姿が蘇よみがえり、エルニアの双そう眸ぼうに決意の炎ほのおが宿る。ジナだけでなく、アリカも今日は格別に可愛さを増していた。

　このままでは、エルニアは二人に見み劣おとりしてしまう。胸が焼け焦こげそうな痛みに、エルニアが三つ編みを束ねる髪かみ留どめを握にぎり締しめる。

　だが、一つ大きな問題があった。

「今から解いて、間に合うものなのか？」

　不安げに、エルニアが女性スタッフに尋ねる。一度三つ編みにした髪を解けば、酷ひどい癖くせが付くのは当たり前だ。ちょっとやそっとで、その癖が取れるとは思えない。

「間に合う間に合わないじゃない。間に合わせるのよ！」

　そんなエルニアの不安を、女性スタッフはその掌てのひらに刻まれた水の《精せい霊れい紋もん》と、彼女の栗色の髪からひょこっと現れた水の精霊が搔かき消した。

「頼たのむわよ、リエル」

「ええ、話は聞いたわ。一緒に彼女をパーティーで一番の淑しゆく女じよにして差し上げましょう」

　水の精霊がその掌にきめ細かな泡あわを作り出し、髪留めを取ったエルニアの髪を包み込む。毛先の一本一本まで浸しん透とうするその泡はエルニアの髪をたちまち解ほぐし、艶つややかさが増したその朱あか髪がみを、女性スタッフが高速で梳すき、乾かわかし、整える。

　数分後。エルニアが今まで見たことのない自分が、鏡の中に立っていた。




　　　　＊




　パーティーに出席することとなったレインは、まず世の中にはドレスコードというものがあることを知って驚おどろき、通された会場の豪ごう華か絢けん爛らんさに早々と自分がやはり場ば違ちがいなところに来たことを思い知らされていた。

「ぁ～、なんつーか。なぁ……」

「ぴぎ……」

　着慣れないスーツに身を包むレインが、小さな蝶ちようネクタイを着けてもらったペムペムと一緒に怯ひるんだ声を漏もらす。

　目の前の全すべてが輝かがやいていた。

　気球艇の中とは思えない豪華な内装。天井高くに吊つるされたシャンデリア。目の前を通り過ぎる大人たちは全員見るからに上流階級ばかりで、その引き連れるモンスターたちもまた、美しい毛並みを身に纏まとい、値段を想像するのも恐おそろしいほど高そうなアクセサリーを身に纏まとっている。

　その中に紛まぎれるレインと同じ学生たちも、これまた豪華な面々だ。有名校から古こ豪ごう校、極東の島の学生と、その顔ぶれはバラエティーに富んでいる。その後に従うモンスターも屈くつ強きよう有名なものばかりで、神の姿も少なくない。確かく認にんできるだけでも十数人の学生が、己おのれが契けい約やくを果たした神を引き連れている。貴族の中には、そんな神の紋もん章しようを自分の血けつ縁えんに迎むかえ入れられないかと、気の早いことに娘むすめや息子むすこの縁えん談だんを進める者さえいた。

「やっぱり、来るんじゃなかったかな」

「まぁ、確かに僕たちには縁えん遠どおい世界だね」

　この場に来たことを後こう悔かいするレインに、同じくスーツに着替えたガゼットが居い心地ごこち悪そうに眼鏡を押し上げて同意する。大たい抵ていのことでは余よ裕ゆうの微び笑しようを崩くずさないガゼットだが、今回ばかりはレインと同じく場の空気に圧あつ倒とうされていた。

　その点で言えば、実家が名家のファルドの振る舞まいは流石さすがだ。軽く学生用のノンアルコールカクテルを呷あおったかと思えば他校の女子生徒の輪の中へ物もの怖おじせずに歩み寄り、いつの間にかその場を仕切るまでになっている。仕舞いには、ファルドとの会話を待つ女子で列が出来るまでになっていた。

「なんだろうな、この敗北感は」

「うらやましいならレインも行ってきたら？」

「本気で言ってるならその眼鏡割るぞ」

「冗じよう談だんだよ。冗談」

　ペキッと指を鳴らすレインに、ガゼットが笑いながら両手を挙げて降参する。

　レインは持ち上げていた拳こぶしを下ろすと、疲つかれたため息を零した。これだけの人の中から目的の人物、カルナを探すのは容易ではない。それに、カルナとレインがで出会ったのはもう十年以上も前の話だ。顔は曖あい昧まいにしか覚えていないうえに、向こうがレインとペムペムのことを覚えている保証はどこにもない。

　重いため息を漏らし、勢いだけで出席を決断したことをレインが心の底から後悔する。

　その時、賑にぎやかな会場が大きくどよめき、不意にレインの肩かたが叩たたかれた。

「ここにいたのか。レイン・エルハルト。探したぞ」

「遅おそかったな。エルニ──」

　振り返ったレインは、まぬけに口を開いたまま言葉を失った。

　レインを見つけて安心したように微笑むエルニアは、一人の学生から美しい淑女へとその姿を変えていた。

　いつもは束ねている髪を長く下ろしたエルニアは、その朱髪を際きわ立だたせる淡たん紅こう色しよくのドレスに身を包んでいた。薄うすく化け粧しようを施ほどこし、キールを引き連れる姿は貴族の令れい嬢じようそのもの。美と力が高い次元で融ゆう合ごうするその姿に、少し離はなれてその姿を窺うかがう来らい賓ひんから男女関係なくため息が漏れ、羨せん望ぼうの眼まな差ざしがエルニアを包み込む。ドレスの胸むな元もとに付けられた所属学園のネームカードがなければレインとて人違いじゃないかと思うほど、エルニアが醸かもす雰ふん囲い気きはいつもの彼女とはまるで別物だった。

「ん、どうした？　もしや、見み惚とれたか？」

　手も届かないような雰囲気から一転して、エルニアが年相応に悪戯いたずらっぽく目を細めてレインに微笑みかける。

　反射的に頷うなずきそうになった顎あごを必死に押さえながら、レインは慌あわてて首を横に振った。

「ば、ばか。いつもと違って驚いただけだ。てか、会長とサラ先せん輩ぱいはどうしたんだよ？」

「二人は他校の挨あい拶さつ回まわりだ。ふふ、話を逸そらすとは、随ずい分ぶんと余裕がないじゃないか」

　顔を紅あかくするレインに、エルニアが嬉うれしげに鼻を鳴らして微笑む。その笑みに、レインはますます顔を紅くした。認めるのは怖こわいが、正直エルニアの言うとおりだ。レインも他ほかの来賓に漏れず、エルニアのドレス姿に見惚れていたのだ。

　だが、驚くべき変身を遂とげたのは、エルニアだけではなかった。

　エルニアの登場に並ぶどよめきが会場の中を包み込む。

　そのどよめきを搔き分けて、二人の淑女がレインのもとへ小走りに駆かけてきた。

「レイン君。ガッちゃん。ここにいたんだ。よかった～、会えて」

「婿むこ様発、見」

　駆け寄ってくる二人の姿を見て、レインと、そしてガゼットが息を吞のむ。

　アリカとジナもまた、その身を美しい蝶に変えていた。

　アリカが着ているのは、触ふれることすら躊躇ためらわれる純白のドレスだった。細やかに編まれたレースが目を引くそのドレスは強い主張があるわけではないが、朗ほがらかな笑みを浮うかべるアリカを彩いろどるならこれ以上のドレスもないだろう。傍かたわらに寄り添そうレオンの蒼あお毛げとの対比は、もはや運命的と言ってもいい。

　対して、ジナの着ているドレスは東の大陸で使われる珍めずらしいものだった。蓮はすの花を思わせる鮮あざやかな桃もも色いろの反たん物もので織おられたそのドレスの横には深々とスリットが切り込まれ、ジナの流りゆう麗れいな足を惜おしげもなく晒さらしている。また、いつも長く伸のばしている髪は頭で二つの団子状に結ゆわれ、まるでルルが二匹ひき乗っているようにも見えた。

　三者三様のドレス姿に、レインが圧倒されて後ずさる。

　だが、その後退は、レインの肩に手を乗せるガゼットによって押し止とどめられた。

「ほら、レイン。何か言ってあげなよ」

「何かって、何を言えってんだよ？」

　笑いを含ふくみながら耳打ちするガゼットに、レインが困ったように眉まゆを寄せる。

　一いつ瞬しゆん別人かと思うほど綺き麗れいになった友人たちに、一体レインはどんな言葉を贈れば満足してもらえるのだろうか。

　そんなレインの心配を見み抜ぬいたように、ガゼットは不意に微ほほ笑えむと、その眼鏡の奥の双眸をアリカ──の肩で不ふ機き嫌げんそうに膝ひざを抱だくピックへと滑すべらせた。

「ピック。最高にチャーミングだね！」

「う、うるさい！　その目を閉じろ、バカマスター」

　飾かざりっ気のない言葉を贈るガゼットに、フリルをふんだんにあしらった小さなドレスに身を包んだピックが顔を真っ赤にし、その身体からだを隠かくすようにアリカの髪をたぐり寄せる。

　ピックの反応に満足したガゼットが、「ほらっ」と言葉少なくレインを促うながしながら、その身体をアリカの目の前に押し出した。

「レイン君。その、どうかな？」

「婿、様！　私は！」

　もじもじとアリカが胸の前で手を合わせ、隣となりにいたジナが期待の眼まな差ざしポーズを決める。その瞬間、パーティー会場が異様な熱気に包まれた。深く切り込まれたスリットからすらりと伸びるジナの美び脚きやくに至る所から歓かん声せいが上がり、仄ほのかに頰ほおを赤らめながら精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼるアリカに何人もの紳しん士したちが熱い眼差しを注ぎ込む。一方、レインに対する視線は怒いかりと嫉しつ妬とにまみれていた。一瞬でも隙すきがあれば八やつ裂ざきにしてやると言わんばかりに、餓うえたモンスターよりも濃のう厚こうな殺気がレインの身体を包み込む。

　考え始めて一秒後。レインは考えることを放ほう棄きした。

　恥はずかしさに釣つられて微び苦く笑しようを浮かべたレインがとった選せん択たく肢しは、思ったことをそのまま口にすることだった。

「ああ、ふたりとも似合ってると思うぞ。アリカの方はウエディングドレスみたいで綺麗だし、ジナの方はお姫ひめ様みたいだな」

「ウエディング……ドレス」

「お姫さ、ま」

　レインの贈おくった感想に、アリカとジナが呆ぼう然ぜんとして瞬まばたきを繰くり返す。

　そして、ゆっくりと五回目の瞬きが終わったところで──

「そそそそ、そんな。ウエディングドレスなんてっ！　わ、私にはまだ早いから！」

「お姫さ、ま。お姫、さま……。お姫さまっ！」

　顔を真っ赤にしたアリカが悲鳴を上げ、ジナが弾はずむ声と共に跳び上がった。

　のぼせたように大量の汗あせをかいたアリカが真っ赤な顔をレオンの身体に押し付け、白はく煙えんを立ち上らせる。だが、そんなレオンの冷気ですら、アリカの心を静めることは出来なかった。

「で、でも。レイン君がいいなら、私はいつでも大だい丈じよう夫ぶだし。う、ウエディングケーキだって頑がん張ばって作るから。やっぱり、子供は三人は欲ほしいよね、一人目はしっかり者の女の子で、二人目が頑張り屋さんの男の子で。三人目は甘あまえん坊ぼうな女の子で。あ、あと。それからそれから──」

　レオンに顔を埋うずめるアリカの口から、止めどなく少女の夢が溢あふれ出す。だが、その声は、ジナが巻き起こした大きな歓声に飲み込まれた。

「お姫さ、ま。お姫、さま。お姫さま～♪」

「きゅぴぴぴぴん。きゅぴぴぴぴん。きゅぴぴぴぴんっ！」

　パーティー会場の一角で行われている社交ダンスの輪の中へと飛び込んだジナが、かつてないほど上じよう機き嫌げんに声を弾ませながら舞い踊おどる。優ゆう雅がな社交ダンスとは真逆の情熱的なジナの舞まいに、割れんばかりの拍はく手しゆが沸わき上がる。

「レイン──君って天然で女たらしだよね」

「う、うっせぇよ！　そもそも、お前が──」

　これ見よがしのため息を零こぼすガゼットに、レインが慌てて反論する。だが、喉のどに迫せり上がってきた弁解は、目の前でピンと立てられた指先にあっさりと止められた。

　どこか嬉しそうに微笑むガゼットが、レオンに顔を埋めながら小さく震ふるえるアリカの肩にゆっくりとその手を下ろす。

「あ～あ、アリカもかわいそうに。こんな大勢の前で、あんな恥ずかしいこと言われちゃって。当分立ち直れそうにないから、ちょっとバルコニーに連れてって涼すずんでくるよ」

「そ、それは……悪かったよ。ごめんなアリカ」

「ううん……。大丈夫────じゃないかも……。レイン君、ごめん」

　消え入りそうな声と共に微かすかにレインの方を見たアリカが、ガゼットに促されながら夜風の吹ふき抜ぬけるバルコニーへと消えていく。何人かの男性客がぞろぞろとその後を追いかけていったのは気がかりだが、まぁ、ガゼットとレオンが一いつ緒しよなら問題ないだろう。

　問題なのは、自分の言った言葉を今いま更さらながら理解したレインの方だった。

「ああぁあ[image: ]あ[image: ][image: ]ぁ～っ！　何言ってんだ俺はっ！」

「ぴぎぎっ!?」

　前まえ髪がみを搔かき上げながら悶もん絶ぜつするレインに、ペムペムがびっくりして飛び上がる。

「ん、んんっ！」

　その小さな身体が再び主あるじの肩に着地すると同時に、強い咳せき払ばらいがレインの耳を叩いた。今度は何だと振り返ったレインが、金かな縛しばりにでも遭あったかのようにピタリと動きを止める。

　まるで、「待て」を命じられた子犬のようにチラチラとレインを盗ぬすみ見るエルニアが、その煉れん瓦が色いろの双そう眸ぼうをキールとレインの間で彷徨さまよわせていた。

（責任重大だぞ。レインよ）

　もどかしそうに唇くちびるを窄つぼめる主に代わり、キールが楽しげに喉を鳴らしながらレインに念話を送る。その上、このお節せつ介かいドラゴンは長い首を大きく揺ゆらしたかと思うと、煮にえ切らないエルニアの身体をグイッとレインの前へと押し出した。

「────ぅくっ」

　エルニアが微かな吐と息いきを漏もらし、レインが「馬ば鹿か野や郎ろうっ！」と渾こん身しんの念をキールに叩き付ける。

「レイン…………エルハルト」

　だが、その怒りは、耳を撫なでた声とスッと持ち上げられたエルニアの眼差しで、一瞬にして霧む散さんした。

　情熱的な煉瓦色の双眸が、期待と不安に揺れながらレインの言葉を待っている。

「その……。綺麗だ……ぞ」

　絞り出せたのは、なんとも味気ない言葉だった。

　エルニアの表情が目に見えて曇くもる。

「──それだけ、か」

「え、それだけって──」

「ほかに……ほかにもうちょっと。もうちょっと、何かないのかっ？」

　怒り、というよりは悲しみに声を震わせて、俯うつむくエルニアが煌きらびやかな絨じゆう毯たんに向けて叫さけぶ。そんなエルニアの姿に、パーティー会場から非難の眼差しがレインへと突つき刺ささる。

　その中でも、一番痛い視線を送っていたのはキールだった。

　悲しみに暮れる主に寄り添うキールが、咎とがめるような念話をレインに叩たたき付ける。

（レインよ、それはなかろう。蝶ちようでも、花でも、何でもいいのだぞ）

（バカ、できるかよっ！　エルニアは、エルニアだ。ほかのもんに、たとえられるはずないだろ）

（馬ば鹿かは己おのれだっ！　それを主に早く言ってやらぬか！）

「うがっ!?」

　かつてない憤ふん激げきが込こめられたキールの念話に、レインの頭に衝しよう撃げきが走った。思わず仰のけ反ったレインに、エルニアが何が起こったか分からずビクッと身体を震わせる。

（さぁ、言え！　この空の塵ちりとなりたくなければな）

（お前────後で覚えとけよ）

　荒あらい鼻息を鳴らすキールを睨にらみ返し、レインが改めてエルニアと向かい合う。

　そして、エルニアが何か言わんと口を開くよりも早く、レインは口早に言い切った。

「めっちゃ似合ってるぞ。その髪かみ型がたも新しん鮮せんだし。今日、見た中でお前が一番綺麗だよ。──これでいいか!?　満足しろっ！」

　後半は半ば切れ気味に叫ぶレインに、一部始終を見守っていた野や次じ馬うまたちから拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こる

　一方、その言葉を受けとめたエルニアは、まるで花が咲さくようにその顔を綻ほころばせた。

「そ、そうか。まぁ、そこまで言うなら満足してやろう」

　にやける口元を無理矢理抑え込んだおかげで変な顔になるエルニアが、レインから視線を外しながらおなじく口早に言い切る。

　そんな、いつもの調子を取り戻もどしたエルニアに、レインがほっと胸を撫で下ろしたのも束つかの間──

　まるで、喉のど元もとに刃やいばを押さえつけられたかのような悪お寒かんが、レインの背筋を這はい上がった。

「私の妹を、こんな衆目の場で口説くどくのは止めていただけますか」

「姉上っ!?」

　今まで喜びの絶頂にいたエルニアが、その頰を引き攣つらせる。

　エルニアと同型のドレスに身を包み、貴婦人の如ごとき微笑みを浮かべるアリエル。だが、その微笑みの裏には、確実に鬼き神しんの怒りが隠れていた。

「レイン君。エルニアさん。無理にとは言わないけどちょっと別行動を取りましょうか」

　和国のドレス、一枚布から作った着物と呼ばれる服に着き替がえたサラが、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げてレインとエルニアに微笑む。その後の光景は、もはや誘ゆう拐かいに近かった。有う無むを言わさずエルニアの身体を抱だき締しめたアリエルが、大して体格の変わらない妹を容よう赦しやなく引きずっていく。

　サラがペコリと頭を下げたのを最後に、三人の姿は完全に人ひと混ごみへと搔き消えた。

「死、死ぬかと思った」

「ぴ、ぎぎぎ」

　レインがペムペムと共に限界まで張り詰つめた緊きん張ちようを解く。もしレインが少しでも反はん抗こうしていたら、まず間ま違ちがいなくアリエルはパートナーである戦せん姫き神しん、《ワルキューレ》のシャルネラを召しよう喚かんしてレインの首を刎はねに来ただろう。真しん剣けん勝負ならいつでも来い、が信条のレインだが、流石さすがに時と場所くらいは選ぶ。

　ポツリと一人残されたレインが、どうしたものかと腕うでを組む。ガゼットとアリカはバルコニーに行ってまだ帰ってこないし、踊りに夢中のジナを邪じや魔まするのは気が引ける。アリエルからエルニアを取り戻すのは自殺行こう為いも同然だし、かといって他校生に自分から話しかける甲か斐い性しようもレインにはない。

　ちなみに、甲斐性の塊かたまりであるファルドは、夕ゆう闇やみを思わせる紫し紺こんのドレスに身を包むミストリアに捕つかまり、会場のど真ん中で正座させられていた。

　苦く笑しよう交じりにぐるりとパーティー会場を見み渡わたしたレインが、ペムペムと共にその視線を豪ごう華かな料理が並べられた立食テーブルでピタリと止める。

　そろそろ、腹も減ってきた。

「俺らは飯でも食ってるか。せっかくの豪華なタダ飯だしな」

「ぴぎぃーっ！」

　レインの提案にペムペムが満面の笑えみを浮うかべながらぐにょっと身体からだを伸のばす。

　だが、踏ふみ出したレインの足は、たった一歩でその歩みを止めた。

「あれ、なんか忘れてるような……」

「ぴぎ？　ぴぎぃっ。ぴぎぎぎぎっ！」

　ふと頭を過よぎった疑問にレインが首を捻ひねり、ペムペムが「そんなことはどうでもいい」とばかりに主の頰ほおに嚙かみついて急せかし立てる。

「うゃ～～っ！　やめろ。やめるのじゃーっ！」

　そんなレインの耳に、切せつ羽ぱ詰つまった幼い悲鳴が突き刺さった。

「な、なんだ!?」

　レインを含ふくめ、その悲鳴が聞こえた方に来らい賓ひんの視線が殺さつ到とうする。

　脇わき目めも振ふらず駆かけ抜けるその少女に、レインは見覚えがあった。

「フェティ!?　いや……フェルかっ？」

　一いつ瞬しゆん迷ったレインが、少女の名前を言い換かえる。

「おお！　おんし、ちょうどいいところにおった！」

　汚けがれを知らない萌もえ葱ぎ色いろの髪かみに、宝石のような瑠る璃り色いろの瞳ひとみ。主人格である年相応の純じゆん粋すいな少女、フェティを護まもるために生まれ、かつて世界を震しん撼かんさせた《キメラ》という合成魔ま獣じゆうを生み出すほどの頭脳を携たずさえた天才魔獣学者であるフェルが、レインの姿を見つけてその双眸を希望に輝かがやかせる。

　フェルは自分の頭にしがみつく子犬のような幼神、生命の誕生と加か護ごを司つかさどるパラパが悲鳴を上げるのも厭いとわず急旋せん回かいすると、レインに駆け寄るや否いなやそのスーツの中に潜もぐり込んだ。

「な、なな。どうしたんだよ？　フェル。つーか、なんでお前がここに？」

「しぃっ！　黙だまるのじゃ！　奴やつに、奴に見つかってしまうではないか！」

　止めようとするレインの手を逃のがれて背中に回り込むフェルが、尊大な態度をかなぐり捨てて、ぎゅっとレインのズボンを摑つかむ。

　そんなフェルに、レインが当とう惑わくしながら首を捻ったまさにその時。

「へっへっへ～。隠かくれても無む駄だだーっ！」

　子供のように無む邪じや気きな──いや、無邪気な子供のように残ざん酷こくな笑い声が耳を撫で、無ぶ遠えん慮りよに上着の裾すそが捲まくり上げられた。

「ほらほら、何で逃にげてんだよ。もっと近くに寄れってば」

「ひぃっ！　ダメじゃ、それ以上はダメじゃ！」

「なんでだよ？　いい匂においだろ？」

「バカを言え！　そんな生なま臭ぐさい物を近づけるな！」

　心底楽しそうな声を漏らすその男に、フェルが身体を強こわばらせながら涙なみだ目めになって訴うつたえる。

　怯おびえた表情を浮かべるフェルの前にはそれはそれは恐おそろしい……

　にんじん、が突き出されていた。

「……はい？」

　ひどく間ま抜ぬけな声がパーティー会場に響ひびく。その声が自分の口から零こぼれたものだと、レインは気付くことすら出来なかった。

　レインの上着の裾を捲り上げ中ちゆう腰ごしになるその男が差し出していたのは、フォークの先に刺さった何の変へん哲てつもないにんじんだった。一応、子供向けを意識しているのか星形に切り抜かれていたが、それ以外は本当にただのにんじんだ。

　そのただのにんじんを、世界最強の魔獣を生み出すため世界を相手に大立ち回りを演じたフェルが、へっぴり腰になりながら睨み付けていた。

　子供らしいと言えば子供らしいが、以前フェルのおかげで棺かん桶おけに片足を突っ込みかけたレインの頭に軽い痛みが走る。

　一方、追い詰められたフェルは男の手をレインの上着から引き剝はがすと、頭からスッポリとレインの上着をかぶって身を隠しながら、声の限り叫んだ。

「いい加減にしろ。この……馬鹿カルナ！」

「えっ!?」

　フェルの発した名前に、レインの身体に初めてペムペムと単独でドラゴンと対たい峙じしたときのような電流が走った。記き憶おくの底に静かに眠ねむっていた思い出が胎たい動どうする。

　肩かたに乗る群ぐん青じよう色いろのスライム。右眉まゆに走る傷きず跡あと。見ているこちらの心を高こう揚ようさせる、少年のような屈くつ託たくのない笑み。

　レインにスライムの楽しさを教えた青年、カルナ・マルナークスがそこにいた。




　　　　＊




「ほら、フェル。あーんしろよ。あーん」

「やめるのじゃーっ！　離はなせ馬鹿者！　警備兵を呼ぶぞ！」

「なあ！　なぁ、ちょっと──」

「ぴぎぴぎ！」

「好き嫌きらいすんなよ。にんじんには神様を従える力があるんだぞ。フェティのためにも、一いつ杯ぱい食え」

「そんな俗ぞく説せつ初耳じゃ！」

「なぁ、おい。おいってば！」

「ぴぎぴぎぴぎっ！」

　レインの上着の中に隠れたフェルを強引に引きずり出したカルナに、レインとペムペムが声を張り上げる。その声はフェルを苛いじめるのに夢中になるカルナには届かなかったが、その肩に乗るロググにはしっかりと届いてくれた。

「ぎゅぴぴ。ぎゅぴ、ぎゅぴぴ」

　ペムペムよりも幾いく分ぶん低い成熟して落ち着いた声を発しながら、ロググがカルナの横顔をぽんぽんと頭ず突つきする。

　頰を押し込む柔やわらかな触しよつ感かんに、カルナは無邪気な笑みを浮かべたまま首を捻った。

「ん？　ロググ。いい所なんだから邪魔すんなよ」

「ぎゅっぴ。ぎゅ～ぴぴぴ」

「なんだ、どうした？」

　くいくいっと身体を後ろの方へ曲げるロググに、カルナがフェルの身体を抱きかかえたまま振り向く。

　ようやく、レインとカルナの視線が絡み合った。

　およそ十年ぶりの再会に、レインが俄にわかに緊張する。顔立ちは以前よりもだいぶ大人びていたが、右眉に走る傷跡と屈託のない笑みは変わらないあの頃ころのままだ。

　レインとペムペムを救い、レインとペムペムを繫つなげてくれた恩師が、今、手を伸ばせば、声を掛かければ届くところにいる。

　だが、レインは声を上げることが出来なかった。カルナの顔に浮かんだ怪け訝げんな表情。レインが微かすかに抱いだいていた現実の壁かべがそこにはあった。

　──覚えて、ないよな……

　声もなく、レインが落らく胆たんする。カルナの十年とレインの十年では成長の幅はばが雲うん泥でいの差だ。五歳のレインと今のレインを比べて、気が付けという方が無理な話だ。

　無言のまま視線を合わせることに耐たえきれず、レインの足が僅わずかに後退する。十年という時の重みに、レインの心が珍めずらしく怖おじ気けづく。

　そんな主あるじを助けるため、十年経たっても変わらない相棒が声を上げた。

「ぴぎっ！」

　レインとカルナの間に生まれた無言の溝みぞを埋うめるように、少し怒おこったような表情を浮かべたペムペムが大きな声を上げる。

　その声に引き寄せられペムペムへと視線を滑すべらせたカルナは、一瞬キョトンとした後、その双そう眸ぼうを驚おどろきと喜びで塗ぬりつぶした。

「ぁ……。あ……？　ああっ！　お前っ！」

　フェルをようやく解放したカルナがレインへと駆け寄り、その肩からペムペムを摑み上げる。カルナはそのままペムペムを頭上に掲かかげると、周囲の目も気にせず哄こう笑しようしながら、ぐるぐるとその場で回り始めた。

「はっははは。お前、まさかあの時のスライムか!?　いっやー、なっつかしぃ～。元気にしてたか？」

「ぴぎ～。ぴぎぴぎ。ぴぎぃ～！」

「はっは～。そりゃ、良かったな。てーことは、あれか。お前、あん時の坊ぼう主ずか？」

「え……あ。ああ」

　話を振られたレインが、たじろぎながら首を縦に振る。

　その瞬しゆん間かん、カルナは片手でペムペムを抱だき直しながら、腹を抱かかえて破顔した。

「あっはっははははは。ホントかよ～、へぇ～、あん時の坊主がお前かぁ～。いや～、悪い悪い。気付かなくて。どうにも、人の顔を覚えるのは苦手でよ」

「いや、それは……もういいけど」

「あ～……悪い。マジで。本気で謝るから、そんな凹へこんだ顔するなよ」

「いや、本当に気にしてねぇから」

　カルナから目線を外し、レインが小さく口を動かす。力ない声はすぐに床ゆかに落ち、自身自分が拗すねているのがよく分かった。それこそカルナの言うとおり坊主のすることなのだろうが、感情の発はつ露ろを自在にコントロール出来るほどレインはまだ大人じゃない。

　ばつが悪そうに後うしろ髪がみを搔かくカルナが、本当に申し訳なさそうに頭を下げる。恩人に気を遣つかわせたことにレインは慌あわてて両手を突つき出したが、それよりも早くフェルの刺とげ々とげしい眼まな差ざしがカルナを突き刺さした。

「全くじゃ。この馬ば鹿か者め。こやつは、貴様との再会を楽しみにしておったのじゃぞ。それをまぁ～」

「う……」

　幼いフェルから非難の眼差しを叩たたき付けられ、カルナが口元を歪ゆがめる。

　カルナは散々口をもごもごさせると、がっくりと肩を落としながら、改めてレインに頭を下げた。

「悪い。本当に、悪い」

「ぎゅ～ぴ」

「いや、だから俺は気にしてないって！」

　主に続きロググにまで頭を下げられたレインが本気で慌てて顔の前で両手を振ふる。せっかくの再会なのに、こんな重い雰ふん囲い気きは勘かん弁べんしてほしい。しかし、今この現状で、レインが何を言っても場は好転しないだろう。

　そんな時、やっぱり頼たよれるのはこの相棒だった。

「ぴぎ！」

　突とつ如じよ、カルナに抱えられていたペムペムが声を上げ、その身体からだを弾はずませる。ぽーんと勢いよく弾んだその身体は、すぐに重力に捕つかまって再びカルナの手の上に落ちてきた。

「ぴぎっ！」

　カルナの手に着地したペムペムが、「どうだ！」と言わんばかりに胸を張る。そんなペムペムにカルナは何度か瞬まばたきを繰くり返すと、張りのある水色の肌はだの上にポンと手を乗せ、さらに軽くその身体を手の上で弾ませた。

　ぽんぽんぽーんと、カルナがその感かん触しよくを確かめるようにペムペムの身体を弾ませる。

　そして、一ひと際きわ高くペムペムを弾ませたカルナは、両手でペムペムをキャッチすると、好戦的な色を混ぜた不敵な笑えみをレインへと投げかけた。

「よぉ～っく、鍛きたえてんじゃねぇか。こいつ。すげぇーな」

「っ！」

　衝しよう撃げきが、衝動が、レインの目の奥に熱を叩き付けた。目め頭がしらと鼻の奥に焼けるような痛みが走る。心臓の猛たけりが血流を加速させ、震ふるえる指先が知らず知らずのうちにスライムの紋もん章しようを握にぎり締しめる。

　目を見開きながら、必死に溢あふれる感情のうねりを抑おさえながら、レインが細く息を吐はく。吐き出した空気の倍の息を吸い込んで、さらにありったけの息を、肺を空にするつもりで息を吐く。

　その息に、頰ほおを濡ぬらしそうになる涙を込こめ、細く震える息に背筋を震わせる猛たけりを込め、口元を戦慄わななかせながら、零れそうになる喜びを必死に抑えながら──

　レインは、不敵に笑い返した。

「ああ。鍛えたよ。馬鹿みたいに。あんたが教えてくれたんだ──」

　そんな短い言葉で息が続かなくなったレインが、再び息を吸う。そんなレインを見たペムペムが、カルナの手からレインの肩へと飛び移る。

　ペムペムを肩に乗せたレインは、限界まで吸った息を止めると、全身を震わせていた感情を爆ばく発はつさせるつもりで叫さけんだ。

「俺はスライムトレーナーを楽しんでるぞ！」

「ぴぎぃー！」

　吐き出したその声は、爆発した感情を乗せたその声は、パーティー会場の隅すみから隅へと響ひびき渡わたった。一人と一いつ匹ぴき。スライムトレーナーとスライムの魂たましいの雄お叫たけびに、来らい賓ひんが何事かと目を向ける。突き刺さるのは奇き異いの視線。好こう奇きと呆あきれ、侮ぶ蔑べつの眼差し。品のない学生がいると、そこかしこで紳しん士し淑しゆく女じよが囁ささやき合う。

　そんなもの、レインは一いつ切さい気にならなかった。

　スーッと、レインの首筋を、背中を、心地ここちよい痺しびれが駆かけ抜ぬける。両肩を包む僅かな疲ひ労ろう感かんと、それ以上の解放感。

　フェルが呆れた笑みを浮うかべながらため息を零こぼす。

　一方、レインの全身全ぜん霊れいの想おもいを叩き付けられたカルナは、その顔に今にも沸ふつ騰とうしそうな闘とう志しを秘めた野や獣じゆうの如ごとき笑みを浮かばせた。

「何を倒たおしてきた。お前たちは？」

「世界最強の魔ま獣じゆうをぶっ倒してきた！」

　ハッキリとカルナの質問に答えたレインに、会場全体から今度こそ失しつ笑しようが漏もれた。世界最強などという幼よう稚ちなフレーズに、それを倒してきたと宣のたまうレインの姿は、滑こつ稽けいでしかないだろう。

　しかし、その言葉を受け止めたカルナの目には確かな理解の光があった。

「そうか──世界最強の魔獣を、か」

　カルナがその視線をフェルへと流しながら呟つぶやく。

　次の瞬間、カルナの身体からうちに秘めていた闘志の炎ほのおが燃え上がった。

「お前がそうだったのか。坊主、いや──レイン」

「うっ!?」

　叩き付けられた闘気に、レインが反射的に腕うでを持ち上げて顔を覆おおう。並々ならない闘争心が、烈れつ風ぷうの如きプレッシャーとなってレインの肌をひりつかせる。

　どっと汗あせを噴ふき出させるレインに、カルナの口元が緩ゆるやかな弧こを描えがく。

　溢れ出していた闘志は明確な意思となり、言葉となってレインへと叩き付けられた。

「なぁ、レイン。試ためしてみたくないか？　お前のスライムと俺のスライム。どっちが強つえぇか」

　それは、レインが言いたくて、そして言い出せなかった言葉だった。

　乾かわいた口の中。微かに残った唾つばを飲み込みながら、レインがカルナの肩かたに乗るロググを見る。その見た目は間ま違ちがいなくスライムだ。強き靭よう巨じん軀きよくとはかけ離はなれた、脆ぜい弱じやく矮わい小しようなゼリー体の身体。

　なのに、その双眸に宿る絶対的な自信は、レインが今まで闘たたかってきたどんな魔獣よりも上だった。

　ちらりと、レインがペムペムに目を向ける。その目を見み詰つめ返したペムペムは、小さく身体を縦に揺ゆすった。

　レインの視線が、再びカルナに滑る。

「いい、のか？　本当に、いいのか？」

「なんで確かめんだよ？　こっちからお願いしてるんだぞ。まぁ世界最強の魔獣には劣おとるけど、俺たちだってとんでもなく強ぇ神やドラゴンをぶっ倒してきたんだ。遠えん慮りよはいらねぇ。思う存分ヤろうぜ」

　カルナが掌てのひらに拳こぶしを叩き付けて、微かに腰こしを落とす。好戦的な笑みを浮かべて取られた構えは堂に入っており、その肩で僅わずかに身体を撓たわませるロググと合わせた姿には、全く隙すきがなかった。

　レインが俄に戦せん慄りつする。本来、魔獣錬磨師モンスタートレーナーはここまで自分自身の隙をなくすことを考えない。モンスターの攻こう撃げきに対して、魔獣錬磨師モンスタートレーナーの力では抗あらがいようがないからだ。それを逆手に取ったのが、ジナの得意とする対魔獣錬磨師モンスタートレーナーに特化した格かく闘とう術なのだが、カルナのそれは質が違ちがっていた。

　向かい合うだけで嫌いやでも分かる本質的に違う〝何か〟。

　その〝何か〟は、レインの中で燃えたぎる闘志の、最後の追い風となった。

「ああ。やろうぜ！」

　この場がパーティー会場であることすら忘れ、レインが僅かに汗の滲にじんだ拳を握る。

　後先など一切考えず、レインがそのスライムの紋章に燐りん光こうを纏まとわせる。それはカルナも一いつ緒しよだ。カルナの掌に刻まれたスライムの紋章が、目にも鮮あざやかな群ぐん青じよう色いろに輝かがやき出す。

　その輝きにカルナの存在に気付いた来賓から、次々に驚きの声が上がった。

「おい、あいつ。カルナ・マルナークスじゃないのか」

「何!?　西の大陸のクラブ帝てい国こくのオリンピアで無敗伝説を作った、あのカルナか!?」

「俺は、下級紋章廃はい絶ぜつ派の非人道神聖教団を壊かい滅めつさせたって聞いたぞ！」

「ほ、本物か。あの風ふう来らい坊ぼうが、まさか本当に参加してくるとは……」

　来賓たちが、次々にカルナの武勇伝を語り出す。どれもコレも、表おもて沙ざ汰たには当事者の名前が出てこなかった事件ばかりだ。流石さすが、上流階級には情報通が多いらしい。

「やっぱり、あんたすげぇんだな」

「どれも単なる噂うわさだよ。信じるな」

　小さく肩を揺らしながら、カルナが自分に向けられた噂の数々を笑い飛ばす。だが、その笑みが逆に噂に信しん憑ぴよう性せいを持たせた。

　レインが、爆発的な闘志をさらに練り上げる。同じスライムトレーナー同士なら、ペムペムの【昇しよう華か】は望めない。出てくるのは、単純に力量の差だ。

　ジリッと、レインとカルナ、二人の靴くつ底ぞこが絨じゆう毯たんを滑すべる。

　そして互たがいに高め合った闘争心が口から迸ほとばしろうとした、まさにその時。

「いい加減にしろ。貴様！」

　カルナとレイン。二人が作り出した闘志の炎を搔き消す、裂れつ帛ぱくの声が会場の中に木こ霊だました。

「エルニア？」

　耳を打ったその声に、レインが握っていた拳を解く。鼓こ膜まくに残るその声は、明らかにエルニアのものだ。それも、強い怒いかりを孕はらんだ。

　純じゆん粋すいな闘志に、迷いという名の不純物が混じる。少し前までのレインならそんなもの関係ないと再び闘志でその心を埋うめ尽つくしていたかもしれないが、その声だけは受け流すことが出来なかった。

　そして、その迷いに、同じく闘志を燃え上がらせていたカルナが気が付かないはずがなかった。

　カルナが、ゆっくりと構えを解き、肩を竦すくめる。

「お前の連れか？」

「だと、思う」

　レインが僅かに顎あごを引く。思う、と言うものの、それはもはや確信だった。エルニアの声を聞き間違えるはずがない。そんな不思議な確信がレインにはあった。

　レインが表情を曇くもらせながら逡しゆん巡じゆんする。カルナとの勝負。おそらく、今レインが望むものの中でこれ以上のものはない。だが、耳に残る声を無視することもレインには出来なかった。

　そんなレインに、カルナはふっとその表情を和やわらげた。

「行ってやれよ。喧けん嘩かならいつでも付き合ってやるからよ」

「い、いいのか？」

「どうせやるなら、邪じや魔まの入らないところでとことん、だ、心配事があったら、楽しめねぇだろ」

「ぎゅぴ！」

　カルナの言葉を後押しするように、ロググが声の聞こえた方を見ながら身体からだを揺らす。固かた唾ずを吞のんで戦いを見守っていた来賓たちが肩すかしを食らったようにブーイングを飛ばすが、そんなもの一切合切どこ吹く風だ。

　レインはぎゅっと口元を引き結ぶと、カルナに向けて思いっきり頭を下げた。

「ありがと！　あと、絶対に勝負してくれよ。約束だぞ！」

「ぴぎぎ！」

　お礼と約束を取り付けたレインは踵きびすを返し、急いで声の聞こえた方へと駆け抜けた。




　　　　＊




　レインの背を見送るフェルは、胸に抱だくパラパの頭をそっと撫なでながら感心したように、その双そう眸ぼうを傍かたわらのカルナへと傾かたむけた。

「おんし。随ずい分ぶんと大人になったのぉ。勝負を我が慢まんするなんぞ……なにか悪いものでも食ったのではないのか？」

「にんじんも食べられないお子ちゃまが何言ってんだよ。俺は大人だぞ」

「前言撤てつ回かいじゃ。貴様の頭の中は永遠の五歳児じゃ！」

「ん？　好きな子を苛いじめたくなるっていうアレか。残念ながら、俺にロリコンの趣しゆ味みはないぞ」

「こぉんのぉ～～。減らず口を！」

　喉のどの奥から声を絞しぼり出しながらフェルがカルナを睨にらみ付ける。大人顔負けの知識を誇ほこるフェルとは言え、本質はまだまだ子供だ。その点で言えばカルナと近いところがあるのだろうが、いかんせん相あい性しようが悪すぎる。

　悔くやしげに顔をしかめたフェルがぎゅっと小さな腕に力を込こめ、その胸に抱かれたパラパが「きゅ～ん」と苦しげな声を漏らす。

「わりぃわりぃ。弄いじりすぎた。謝るから、パラパを離してやれ」

　カルナが反省するように頰ほおを搔かき、フェルに声を掛かける。

　そして、釈しやく然ぜんとしないながらも腕の力を緩めたフェルの頭に、ポンと優やさしい掌が乗せられた。

「なんじゃ、幼女趣味はなかったのではないか？」

「安心しろ。そんな趣味はねぇ─よ」

　わざと周りに聞こえるように言ったフェルに、カルナが「ないない」と苦笑を零す。その全く動どう揺ようしない態度にフェルがますます不満を募つのらせると、それを別の理由と勘かん違ちがいしたのか、カルナが珍めずらしくその表情を引き締しめた。

「まぁ、なんだ。後のことは任せろよ。お前のじいさんには世話になったからな。ちゃんと勝ってやる」

「ふん。お前なんぞもう頼たよりにせん！　私はあやつらに賭かけることにする！」

　ぷいっと顔を背そむけて、フェルがレインの消えていった方へと顔を向ける。と同時に、凄すさまじい怒ど号ごうが人ひと垣がきの奥からフェルの鼓膜を叩たたき付けた。

　一体、向こうでは何が起こっているのか。

　何かと幸さち薄うすそうなレインの顔を思い出したフェルの顔が、不意に小こ悪あく魔まのような笑えみに覆われる。その小さな頭で一いつ瞬しゆんのうちに何かを計画したフェルは「一緒に来い」とカルナの手を引くと、急いでパーティー会場を抜ぬけ出した。




　　　　＊




「ちょっと、ちょっと通してくれ」

「ぴぎ！　ぴぎぎぎ！」

　迷めい惑わくそうな視線をかいくぐり、レインが人垣を搔き分ける。

　最初に見えてきたのは、エルグ王国の紋もん章しようが刻まれた軍服姿の男たちと睨み合う、アリエルとサラの姿だった。

「退どきなさい！」

　嵐あらしの海を思わせる怒号が、パーティ会場を駆かけ巡めぐる。アリエルはすでにパートナーのシャルネラを召しよう喚かんし、サラもまた、その腕うでに《黒こく竜りゆう》の子、ツキヨミを纏わせていた。

　迸る怒気。それを押し止とどめているのは、男たちの先頭に立つ儀ぎ礼れい用の軍服を着込んだ優やさ男おとこだった。

「待ってください、生徒会長さん。相手を見て。国際問題にしたいんですか？」

「私の妹の貞てい操そうが国よりも軽いというのですか？」

「ハルさん。私もアリエル会長に賛成です」

「そこをなんとか。今はまだ穏おん便びんに」

　軍服の男が渋じゆう面めんを作りながら、それでも一歩も引かずにアリエルとサラを説得する。あえてモンスターを連れず両手を挙げて無抵てい抗こうを示す軍服の男に、アリエルとサラが強きよう行こう突とつ破ぱするわけにもいかず歯がみする。

　その光景に、レインは再び人垣に自分の姿を紛まぎれさせた。アリエルとサラの二にの舞まいにならないように身を隠かくし、できる限り素す早ばやく野や次じ馬うまたちの間をすり抜ける。

　その最中、再びエルニアの声がレインの耳を叩いた。

「気安く私に触ふれるなと言っているだろうが！」

「何故なぜ嫌がる？　この俺が、目を掛けてやってるんだぞ」

　エルニアの抗こう議ぎを、威い圧あつ感かんのある声が押おし潰つぶす。

　好こう奇きと熱気が渦うず巻まく人垣の向こう、嫌がるエルニアの手を摑つかむその男の姿を見た途と端たん、カッとレインの中で何かが爆ばく発はつした。

「おい、てめぇ！　何やってんだ！」

「ぴぎぃ！」

　レインが吠ほえ、同時にペムペムが突とつ撃げきの体勢を整える。その声に気がついたエルニアと男が振ふり向くのと同時に、レインは固く握にぎった拳こぶしを突つき出した。

「ペムペム！　【体当たり】」

「ぴぎぃー！」

　ペムペムが青い砲ほう弾だんと化し、人混みの隙すき間まをすり抜ける。だが、渾こん身しんの体当たりは、男の手に当たる直前、突とつ如じよ乱反射した光の壁かべに阻はばまれた。

「ぴぎぎっ？」

「なっ!?　くっそ！」

　何が起こったか分からず悪態を吐ついたレインが、弾はじき返されたペムペムを拾い上げる。だが、ペムペムの特とつ攻こうは無む駄だではなかった。

　エルニアの傍らで何かと牽けん制せいし合うように動きを止めていたキールが、光の乱反射に合わせて動き出す。キールはエルニアの身体を咥くわえると、有う無むを言わさず男の手から主あるじの身体を剝はぎ取った。

　レインの姿を見たエルニアに、安あん堵どと歓かん喜きの笑みが浮うかぶ。

「レイン・エルハルト。いいところに来た！　さすがは私の恋こい人びとだ！」

（本当にタイミングのいい男だな、お前は）

　エルニアを咥えたキールが大きく飛び退のき、駆け寄って来たレインの傍らに着地する。

　レインはエルニアたちを背中に庇かばいながら、どこか照れくさそうにはにかんだ。

「褒ほめてくれてありがとよ。あと、こんな人の多いところで誤解されるようなこと言うな。──んで、エルニアを口説こうなんて命知らずのあいつは一体何なんだ？」

「知らん！　分かっているのはとんでもない不届き者ということだけだ！」

　安堵の笑みを歪ゆがめ、エルニアが激しい怒りを舌に乗せる。耳の奥に残るその言葉にレインは何故か腹の底に熱いものを感じながら、細めた双眸をエルニアの手を摑んでいた男に向けた。

　抱いだいたのは、モンスター界の王者、ドラゴンを彷ほう彿ふつさせる壮そう絶ぜつなプレッシャーだった。顔つきは貴族特有の美び麗れいを内包しているものの、濃のう緑りよく色しよくの双眸に宿る凶きよう暴ぼうな光は、その男が荒あら事ごとになれていることを否いや応おうなしにレインに伝えてくる。

　不可解なものを見るような目でレインを睨んだその男は、肩かたに乗るスライム──ペムペムをその鮫さめのように獰どう猛もうな瞳ひとみに映すや否いなや、口元に明らかな嘲あざけりを浮かべながら黒こつ褐かつ色しよくの髪かみを搔き上げた。

「恋人、だと？　この俺を差し置いて、スライムトレーナーのお前がか？　おいおい、何の冗じよう談だんだ？」

「冗談ではないっ！　この男が、私の恋人。レイン・エルハルトだ」

　男の嘲ちよう笑しように、エルニアが激げき怒どしてレインを押し退ける。その言葉に、会場にいたパーティーの参加者が色めき立った。スライムトレーナーを恋人だと主張するエルニアに、奇き異いの視線が突き刺ささる。

　だが、男が浮かべた視線は別物だった。

「それは──お前を妾めかけにしてやろうという、俺に対する侮ぶ辱じよくか」

「そ、そう言ったつもりだが……」

　男の言葉に、エルニアの顔が強こわばる。吐はき出す声にも、いつもの力強さがない。それほどまでに、男の声には抗あらがいがたい重圧が秘められていた。

　エルニアの自信が、気位が、男の放つ異様な圧力に押しつぶされる。

　だが、そんな重圧を受け続けてきたレインは、自らその威い圧あつに向かって大きく足を踏ふみ出した。

「妾？　お前、何言ってんだ？」

　知らず知らずのうちに声に怒気を込こめながら、レインが男の鋭するどい眼光を睨み返す。

　スライムトレーナーを馬ば鹿かにされるのはまだいい。そんなの、いつものことだ。慣れている。

　けれど、男が放った「妾」という言葉だけは聞き逃のがせなかった。

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを纏まとったレインが、明らかな敵意をその双眸に刻む。

　そんなレインに、男が邪じや魔まくさそうに目を細めた。だが、その眼の奥には怒いかりの火種が燻くすぶっている。微かすかに口元から見える歯は、気を抜けばレインの喉に嚙かみついてくるのではないかという獰猛さを秘めていた。

　なんだこいつは、とレインが心の中で罵ののしる。その返答は、意外なところから返ってきた。

「やぁやぁやぁやぁやぁ。相変わらず王様やってるねぇ～ン。ドラゴントレーナーのゴルドくぅん」

　一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちようの糸を吹ふき飛ばす、まったくもって緊張感のない声がレインと男の間に滑すべり込んだ。

「ファルド!?」

　突とつ然ぜん、横から割り込んできたファルドに、レインが目を丸くする。

　一方、ゴルドと呼ばれた男は、ファルドを見た途端、心底気に食わなさそうにその表情を歪めた。

「お前も相変わらずだな。色ぼけ天使。とっくに女に刺されてくたばってるかと思ってたんだけどな」

「女の子に刺されて死ねるなら本望だよ」

「っち。減らず口を！」

　荒あら々あらしく舌を打ち、ゴルドが頰を歪める。

　レインはゴルドを視界に収めながら、慎しん重ちような声でファルドに尋たずねた。

「ファルド。アイツのことを知ってんのか？」

「まぁ～ねぇ～ん。ほら、僕とミストリアって優ゆう秀しゆうだから、春先に他校へ短期留学に行ってただろン。んで、あっちの学校にいたのが、あの王様、ゴルド・Ｌ・ディバード君だ。いや、正確には王子様かなぁン？」

「王子様？」

「彼は本物の王族なのよ、レイン君」

　ファルドに続いてレインとゴルドの間に身を滑らせたミストリアが、ファルドの説明を補足する。その言葉に虚きよを突かれたレインは、喉を唸うならせながら頭の隅すみでどこか納なつ得とくした。

　パーティーに訪おとずれた貴族と同じ高貴な雰囲気を醸かもしながら、ドラゴンに迫せまる圧あつ迫ぱく感かん。彼が生まれながらの王族であるなら、その気質も納得できる。

　ついでに言えば、アリエルが止められるのも納得だ。王族ともめ事。下手をすれば、即そく国家戦争にも発展しかねない。しかも、ゴルドの胸に躍おどるネームカードに刻まれた学園の紋章は、軍事力で各国にその名を轟とどろかせる王国のものだ。レインのような一学生が喧けん嘩かを売っていいような相手ではない。

　だが、予想外の領域に踏み込んだことに後こう悔かいする時間はなかった。

　突如、乱反射する光がエルニアの胴どうを覆おおい、その身体からだを持ち上げたのだ。

「な、なな!?」

「エルニア！」

　もがきながら悲鳴を上げるエルニアに、レインが咄とつ嗟さに手を伸のばす。だが、エルニアの手を摑んだ指先は、持ち上げる力の巨きよ大だいさにあっさりと引き剝がされた。

（また貴様か！）

　レインの脳に、憤ふん怒ぬに彩いろどられた念話が響ひびく。竜眼に怒りの炎ほのおを纏まとわせたキールが、エルニアの身体を持ち上げる光の瞬またたきに向けて、その鋭い爪つめを振り下ろす。だが、灼しやく熱ねつを帯びたその爪は、横手から不意の一いち撃げきを受けて体勢を崩くずしたキールに引っ張られ、虚むなしく空を切り裂さいた。

　乱光がエルニアの身体を抱だきながら、悠ゆう々ゆうとゴルドの傍そばへと移動する。

「良くやった。ゼノ」

　ゴルドが軽く手を上げると、乱光が瞬く間に美しい竜へとその姿を変えた。鏡の如ごとき美しい銀幕の鱗うろこを持つ竜が、エルニアの身体を咥えたまま静かに頷うなずく。その姿に、崩れた身体を立て直すキールは、微かに炎を吐きながら荒々しく口の端はしを吊つり上げた。

（貴様！　淑しゆく女じよを攫さらうとは、それでも誇ほこり高きドラゴンか！）

（主の身も守れない誇りとは、随ずい分ぶんと安いドラゴンの矜きよう持じもあったものですね）

　破は壊かいの権ごん化げとも言われるドラゴンが放ったとは思えない、流りゆう麗れいな念話がレインの脳に響く。

　ゴルドからゼノと呼ばれた《ミラードラゴン》は、王への献けん上じよう物を扱あつかうようにエルニアを優やさしく咥えたまま、挑ちよう戦せん的な視線をキールへと傾かたむけた。

（それとも、ここで雌し雄ゆうを決しますか？　構いませんよ、今すぐでも。丁度いいハンデです）

「おい、ゼノ。俺の嫁よめだ。あんまり傷つけるなよ」

（これは申し訳ございません。ゴルド様）

　窘たしなめられたゼノが、恭うやうやしく頭を下げる。

　ビキッと、レインとキールのこめかみに怒りの筋が走った。

（なるほど。ならばその誇り、とくと見せて貰もらおう）

「俺も付き合うぞ。キール」

「ぴぎぴぎ」

　キールとレイン、そしてペムペムがいよいよその身体を闘気で包み込む。レインはともかく、怒りを露あらわにするキールの姿に会場がどよめいた。こんなところで炎を操あやつるキールがその猛もう威いを振るえば、もはやパーティーどころではない。最悪、この飛空艇ていが墜つい落らくする。

　大きく渦うずを巻き始める闘気に、アリエルたちを止めていた軍服の男が顔を青くし、集まっていた警備兵たちが自らのパートナーに指示を飛ばす。

　だが、事態の収束に動こうとした警備兵は、凶暴な笑えみを顔に張り付かせたまま軽く手を上げるゴルドに押し止められた。

「邪魔するな。いい余興だ」

　放たれた命令に、警備兵たちの顔に迷いが走る。他ほかの貴族や学生ならば問答無用なのだろうが、ゴルドは紛まぎれもない王族だ。下手に逆らえば、その権力の斧おのが自分へと振ふり下ろされかねない。

　だが、それはむしろ好都合だった。レインが、モンスターとトレーナーの魂たましいを繫つなげ、モンスターには力を、トレーナーにはモンスターの能力を還かん元げんする技法、【契けい約やくの絆きずな】の兆候となる燐りん光こうを、スライムの紋もん章しように纏わせる。

　スライムトレーナーであることを見守る者に忘れさせるほどの覇は気きを纏うレインに、ファルドのどこか可笑おかしげな声が飛ぶ。

「レイン。一応言っとくけど。──ゴルドくぅんは、僕並みに強いよ」

　かつて、たった五秒でレインを倒たおしてのけた、遥はるか高みに立つファルドの忠告。

　それは、レインの闘とう志しに新たな薪まきを焼くべただけだった。

　爆ばく発はつは、もうすぐそこだ、

「一つだけ教えろ。なんでエルニアを妾にしようだなんて思った？　言っとくけど、そいつは誰だれかに尽くすなんて柄がらじゃないぞ」

「なっ。こら、どういうことだ。レイン・エルハルト！　私が、どれだけ貴様に尽くしていると思ってる！」

　レインの質問に、真っ先にエルニアが反論する。

　そして、その次にレインが聞いたのは──

「別に、こいつだからと言うわけではないぞ。あっちにいる黒くろ髪かみの女も後で頂くつもりだ」

　アリエルと共にこちらを見守るサラを見ながら発せられた、ゴルドのどうでも良さげな声だった。

　絶句するレインに、ゴルドが不敵に口元を歪ゆがませながら不ふ遜そんな態度で両りよう腕うでを広げ、会場全体を睥へい睨げいする。

「全すべてのドラゴントレーナーの女は俺の嫁だ。こいつも、その一人に過ぎん」

　その言葉に、一いつ切さいの気後れはなかった。啞あ然ぜんとする会場に来た全ての者を見み渡わたしながら、ゴルドは大きく口を開いた。

「今日、ここにいる者は聞いていけっ！　俺はいずれ、この世の全てのドラゴンと契約を結び、最強の国を作る。世界のドラゴントレーナーの女には、俺の子を産んで貰う。例外は許さ──」

　熱を持った語ご尾びは、唐とう突とつに横に折れたゴルドの首に引き摺ずられた。

　平手を振り抜ぬいたエルニアの双そう眸ぼうは、並々ならない赫かく怒どに燃えていた。

「いい加減にしろ、貴様。私は……私たちは貴様の道具ではないぞ！」

　エルニアが、震ふるえる喉のどから怒りに濡ぬれた声を絞しぼり出す。その身体が、重力に逆らって高々と持ち上げられた。

（卑いやしい雌めすが！　王子になんてことを！）

　銀色の竜りゆう眼がんに憤怒を刻むゼノが、エルニアの身体を床ゆかに叩たたきつけんとその首を撓しならせる。その光景を目まの当たりにしたレインたちが、一いつ斉せいにエルニアを救おうと動き出す。

「やめろ。ゼノ」

　その一声は、動き出した全ての者の動きを止めた。我を忘れるほどの憤怒で瞳ひとみを染めるゼノですら、その声に戦おののき、振り下ろした首をピタリと止めている。

　床への直ちよく撃げきを覚かく悟ごしたエルニアの気き丈じような頰ほおを、ゴルドはゆっくりと撫なで上げた。

「いい度胸をしているな、女。確か、エルニアと言ったな。気に入ったぞ。妾めかけとはいわん。俺の正妻にしてやろう」

「何をバカなこ──」

　羞しゆう恥ちと怒りに歪む唇くちびるを、ゴルドが頰を撫でる親指で無理矢理押さえつける。そのまま、ゴルドは自分を親の敵かたきのように睨にらむエルニアに向けて、そっと顔を近づけた。

　──ブチン──

　レインの中の何かが切れた。

「ペムペム。【体当たり】だっ！　ぶっ飛ばせぇっ！」

「ぴぎぃーっ！」

　微かすかな焦あせりと、王家という肩かた書がきを吹ふき飛ばす怒いかり。主あるじの魂の叫さけびを受けたペムペムが、その身体を青い砲ほう弾だんに変える。

「邪じや魔まをさせるな、ゼノ。【ミラーウォール】」

（心得ました）

　エルニアの身体をゴルドに預けたゼノが、ペムペムの前に立ちはだかる。美しき銀幕の竜がその翼つばさを羽ばたかせると、剝はがれ落ちた鱗が折り重なり、無数にペムペムを映す鏡の壁かべとなってペムペムの体当たりを受け止めた。身体をひしゃげさせたペムペムが持てる衝しよう撃げきの全てを叩き込むが、銀幕の壁はびくともしない。

「ペムペム、一いつ旦たん退さがれ。【崩ほう身しん】だ！」

「ぴぎぃっ！」

　ただの体当たりでは突とつ破ぱできないと悟さとったレインが、目の前に生まれた壁を吹き飛ばすためにペムペムを呼び戻もどす。

　しかし、ペムペムが反動を利用して飛び退のいた刹せつ那な、

「刻め。【ダイヤモンドダスト】」

　銀幕の壁が再び美しい鏡きよう鱗りんに変わり、今度は無数の刃やいばとなってペムペムへと襲おそいかかった。

「【分ぶん裂れつ】しろ！　ペムペム！」

「ぴ、ぴぎ。「「ぴぎぎ────ぴぎぃぃいいいいっ！」」

　ペムペムの悲鳴がパーティー会場に響き渡わたる。鋭するどい刃は、ペムペムにとって最悪の相あい性しようだ。生み出す端はしから分裂体は切り刻まれ、有り余る鏡鱗がペムペム本体の柔やわ肌はだに食い込む。

　瞬しゆん間かん、レインの肌はだが裂さけ、スーツの至る所に血花が咲さいた。【契約の絆】により、ペムペムが負ったダメージがレインにも還元されたのだ。

　だが、肌を切り裂く鏡の欠片かけらは、レインとペムペムの執しゆう念ねんだけは刻めなかった。

「まだだ。ペムペム。【崩身】」

　全身を刻む鏡鱗に翻ほん弄ろうされながらも闘志を失わないペムペムに、レインが身体中の血流を燃えたぎらせながら叫ぶ。次にペムペムが着地した瞬間が、本当の勝負──

（身の程ほどを弁わきまえるのですね）

　憐れん憫びんさを漂ただよわせる念話がレインの脳を打ち据すえ、吹き飛ぶペムペムの傍かたわらで乱光が瞬またたく。ペムペムが危険を察知して身を捻ひねるも間に合わず、乱反射する光の中から振り下ろされた竜りゆう腕わんが脆ぜい弱じやくなスライムをたたき落とした。

「しまっ！」

　ゼノの腕うでと床に挟はさまれたペムペムに、レインが頰を歪ませる。弾だん力りよくのあるスライムに圧殺は効果が無いが、ああも動きを封ふうじられては切り札の【崩身】が使えない。

「ぴぃぎゅぅぅうういいいいいい！」

　なんとか束そく縛ばくから逃のがれようと、ペムペムが喉を唸うならせながら身を捩ねじる。

　弱者の悪あがきを、王者が待つことはなかった。

（蒸発しなさい）

　冷たい念話を放つゼノが、その顎あごを大きく開く。その周囲で乱反射する光が口こう腔こうに集束し、目を焼くような閃せん光こうを放つ。

　スライム目がけて蓄たくわえられた、白銀に輝かがやくドラゴンの息吹いぶき。それ押し止とどめたのは、濃のう縮しゆくした蜜みつのような甘く艶なまめかしい声だった。

「お止めなさい。ゼノ」

（レーニェ様!?）

　白銀の息吹が、微かに畏おそれを孕はらんだ戸と惑まどいの念話と共に霧む散さんする。その銀色の竜眼には、口元のホクロがなんとも色気を放つ、一人の少女が映っていた。

　扇せん情じよう的に波打つ長い黒こつ褐かつ色しよくの髪かみと、どこか怪あやしげな危あやうさを窺うかがわせる濃のう緑りよく色しよくの瞳。ゴルドと同じ王族のオーラを纏まとい、紅べに色の細い眼鏡を掛かけるレーニェと呼ばれた少女が、その細い顎先を泰たい然ぜんと腕を組むゴルドへと傾かたむける。

「さすがに。この状じよう況きようはお兄様でも危ういですよ」

「この世で最もいらぬ心配だな」

　レーニェの言葉に、ゴルドが酷こく薄はくとした笑みを浮うかべながら鼻を鳴らす。だが、不遜な態度を崩くずさない主とは対照的に、ゼノの顔には強い緊きん張ちようが走っていた。

　聖せい剣けんを引き抜いた美しき《天騎き士し》エルデミオールが、鎖くさりの巻き付いた腕を構える束縛と解放の《悪あく魔ま》ジャンブルウが、灼しやく熱ねつの業火を口腔に蓄えたキールが、ゼノが生み出していた白銀の息吹に匹ひつ敵てきするエネルギーの奔ほん流りゆうをゴルドへと向けていた。

　エルデミオールと同格の力を自負するゼノだが、この状況はさすがに分が悪い。眉まゆ一つ動かさないゴルドの双眸は「構うな」と告げているが、ここで無茶をするほど、ゼノは狂きよう気き的ではなかった。

　なにより、傍らで艶えん美びな微ほほ笑えみを浮かべるレーニェがゼノの対たい抗こう心を根ね刮こそぎ摘つみ取ってしまっていた。

「ゼノ。その子を放してあげましょうね」

　それはまるで、聞き分けのない子を𠮟しかるような口調だった。特に怒ど気きを含ふくむわけでも、強く言いくるめるわけでもない。それにもかかわらず誰もがその言葉に逆らえないと感じてしまうのは、彼女がゴルドと同じ王族だからだろうか。

　一瞬躊躇ためらったゼノが、さらに微笑みを濃こくしたレーニェに慌あわててその竜腕を持ち上げる。

　レーニェは塵じん埃あいに汚よごれたペムペムを優やさしく持ち上げると、その場に居合わせた全員の目を奪うばいながら、滑すべるようにレインへと歩み寄った。

「はい。どうぞ」

「あ、ああ。ありがとう」

　戦いの熱を削そがれたレインが、戸惑いながらペムペムに手を伸のばす。だが、レインはペムペムを受け取れなかった。

　伸ばしたレインの手からさっとペムペムを引いたレーニェが、赤いルージュの引かれた唇で蠱こ惑わく的な弧こを描えがく。
















「あなた、なかなか雄お々おしいのね。お兄様を前にしてその胆たん力りよく。──どうしたら、その心を折ることができるのかしら」

　ゴルドとはまた異なる支配者のオーラを纏まとうレーニェに、レインが今まで味わったことのない危機を感じ、足を引く。

　妖よう艶えんな笑みが、さらにその密度を濃くした。──パチン──と、ペムペムを片手に持ち直したレーニェが、悪魔の紋もん章しようが刻まれた指を鳴らす。

　レインが瞬まばたきをした次の瞬間、レーニェの傍らには長身美び麗れいなメイドが佇たたずんでいた。

「【誘惑チャーム】」

「お気の毒に」

　澄すました表情のメイドの双眸が妖あやしい光を放つ。その光を見た途と端たん、レインの身体からだを甘い痺しびれが駆かけ抜けた。情じよう欲よくが激しい熱となり、レーニェに傅かしずきたいという渇かつ望ぼうがレインの身体を駆け巡めぐる。

「なん……だ、こりゃ……？」

　欲よく望ぼうの瀬せ戸と際ぎわで理性を保ったレインが、額や頰に汗あせを滲にじませながら声を絞り出す。

　そんなレインに、レーニェは「まぁ！」と、さも嬉うれしげに微笑んだ。

「あら、ミフェリアの【誘惑】に抗あらがうなんて、なんて逸いつ材ざいなのかしら」

「【誘惑】？　そいつ……サキュバスなのか？」

「いーえ。もっと上よ。この子は【吸きゆう血けつ鬼き】。あぁ、嬉しいわ。あなたのその顔、本当にぞくぞくする」

　やれやれと肩かたを竦すくめるミフェリアを無視して、レーニェがサキュバスも裸足はだしで逃にげ出しそうな恍こう惚こつとした表情を浮かべ、スッと白はく皙せきの指先をレインの頰へ這はわせる。ただそれだけで、レインは意識が遠のきそうになった。

「ふふ、必死に抵てい抗こうしちゃって。可愛かわいいわね。もう一つ強くしたらどうなっちゃうのかしら」

「おい、貴様！　レイン・エルハルトから離はなれろ！」

　どこか猟りよう奇き的な笑みを浮かべるレーニェに、エルニアが目の端を吊つり上げながら叫ぶ。だが、ファルドたちと一いつ緒しよにゴルドを牽けん制せいするエルニアは、その場から動くことができなかった。

「ふっふふふふ。妬やいちゃう子がいるのも燃えるわねぇ。いいわ、存分に見せつけてやりましょう」

　つつーっと、レーニェの指先がレインの頰から顎へ、首へ、鎖さ骨こつへと滑すべり、第一ボタンを静かに外す。

　そして、さらにレーニェがその指先を進めようとした、その瞬間。

「婿むこ様から離れ、ろっ！」

　銀の疾しつ風ぷうが駆け抜ぬけ、撓る脚あしが跳はね上がった。突とつ進しんの推進力と、撓りを持たせることで生まれた遠心力、さらにルルの体当たりを受けて加速したジナの爪つま先さきが、レーニェの指先へと空を裂さく。だが、その鋭い爪先は、レーニェの指を弾はじく直前、掲かかげられた肘ひじに阻はばまれた。

「主のわがまま、痛み入ります」

　いとも容易たやすくジナの蹴けりを受け止めたミフェリアが、そのまま腕を振ふるってジナの身体を押し返す。その反動を利用して、ジナは不思議とあっさり飛び退いた。

「レイン君を放して！」

「コレはさすがにいただけないね」

　ジナと一緒に駆けつけたアリカとガゼットの叫びに、レオンとピックが応こたえる。ジナの両りよう脇わきを、冷気と電気が駆け抜ける。

　それはまたしても、レーニェの侍じ女じよ悪あく魔ま、ミフェリアによって止められた。吸血鬼のワインレッドの双そう眸ぼうが輝き、放たれた念導力が冷気と電気を天てん井じようへとねじ曲げる。

　奇き襲しゆうを制されたことに、ガゼットがゆっくり眼鏡のブリッジを押し上げる。余よ裕ゆうのあるように見せつつ次の手を練ろうとしたのだが、唇くちびるを嚙かんで一歩踏ふみ出したアリカが、ガゼットの思考を妨さまたげた。

「アリ──」

「レイン君を、放してください！」

　普ふ段だんのアリカからは到とう底てい考えられない大声に目を丸くしたガゼットが、その幼おさな馴な染じみが用意し始めた氷の球体を見てギョッとする。レオンが冷気を吐はき出し続けるその氷の球には、チャポンと少量の液体が生まれていた。

「ちょっとアリカ。それはマズいって！」

　ガゼットの顔が青ざめる。レオンが作り出したのは、常温だと体積を数百倍に膨ふくらませる液体窒ちつ素その氷球だ。こんな密閉したところで使えば、あっと言う間に全員が窒息する。

　だが、レーニェに激しい怒気をぶつけているのはアリカだけではなかった。

「エロっち。婿様を、放せっ！」

　アリカと同様、その相そう貌ぼうに激しい怒いかりを刻んだジナが低い体勢で構える。辺りには既すでに、【分散】された小さなルルが散らばっていた。速さで翻弄し、ミフェリアを搔かい潜くぐる気なのだ。

　戦せん慄りつがパーティー会場を包み込む。ゴルドによって止められていた警備兵、並びに各国の近この衛え兵たちがいつでも飛び出せるように身構える。

　しかし、その緊張は長くは続かなかった。

「ふふ。モテモテね、あなた」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを優ゆう雅がな微笑みに変え、体重を感じさせない動きでレーニェがその身を引く。直後、不可視の束縛が解かれたレインは、襲おそいかかる強きよう烈れつな疲ひ労ろうに尻しり餅もちをついた。

　困こん惑わくするレインの膝ひざにペムペムを下ろしたレーニェは、立てた人差し指をくるくると回して集まる視線を弄もてあそびながら、楽しげにその唇を動かした。

「ねぇ、明日行われる催もよおしの優勝者チームが、それぞれなんでも一つ夢を叶かなえてもらえるのって知っているわよね。あまり興味もなかったから、適当に紅茶に合うお菓か子しでもお願いしようと思ってたのだけど。今、決めたわ。私は、新しいペットを貰もらいましょう」

　くるくると回転する指を止めて、レーニェがパンと手を叩たたく。そのペットが可愛い愛あい玩がんモンスターだと思うほど、レインの頭はボケてはいない。

　レインが背筋を強こわばらせ、エルニア、アリカ、ジナの双眸に怒りの炎ほのおが燃え上がる。

　だがその炎が言葉に姿を変えるよりも、後ろ手を組んだレーニェの艶あでやかな唇が言葉を紡つむぐ方が早かった。

「それで、お兄様はそちらのお嬢じようさんをご所望されればいいのですよ。よかったですね、これで二人はずっと一緒にいられますよ」

「まぁ、これだけ気位が高い女だ。じっくりと俺の強さを教えてやるのも一興だな」

「ふふ。私も、今は我が慢まんです。熟せば熟すだけ、美味おいしく甘くなりますから」

　目眩めまいがするほど甘い吐と息いきを吐くレーニェと共に、ゴルドが身を翻ひるがえす。その瞬間、レインの目の前にいたはずのミフェリアが、忽こつ然ぜんとその姿をかき消した。ゼノの姿もいつのまにか消えており、残された銀幕の鱗うろこだけが、そのドラゴンが幻まぼろしでないことを物語っていた。

　自然と割れる人ひと垣がきを、二人が悠ゆう然ぜんとした足取りで通り抜ける。

　その背に、レインの激しい声が突つき刺ささった。

「待てよ。老ふけ面づらっ！」

　会場を駆け抜けた渾こん身しんの罵ば倒とうに、ゴルドを見送っていた人々が「正気かお前？」と言わんばかりにレインの方を振り返りその目を見開く。

　その後を追うように、ぴくりと肩を跳ね上げたゴルドがこめかみに怒りの筋を浮かべながら振り返った。

「今なんて言いやがった？」

　言葉の端はし々ばしに怒気を込こめながら、怒りに表情を強ばらせるゴルドが振り返る。

　その顔に、レインは再び言葉を叩き付けた。

「老け面っつったんだよ。文句あっか。学生とか噓うそだろ！　何歳だよ、お前！」

「……十八だが」

「噓うそ吐つけ！　もう三十歳とか超こえてんだろっ！」

　レインが口走った年ねん齢れいに、そこかしこから忍しのび笑いが漏もれる。確かに、ゴルドは学生というにはフケ気味だった。王族特有の泰然としたオーラが上乗せされて、確かにレインの言うとおり三十歳と言われても不思議ではない。

　ピクッピクッとゴルドがそのこめかみを震ふるわせる。どうやら、ゴルド自身も自分の容姿には少なからず思うところがあったらしい。

　意外なところに弱点を見つけたレインが、チラリと心配そうにこちらを見るエルニアの顔に視線を飛ばす。

　その頰ほおにゴルドが手を添そえ顔を近づけた瞬しゆん間かんのことを思い出したレインは、ここぞとばかりに溜たまりに溜まったフラストレーションを叩き付けた。

「俺が大会で優勝したら。もう二度とエルニアの前にその老け面を見せるんじゃねぇぞ！わかったな！」

　この神やドラゴンが犇ひしめく群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの中で、いったいどこからその自信が湧わき上がってくるのだろうか。

　そんな疑問を挟はさむ余地もなく言い切ったレインに、限界までこめかみを引き攣つらせたゴルドが白い歯を剝むき、レインに向けて踵きびすを返す。

　だが、柔やわらかな指先が、ゴルドの進しん撃げきを押し止めた。

「お兄様。帰ろうとしたところでまた戻もどるのは、王者の振る舞まいではありませんよ」

「ッチ。分かってる！」

　レーニェの手を荒あら々あらしく振り払はらい、足を止めたゴルドが鼻息荒あらく舌を打つ。

　なんとか動き出しそうになる足を押し止とどめたゴルドは、代わりに残ざん虐ぎやくな笑えみをレインへと叩き付けた。

「お前が妹のペットになれば、俺のペットも同然だ。その女共々可愛がってやる。楽しみにしておけ」

「しっかり嚙み付けるように、歯でも磨みがいとけば良いのか？」

「その減らず口、いつまで叩けるか見物だな」

　全身を駆け回る怒りをその一言と共に吐はき出し、ゴルドが再び身を翻す。

　その背を見送るレインの拳こぶしは、かつて無いほどに滾たぎる優勝への意気込みに震えていた。




　王者の去った社交場に残されたレイン。

　多くの来らい賓ひんや学生たちが侮ぶ蔑べつと嘲ちよう弄ろうを傾かたむける中に、その視線は紛まぎれていた。

　極東の島から来た風変わりな者たちが、同族同種のモンスターとは明らかに身体からだの造りのちがうモンスターを連れる者たちが、刻ときが来るのをひたすら忍びながら待つ者たちが、騒そう動どうの渦か中ちゆうにいたレインとその膝で主あるじを慰なぐさめるペムペムを推おし量る。

　だが、彼らはそのまま静かに牙きばを隠かくした。

　それぞれの胸に、王者に戦いを挑いどんだ愚ぐ者しやの姿をしまいながら。







　　　第三章




　用意された部屋は二人部屋だった。皺しわのない完かん璧ぺきなメイキングが施ほどこされたベッドに、コーヒーや紅茶が楽しめるように置かれたポット。調度品は控ひかえめだが品がよく、作り手の気き遣づかいがうかがえる。ティーカップとコーヒーカップをわざわざ別々に用意している辺り、一番ランクの低い部屋とは言え流石さすがは今話題の飛空艇ていだ。

　だが、そんな優雅な空の旅を楽しむ余裕はレインになかった。

　着慣れないスーツを椅い子すに投げ捨てたレインは、ペムペムをベッドに下ろしながら自分もどかりと疲つかれた身体を横たえた。

「くっそ。なんなんだよ、アイツ。どんだけわがままなんだ？」

「正しよう真しん正しよう銘めいの王子様だから仕方ないんじゃない？」

　こちらは丁てい寧ねいにスーツをクローゼットにしまうガゼットが、小さく顎あごを引いて同意する。その横顔には呆あきれと軽けい蔑べつが漂ただよっていた。基本的に誰だれにでもそつなく付き合えるガゼットだが、ゴルドの態度はさすがに気に入らなかったらしい。

　レインは、胸の上にペムペムを抱だくと、部屋を照らす照明を眺ながめながらどこか皮肉気に眉まゆを吊つり上げた。

「あの強引さはエルニアに似てるよな。意外と相あい性しよういいんじゃないのか、あいつらは」

「あれ？　珍めずらしいね、レイン」

「なにがだよ？」

「負け惜おしみなんて、君らしくないよ」

　自分とレイン、そしてピック用の小さなカップに紅茶を注つぐガゼットが、その琥こ珀はく色いろの波は紋もんに視線を落としたまま言葉を紡ぐ。その言葉の細い針は適確にレインの左胸を抉えぐり、チリッとした痛みを身体の奥に刻み込んだ。

「負け惜しみじゃ、ねぇよ」

　負け惜しみ以外の何ものでもない言葉を吐き出しながら、レインがゴロリと寝ね返がえりをうつ。胸の中のペムペムは、ふて腐くされて口を窄つぼめる主のことを心配そうに見上げていた。

「紅茶、置いとくよ」

「ああ」

　耳に入った声を右から左へ流しながら、レインが本当に聞いていたのか怪あやしい返事を返す。円月状に切り抜ぬかれた窓、その外に流れる闇やみを、ただただレインは睨にらんでいた。カルナに出会えた果てしない喜びを塗ぬり潰つぶしそうなその闇には、ゴルドの影かげがちらついていた。敗北の度たびに見上げていた青空。あのどこまでも遠い空を目指す力が、まるでなりを潜ひそめている。

　負けを受け入れる事を、レインの心が拒きよ絶ぜつしていた。端はなっから【崩ほう身しん】を発動していればと、らしくない言い訳がレインの頭を過よぎる。

　何でこんなにも言い訳が頭を過ぎるのか。そんなこと決まってる。

　エルニアの前でかっこ悪い姿を見せたこと、それこそ、レインが負けを認められない一番の理由だった。

　ギリッとレインが奥歯を鳴らす。とてもじゃないが、すぐにいつもの調子には戻れない。

「重じゆう症しようだね、これは」

　レインを見つめるガゼットが小さく呟つぶやきながら首を振ふり、手に取ったティーカップに満ちる紅茶を静かに啜すする。慰めの言葉を紅茶と一いつ緒しよに吞のみ込む主を、両手で抱かかえたティーカップにふぅふぅと息を吹ふきかけるピックが盗ぬすみ見る。

　部屋の中に満ちる重い空気。それを搔かき乱さんばかりに、青色の砲ほう弾だんががむしゃらに壁かべという壁を打ち据すえた。

「ぴぎぃぃい！　ぴぎぃいいいいい！　ぴぎぃいいいいいぃ！」

「ペ、ペムペム？」

　縦じゆう横おう無む尽じんに部屋の中を飛び回るペムペムに、レインがベッドに沈しずめていた身体を持ち上げ──後頭部に迫せまる気配に慌あわてて身を伏ふせる。レインの髪かみを数本揺ゆらして頭を掠かすめたペムペムは、最後に渾身の体当たりを部屋の奥に置かれた姿すがた見みに叩たたき付けると、見事な放物線を描えがきながら頭を抱えて身を伏せるレインの目の前に戻ってきた。

「ぴぎっ！」

　顎をベッドに沈めるレインに向けて、ペムペムが鋭するどい声を吐き出す。その声を置き去りに、再び飛び出したペムペムの体当たりがレインの額を直ちよく撃げきした。ガクンと、首の可動域限界まで後ろに吹き飛ばされたレインが、そのままベッドへと仰あお向むけに倒たおれる。

　明めい滅めつする視界の中、パンフレットを咥くわえたペムペムが、それをズイッとレインの目の前に押し出す。

「ふぃぎ！」

　双そう眸ぼうに熱を滾らせるペムペムに、ガゼットはピックと一緒に笑いながら呟いた。

「リベンジだ、ってところかな？」

「いんや──ちがう」

　声に、目に、力を、覇は気きを取り戻し、レインがベッドから跳はね起きる。そして、ペムペムが零こぼしたパンフレットを空中で握にぎり潰しながら、湧き上がる闘とう争そう心を爆ばく発はつさせた。

「次は勝つから安心しろ。さっさと起きろバカ主！　──だってよ」

「『ふぃぎ！』の一言にそこまで意味が込こめられているだなんて思わなかったよ」

「理り屈くつ屋のマスターには理解できん、単たん細さい胞ぼう同士に伝わる暗号だな」

　十分に冷めた紅茶にミルクを一ひと滴しずく──妖よう精せい用のカップには大きすぎる量──を入れたピックが、溢あふれんばかりのミルクティーをちびちびと啜りながら肩かたを竦すくめる。

「でもまぁ、今日の所は休みなよ。君たちのトレーニングで飛空艇がどうこうなるとは思わないけど、明日の大会は万全の態勢で臨まないとね」

「ああ、そうだな。とりあえずは予選を突とつ破ぱだ」

　勢いで握り潰したパンフレットの皺を伸のばし、レインが大会の要よう項こうに目を落とす。実は数日前から各国へ向けて大々的に告知されているこの大会は、予選から本戦を三日間で行われる日程になっていた。まずは明日の朝到とう着ちやくする島を横断するレースで上位七チームを選せん抜ばつし、特別ゲストチームを加えた八チームのトーナメントが開かい催さいされる。本戦一日目で一回戦、中休みを入れた二日目で残りの準決勝と決勝を執とり行い、優勝チームには国に対し自分の望みを進言できる。

　進言できる希望は、学園長先生が事前に説明したように、各国の王国近この衛え兵志願から、今回参加の国々に対する永久パスポート、実家の、レインならば自分のモンスター農場の資金援えん助じよまでと選より取り見取りだ。注意書きで犯罪を匂におわせるようなあまりにも非合法なものは除くとあるが、金で解決できるものならばほとんど全すべてが叶かなうと言っていい。

「この非合法に、気に入った相手を無理矢理連れて帰るっていうのは含ふくまれないのかよ」

　レインが苦いものを含んだ声を漏もらす。そんなレインに、ガゼットはほどよく冷めた紅茶を差し出しながら、小さく肩を竦めた。

「どうだろうね。こういうのはお国の見み栄えが絡からんでくるから。それに、相手が次期国王候補ともなれば、強いパイプができたってむしろ喜んでるんじゃない？」

「政略結けつ婚こんてやつか？　馬ば鹿かげてるな」

　受け取った紅茶を眺めながら、レインが気に食わなさそうに眉み間けんに深い皺を刻む。他人の恋こい路じに利己的な横やりを入れるなんて、人の心を馬鹿にしてるとしか思えない。

　口をへの字に曲げながら、レインが思い出したようにカップへと口を付ける。澄すんだ琥珀色の液体が舌を包み込み、胸の重みが僅わずかに取れる。

　鼻から抜ける余よ韻いんに少し眉間の皺を落としたレインは、ふとガゼットへと視線を流した。

「ガゼットは、優勝したら何をお願いするんだ？」

「僕かい？　ん～、そうだね。今は特に欲ほしいものもないし……ピックのために、世界の蜂はち蜜みつ詰つめ合わせでも頼たのんであげようかな」

「マスター。そんなもので私が喜ぶとでも思っているのか」

　突つき放すような言葉とは裏腹に、いつもは澄ましている目を子供のように輝かがやかせたピックがガゼットの頰ほおを抱だき締しめる。その上手な飴あめと鞭むちの使い分けにレインが苦笑いを零していると、投げた質問が今度は自分に返ってきた。

「で、君は何を望むんだい？　レイン」

「ん？　俺か？」

「そ、君だよ。だって、あの王様との約束は、あくまであの王様に突き付けた条件だろ。だから、君だって優勝の賞品はちゃんと望めるんだよ。ペムペム専用のトレーニング場？　それとも、実家の農場の資金援助？　君たちスライムトレーナーには到とう底てい無理な王国の近衛兵志願？　あとはそうだな～、人気の無い紋もん章しようのモテない男の夢、ハーレム作りとか？」

　興味半分、冗じよう談だん半分でガゼットがレインに尋たずねる。その質問に、レインはペムペムと顔を見合わせながら、難しい顔で低く唸うなった。

　トレーニング場は確かに魅み力りよく的だが、正直学校の施し設せつで事は足りている。実家の農場の資金援助なんて望んだら、「ガキが気を遣つかうな」と父親から笑え顔がおと共に鉄てつ拳けんが飛んでくる。近衛兵は確かに格好いいが、堅かた苦くるしいのは趣しゆ味みじゃない。ハーレムは、と考えた瞬しゆん間かん、レインはそれこそ馬鹿げてるとばかりに首を横に振った。人の心を無理矢理手て籠ごめにするなんてもってのほかだ。いくらモテないといっても、最後の一線がどこにあるかぐらい弁わきまえている。

　うぅ～んと、眉間に皺を寄せてレインが唸る。

　──あれ？　もしかして、俺って夢がない？

　純じゆん粋すい馬ば鹿かなレインの顔に影が差した。

　そんなレインの真面目まじめな顔をどう勘かん違ちがいしたのか、ガゼットは指先で眼鏡の縁ふちをトントンと叩きながら呟いた。

「レインてさ、恋れん愛あいについて諦あきらめている分、恋愛には本当に真しん摯しだよね。いや、バカ真面目って言った方がイイかな？」

「わりぃーかよ？」

「ううん。──ただ、もう少しくらい、君も恋愛にわがままになってもいいんじゃない。もしくは、もう少し勇気を出して人の気持ちを受け入れるとか、さ。あんまり考えすぎて意固地になると、それこそ一生独身貴族だよ、君。もしくは──禿はげるか。それこそ、スライムみたいにツルッツルに」

「それだけは絶対に勘かん弁べんだ！」

「ぴぎぃー！」

　レインが真顔で怒ど鳴なり、ペムペムも「そんな主あるじは嫌いやだ」とばかりに全力で抗こう議ぎする。直後、誰だれからともなく、ドッと笑いの波が押し寄せる。

　その時、不意にレインたちの部屋の扉とびらがノックされた。

「ん、エルニアたちか？」

　明日の相談に来たのかと思考を巡めぐらせたレインが、使い終えたティーセットを片付けるガゼットに代わり扉を開ける。

　その次の瞬間、目ま深ぶかに被かぶったフードの犬耳を揺らし、あどけない笑顔を浮うかべた少女が勢いよくレインの足にしがみついてきた。

「お兄ちゃん！」

　耳に滑すべり込む、幼い声。フェルと同じ顔、しかしフェルよりもずっと子供らしい笑顔を浮かべた少女、フェティが満面の笑みでレインのことを見上げていた。

「フェティ……だよな？　おいおい、なんでこんなところにいるんだ？」

　レインが困こん惑わくしながら、弟や妹をあやすようにその小さな頭に手を乗せる。その掌てのひらに、フェティは口元を綻ほころばせながら、もっと撫なでてとばかりに精せい一いつ杯ぱいの背せ伸のびをして小さな頭を押し付けてきた。ご期待に応こたえてもっと撫でてやると、くすぐったそうにフェティがその大きな目を細める。その腕うでの中には彼女のパートナーである子犬のような姿をした幼神、パラパがしっかりと抱き締められていた。

　温かくフェティを迎むかえ入れながら、同時にレインが未いまだ困惑した表情で首を捻ひねる。

　そんなレインの耳に、どこか気の抜ぬけた声が滑り込んできた。

「フェティ～。あんまり先に行くな。悪い奴やつに誘ゆう拐かいされちまうぞ～」

「何を暢のん気きなことを！　さっさと追いかけてください！　何のためにあなたを護衛に雇やとっていると思ってるんですかっ！」

　騒さわがしい声と共に、二人の人ひと影かげが廊ろう下かの角を曲がってきた。一人は、パーティー会場でアリエルとサラを説得していた軍服の男。そして、もう一人は、男物のスラックスを穿はきパリッとした白いワイシャツを窮きゆう屈くつそうに着こなす、どこか野性味を窺うかがわせる長身の女性だった。

　女性の方はレインのよく知る人物だった。ダークブラウンの髪と瞳ひとみに、白いシャツから薄うすく覗のぞく悪あく魔まの紋章をアレンジしたかのような肩の入いれ墨ずみ。極東の上級悪魔《鬼おに》を従え、先の事件でレインたちが対たい峙じしたエデンのメンバーの一人、ガリアだ。

　ガリアはレインに気がつくと、癖くせのない笑みを浮かべながら手を上げた。

「よぉ、あんたかい。さっきは情けなかったね。もしかして、ちょっと弱くなったんじゃないかい」

「いきなりの挨あい拶さつがそれかよ！　つか、フェティもそうだけど、なんでお前たちがこのパーティーに出席してるんだよ？」

　からからと笑うガリアに、レインが口の端はしから泡あわを飛ばして怒鳴りながら尋ねる。

　だが、その質問にガリアが答えるよりも早く、意外な人物の声が廊下に響ひびいた。

「ガリア！　お兄ちゃんを苛いじめたらだめ！」

　クルリと身を翻ひるがえしたフェティが、腰こしに手を当てて不満を露あらわに小さな頰を膨ふくらませる。

　いたくご立腹のフェティに、ガリアは「ちがうちがう」と顔の前で手を横に振ふりながら、揶や揄ゆするように口の端を吊つり上げた。

「苛めてなんていないさ。これは励はげましてるんだよ。なぁ」

「ほんと、お兄ちゃん？」

　首だけ振り返ったフェティが、レインの双眸を覗き込む。幼いながらもこちらの気持ちを気き遣づかうその優やさしい眼まな差ざしに、レインはガリアを怒鳴りたい気持ちをぐっと堪こらえ、曖あい昧まいな笑みを浮かべながら頰を搔かいた。

「ん～まぁ～、励ましとも取れる。な」

「ほれ、見てみな。そいつは追い詰つめられれば追い詰められるほど笑う変態なんだよ」

「そうなのっ？　お兄ちゃんっ？」

「おいコラ！　子供に変なことをすり込むな！」

　何でも疑いなく受け入れるフェティに、レインが慌あわててガリアの言葉を否定する。断じて、そんなマゾになった覚えはない。

「っま、あたしは見てて面おも白しろかったけどね」

　ニヤリと本当に楽しげな笑みを浮かべながら、ガリアがすたすたとフェティに歩み寄り、その小さな身体からだを持ち上げる。

　そんなガリアに、レインは憎にくまれ口の一つでも返してやろうかと口を開く。だが、レインよりももっと険しい顔をした人物の声が、レインの声を喉のどの奥で押し止とどめた。

「面白いじゃないですよ。こちらがどれだけ肝きもを冷やしたか分かっているんですか？」

　疲ひ労ろうを滲にじませた静かな激高が、レインの耳を叩たたいた。存在をすっかり忘れられていた軍服の男が、フェティを抱きかかえるガリアの隣となりに並ぶ。戦場よりは執しつ務む室が似合いそうなその優やさ男おとこに、レインは少しだけ見覚えがあった。名前は忘れたが、キメラの事件の際にエルグ王国の指揮を執とり、フェルやガリア、そしてもう一人のインセクトトレーナーを連行していったあの男だ。

　手短にハルと名乗ったその男は、微かすかな恨うらめしさを孕はらむ双そう眸ぼうでレインを睨ねめ付けながら、重いため息を吐はき出した。

「ディバード王国の皇太子に喧けん嘩かを売るなんて、君は聞きしに勝まさるデタラメな男のようだね」

「ど、ども」

　静かだが重い迫はく力りよくを放つハルに、レインがなんとなく申し訳なさを感じて頭を搔く。

　しかし、次の瞬間、ハルは軍人特有の張り詰めた雰ふん囲い気きで全身を包み込むと、鋭するどく周囲に目を走らせながら、レインたちの部屋の中を指ゆびさした。

「君たちに一つ依い頼らいがある。中に入れてもらえるかな」

　穏おだやかな口調ながら鋭い迫力を放つハルに、レインが不ふ穏おんな気配を背筋に感じながらガゼットへ目を走らせる。ガゼットが頷うなずくのを確かく認にんしたレインは、自分も小さく頷いてハルたちを部屋の中へと招き入れた。

「紅茶でもいいですか？　それともコーヒーにします？」

「いえ、お構いなく」

　ハルが軽く手を上げて断るが、ガゼットはそれこそお構いなしに新たな茶葉を蒸らし始めていた。部屋の中に仄ほのかな香かおりが湧わき立ち、やはり犬に近いのかパラパがくんくんと小さな鼻先をヒクつかせる。

　とりあえず、レインはハルに椅い子すを勧すすめ、自分も部屋の奥にある椅子に腰こし掛かけた。ガリアはと言えば、断りもせずベッドに乗って胡座あぐらを搔き、満足そうな表情でフェティを抱き締めている。ちなみに、ガリアに抱かれるフェティはその膝ひざの上でパラパを抱き締め、フェティに抱き締められるパラパは嬉うれしそうにペムペムを抱きかかえていた。

　なんともほのぼのする光景に、レインが思わず笑みを漏もらす。そんなレインに、ハルは早さつ速そくとばかりに本題を切り出した。

「それで、依頼というのは──」

「その前に、ちょっといいか？」

　真しん剣けんな面持ちのハルの言葉を、同じく真剣な面持ちのレインが遮さえぎる。出で鼻ばなを挫くじかれ微かに眉まゆを動かしたハルに構わず、レインは強い口調で尋ねた。

「フェティとフェルの身体の具合はどうなんだ？」

　レインがフェティとハルを交こう互ごに見ながら尋ねる。本当はパーティー会場でフェルに聞きたかったのだが、あの時はカルナのこともありその暇ひまが無かった。だが、蔑ないがしろに出来る話題でもない。

　たっぷり十秒ほどの時間を置き、ハルは慎しん重ちように言葉を選びながら応えた。

「一応、状態は安定しています。エデンにいたグレイスという男が作った薬が、精神安定に一役買っていたようです」

「あのおっさんがか？」

　ハルの言葉に、レインの脳のう裏りを人を食ったような笑みを浮かべた老紳しん士しの姿が過よぎる。正直、信用できるかどうか迷う相手ではあるが、そこには敢あえて突つっ込まず、レインはハルの説明に耳を傾かたむけた。

「基本的には主人格のフェティさんが表に出ています。フェルさんの方は、なんというか気むずかしい方なので、なかなか私たちには姿を見せてくれませんから」

「え？　でも俺、さっきのパーティーでフェルと話したぞ」

　レインの言葉に、ハルはぴくっとその眉を跳はね上げた。

「今、なんて言いました？」

「いや、だから。パーティーでフェルと話したって」

「そう、ですか……。ちなみに、どんな様子でした？」

「どんな様子って……まぁ、元気そうというか、いろいろ気の毒だったというか」

　カルナにからかわれるフェルの姿を思い出し、レインが曖昧に応える。

　一方、レインの話を聞いたハルは、これ以上無いほど深いため息を吐ついた。

「ど、どうしたんだ？」

「いえ……。フェルさんが顔を見せるときは、大たい抵ていろくでもないことが起きるのでちょっと心配に」

「そうかい？　あたしはフェルが出てくると楽しいけど」

「ガリアさんは黙だまっててください。というか、なんでフェルさんが出てきたことを報告してないんですか!?」

「いや～。パーティーの飯が美味うまくて、つい」

「フェルさんが出てきたことも知らなかったと!?」

　護衛でありながらなんとも大おお雑ざつ把ぱなガリアに、ハルが溜たまりに溜まった心労を遂ついに爆ばく発はつさせる。

　話がどこか別の場所に行きそうな気配に、レインはすかさず声を差し込んだ。

「えっと……。とりあえず、フェティとフェルの身体の具合は大だい丈じよう夫ぶなんだな？」

「先ほども言ったように、現状は安定しています。まぁ、フェティさんがパラパの力を扱あつかいきれないのは相変わらずですが、それでも多少のことなら精神に過負荷が掛かかるようなことはありません。フェルさんに至っては最近スライムの研究に没ぼつ頭とう中です。新しい生き甲斐がいができたと喜んでいましたよ」

「そうか。二人とも、元気なんだな」

　レインが表情を柔やわらかくし、フェティの方へと視線を傾ける。ハルの話で心配事の種が一つ無くなった。

　こちらも嬉しそうな表情を浮うかべるフェティと手を振り合ったレインは、心置きなくハルに向き直り、中断していた話を促うながした。

「で、依頼ってなんなんだ？」

「明日以降の大会でなんとしても優勝してください。そして、優勝賞品にフェティを望んでください。『フェティを俺に寄こせ』と」

「ちょっと待て。今、もの凄すごく俺が変態に聞こえるようなことを言わなかったか？」

　真面目まじめな顔で話すハルに、レインが頭痛でもしたかのようにこめかみを押さえる。優勝の場でそんなことを口走れば、出場国全体に少女趣しゆ味みを公言するようなものだ。

　そんなレインの胸中を察したように、ハルは大人げない笑いを浮かべながら呟つぶやいた。

「おっと、すいません。説明不足だったようですね」

「わざとだろ。絶対にわざとだろ！」

「いえいえ。誰だれもパーティー会場の仕返しがしたかったなんて、これっぽっちも思ってませんよ」

「──俺、あんた嫌きらいだ」

　レインが口をとがらせ、その様子にガリアが哄こう笑しようしながらベッドを叩く。

　ハルは気を取り直すように大きく息を吐くと、その双眸をキョトンとした表情でこちらを見ているフェティへと傾けた。

「彼女たちのことは、今さら説明するまでもありませんね。なので、手短に説明します。今回の会合、及および明日以降の大会は彼女の争そう奪だつ戦です」

「はぁ？　どういうことだ？」

　レインが顔を歪ゆがめる。またもや手短すぎる説明に理解が追いつかないが、聞き返そうとしても自分が何を理解できていないのか分からず、言葉が出てこないのだ。

　そんなレインの代わりに口を開いたのは、全員分の紅茶を淹いれたガゼットだった。

「彼女たちの身み柄がらは、キメラを討とう伐ばつしたレインが属するエルグ王国に渡わたったと聞きましたけど？」

「ええ、そうでした。そうなるはずでした」

　まぁ、私は君が倒たおしたことを信じていませんが、と言葉を続けながら、ハルが差し出された紅茶に向けて手を翳かざす。

　紅茶を断ったハルは、ミルクたっぷりの紅茶を美味おいしそうに啜すするフェティに改めて目を向けながら、説明を再開した。

「ご察しの通り、彼女の身柄はエルグ王国で預かるはずでした。とは言っても、拘こう束そくしようというわけではありません。彼女の幼さを鑑かんがみて、学校に通わせ、しかるべき教育を受けさせるべきだという意見も出ています。高名な魔獣学者である彼女の祖父の推すい薦せんもあり、私たちもその方向で政策を進めていたのですが、そこに各国から『待った』が掛かったんです」

「そりゃ、またなんで？」

　話の続きが待ちきれず尋たずねたレインに応こたえたのは、どこか投げやりに紅茶を喉へ流し込んだガリアだった。

「どっかのバカが吹ふい聴ちようしてんだってさ。そもそも《エデン》を組織して《キメラ》を生み出そうとしたのはエルグ王国だ、ってね」

「もちろん、根も葉もない噂うわさですけどね」

　真しん摯しな表情を浮かべたハルが、ガリアの説明した噂を一いつ蹴しゆうする。しかし、ハルの顔には重々しい苦く悩のうが張り付いていた。

「とはいえ、一度広がった噂の火はなかなか消せません。中には露ろ骨こつに彼女の身柄を明け渡せという国さえいます。そこで催もよおされたのが、今回の大会です。水面下で動き合えば、見えない部分が大きすぎる。ならば、いっそのこと大々的な場で、今後文句が言えないように決めようと。敢えて若手の出場選手にしたのは、カモフラージュのためです。彼女の頭脳を狙ねらう国がこれ以上増えたら埒らちがあきませんから。本当は、こうならないように尽じん力りよくしたつもりだったんですが──」

　憂うれいを帯びた表情を浮かべるハルが、膝の上で組んだ指に力を込こめる。

　ハルはしばし目を閉じると、真剣な眼まな差ざしをレインへと投げかけた。

「世間で思われている以上に、現状、各国は微び妙みような関係にあります。大戦の火種だってそこら中に燻くすぶっている。そして、今、一番大きな火種が彼女です。ですが、我々としては彼女の未来のために、彼女の尊厳を護まもるために、負けるわけにはいきません。くだらない噂を吹ふき飛ばし、後あと腐くされ無く彼女を我が国に迎むかえ入れろというのが我が国王の願いです」

　端たん正せいな顔を決意で固め、言葉に熱を纏まとわせるハルがレインに語りかける。これで語りかける相手が女性なら、命を懸かける勢いで頷いていただろう。

　だが、ハルの情熱を込めた訴うつたえよりも、レインの心を動かしたのは小さな少女のささやかな願いだった。

「あ、あの。お兄ちゃん」

「ん？　どうした、フェティ？」

　唐とう突とつに耳を打ったたどたどしい声に、レインが首を捻ひねる。

　フェティは、その翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうに精せい一いつ杯ぱいの勇気を込めて、小さく唇くちびるを動かした。

「フェティ、ね。学校っていうところに行ってみたい。お兄ちゃんと、一いつ緒しよの学校に行ってみたい」

　ギュッとパラパを抱だき締しめて、フェティが精一杯のわがままを振ふり絞しぼる。

「だってよ、どうすんだい。お兄ちゃん」

　揶や揄ゆするように不敵な笑えみを浮かべ、ガリアが試ためすような視線をレインに投げかける。

　レインはそんなガリアの視線を睨にらみ返しながら、任せろとばかりに胸を叩たたいた。

「断るわけがないだろ！　来いよフェティ、うちの学校に。きっと楽しいぞ」

「ぴぎぃー！」

　レインの声に続き、パラパに抱かれるペムペムが身を捻って元気良く飛び跳ねる。

「ほんと。ほんとに、お兄ちゃん？　やったー！」

　快く引き受けたレインに、フェティはガリアの膝から身を乗り出すと嬉しさのあまりベッドの上で飛び跳ねた。

　ホッと息を吐はくハルが、改めてレインに尋ねる。

「受けてくれるんですね？」

「あったりめぇだ。何が何でも優勝してやるよ！」

　レインが力強く頷うなずき返す。その脳裏には、エルニアの頰ほおを撫なでるゴルドの姿が蘇よみがえっていた。どうも最近は、他人の心が分からないヤツが多いらしい。

「人の心を弄もてあそぶ奴やつらは俺たちがまとめて成敗してやる！　なぁ、ペムペム！」

「ぴぎぎ！」

　様々な魔ま獣じゆうが明日の大会のため爪つめを研とぐ飛空艇ていで、スライムトレーナーとスライムが立ち上がる。

　その後先考えない姿に、自ら依い頼らいを持ちかけたハルの表情に微かすかに翳かげりが浮かぶ。レインに頼たのむことを心の底では納なつ得とくしていない、そんな表情だった。

「グレイス先せん輩ぱいは、なんでこんなスライムトレーナーなんかに……」

　ボソリと、誰にも聞こえないようにハルが呟く。

「ん、今なんか言ったか？」

「いえいえ、独り言ですよ。──それより、さっきの会場でチラリと目に入ったのですが。レイン君、君はあのカルナ・マルナークスと知り合いなんですか」

　誤ご魔ま化かすようにカルナの名を口にしたハルだったが、その効果は絶大だった。

　レインの双眸が、これ以上無いほどの好こう奇き心しんに輝かがやき出す。

「ああ。昔、俺とペムペムを助けてくれた恩人だ。それより、あん──ハルさんも、あの人のこと知ってんのか？」

「知ってるも何も、有名な方ですよ。カルナさんは。なにかと、無茶をする方でね。とはいえ、自由奔ほん放ぽうに各国を渡りあるく彼の助力無くしては、今回の催しは果たせなかったでしょう。僕も、二、三度お会いしたことがありましたが──正直、個人的にはあまり関かかわり合いになりたくないタイプですね。あれは」

　口では不平を漏もらしながら、どこか張り詰つめたところのあるハルが、その口元に友好の情を滲にじませる。

　そして、ハルは少しだけ納得するように頷いた。

「なるほど。君の無茶苦茶ぶりが、少しだけ納得できました。いろいろと非常識な彼のことは別として、スライムトレーナーがあのキメラを倒したなんて信じられなかったんですけど。これなら──」

　緩ゆるんだ口元を引き締め、ハルが難しい表情を浮かべながら拳こぶしを額に押しつける。

　暫しばし悩なやむように身み動じろぎしなかったハルは、小さなため息と共に、他ほかに部屋には誰もいないと知りながら声を潜ひそめて呟いた。

「カルナさんと知り合いというよしみで、一つ、気になる情報をお話ししましょう。──なるべくなら伏ふせておきたかったのですが、どうもキメラに関する技術を手にした国があるそうです。そして、この大会に刺し客かくを放っているとも情報が入っています」

「おいおい、それってヤバいんじゃないのか」

「その人たちがまともに試合をするかな？　僕だったら、直接彼女を狙うけど」

　レインが慌あわてて身を乗り出し、ガゼットが縁えん起ぎでもないことを口にする。

　その両方に向かって、ハルは重々しく頷いた。

「その通りです。大会中はなんらかの妨ぼう害がいが予想されます。ですが、フェティさんのことは安心してください。エルグ王国の精せい鋭えいが責任を持ってお守りしますし、あからさまな誘ゆう拐かいをしようとすれば、他国も黙だまってはいませんよ」

「あたしもいるしね」

「……どちらかというと、ガリアさんの方が心配なんですよね。なにしでかすか、分からないって意味では」

「安心しな。フェティの事を第一に考えて動くのだけは約束するからさ」

　どこか揶揄するような厳しい視線を投げかけるハルを、ガリアがフェティの頭に顎あごを乗せながらつかみ所の無い笑みでやり過ごす。

　そして、最後まで笑顔のままのガリア、なんども振り返って手を振るフェティ、どこか不安そうな影かげを顔に落とすハルを見送り、レインたちの前夜祭はようやくお開きとなった。







　　　第四章




　昨夜のパーティーとはまた別の熱気と興奮が渦うず巻まく、孤こ島とうをまるまる使用した島横断レース。そのスタート地点は、いわばモンスターたちの見本市と化していた。

　ドラゴンに神。天使に悪あく魔ま。幻げん獣じゆうに聖せい獣じゆう。それら上級クラスにカテゴリーされないまでも、それぞれ名の通ったモンスターたち。まだ学生の身分の者を集めているとは言え、さすがは各国がフェティの身を手に入れるために選んだメンバーだ。

　どのチームも優勝する気は満々。スタート地点の熱気は最高潮。

　ただ立っているだけで汗あせが噴ふき出すほどの熱気の中、レインは盛せい大だいなくしゃみを漏らしていた。

「へぁっくしょん！」

「レイン君、大だい丈じよう夫ぶ？　ティッシュあるよ」

「あ、ああ。サンキュー」

　隣となりに座るアリカからチリ紙をもらい、レインが思いっ切り鼻をかむ。

　ちなみに、チリ紙を必要としているのはレインだけではなかった。

「くちゅん」

　小さなくしゃみが、レインの耳を打つ。レイン以上に肩かたを震ふるわせていたのは、後ろの席に座るジナだ。制服ではなく戦せん闘とう衣い装しようの方に着き替がえたジナは、見るからに寒々しい。いつも半分閉じている瞼まぶたをさらに二割増しで閉じている。

　レインとジナを悩ませる冷気。その正体は、レインたち全員を運ぶためにレオンが作り出した氷のソリによるものだ。全員を一気に運べる大型モンスターがいないレインたちはこの氷のソリで島横断レースに臨むことにしたのだが、レオンが常に冷気で包み込んでいるおかげで、ソリの周りは冗じよう談だんのように寒かった。その寒さたるや、油断していたペムペムやルルが凍こおりかけたほどだ。

「アリカ……チリ紙ほし、い」

「あ、はい。ジナちゃんもごめんね」

「大丈夫。我が慢まんす、る」

　申し訳なさそうに眉まゆを寄せるアリカに、ジナが竦すくめた首を横に振りながら手を伸のばす。チリ紙を受け取ってじゅぴと鼻をかんだジナの小さな鼻先が、まるでサクランボのように赤くなる。

　そんないつになく弱々しい二人の姿に、ジナの隣に座るガゼットが物もの珍めずらしそうに苦く笑しようした。

「スライムトレーナーって、寒さに弱くなるのかな？」

「この二人に限って鍛きたえ方が足りないということはないだろうな」

　冗談交じりに呟つぶやくガゼットに、ソリの先頭で手た綱づなを握にぎるエルニアが鷹おう揚ように頷く。その手綱の先では、ソリを牽けん引いんするキールが気合いを込こめて地面を踏ふみ締めていた。

（おぬしら。そこにいるのは構わぬが、振り落とされるでないぞ）

「きゅぴん！」

「ぴ、ぴぎ……」

　頭の上へと念話を飛ばすキールに、寒さから逃にげてきたルルとペムペムが頷く。ただ、ペムペムの声はどこか弱々しかった。先ほどから何回もルルに突つき落とされているのだ、無理もない

　キールを除けばどうみても色ものチームにしか見えないレインたちに、周囲から好こう奇きと同情の視線が突き刺ささる。ほとんどのチームは機動力に優すぐれた大型のモンスターに全員が乗って移動するらしく、レインたちのようにソリを作っているチームは少数派だ。その上、チームにはスライムが二匹ひきもいるのだから無理もない。

「おい、あのチーム見てみろよ」

「なんだありゃ。勝つ気あんのか？」

　あからさまな嘲ちよう笑しようがレインの肌はだを突き刺す。開始前からレインたちの風当たりは強い。

　だが、とうの本人たちにとってそんな嘲笑はどこ吹ふく風だった。

　耳を打つ陰かげ口ぐちに、レインはむしろ余よ裕ゆうの笑みを浮うかべながら呟いた。

「いや～、随ずい分ぶん舐なめられてんな。俺たち」

「まぁね～。下馬評だと、僕たちのチームがダントツで最下位らしいよ。ちなみに、生徒会長さんたちのチームはトップだって」

「いやいや。あのチームはズルいだろ」

　渡わたされたコースの地図を確かく認にんしながら話すガゼットに、レインが眩まぶしそうに目を細めながら天を仰あおぐ。その視線の先には、エルデミオールが生みだした金色の箱船が浮いていた。

　アリエルのチームは、ファルド、ミストリア、サラという、四大紋もん章しようが揃そろい踏ぶみの最強チームだった。なんでも、予選のレースには参加しないもう一人のメンバーがいるらしいが、一人欠けていても十分豪ごう華か過ぎるメンツには違いない。

　遥はるか高みにいる面々に、レインの頰が自然と吊つり上がる。口ではズルいと言っていながら、その顔に張り付く笑みはそんな滅め茶ちや苦く茶ちやなメンツを相手に競きそえることの喜びに震え、ソリを溶とかしそうな熱気に自然と腰こしが浮き上がる。

　その時、巨きよ大だいな影がレインたちの頭上に滑すべり込み、ファルドたちの箱船を覆おおい隠かくした。

「なんだ、このちゃちなソリは。これで俺の女を運ぶ気か？」

「どうもみなさん。ごきげんよう」

　高圧的な声と淫いん靡びさが漂ただよう声がレインたちへ降り注ぐ。銀幕の鱗うろこに何百ものレインの顔を映すゼノに乗って現れたのは、絶対暴君の王子ゴルドと隷れい属ぞく趣しゆ味みの王女レーニェだった。

　明らかに格の違ちがう威い光こうを纏まとうゴルドの登場に、とばっちりを避さけようとレインたちの周りから一気に人が引く。

　まるでミステリーサークルのように開いた穴の中心で、レインは傲ごう慢まんな王を仰ぎ見ながらその語気を荒あららげた。

「おいこら！　ちゃっちいっつーの取り消せよっ！　このソリはな、アリカとレオンが頑がん張ばって作ってくれたんだぞっ！」

「レイン君……」

　怒いかりを露あらわに叫さけぶレインに、アリカが肩を震わせながら掌てのひらで口を覆う。

　そして、アリカのために怒おこったのはレインだけではなかった。

「どうやら。王子の目というのは随ずい分ぶんと節穴らしいな」

「同感だね」

「絶対に勝、つ」

　エルニアが、ガゼットが、ジナが、静かな怒りに双そう眸ぼうを燃やしながら立ち上がる。

　そんなレインたちを見下ろすゴルドの相そう貌ぼうは、不ふ遜そんな笑みに満ちていた。

「ほぉう。王者に向かって随分な自信だな」

　笑みの奥に宿る僅わずかな、本当に僅かな怒りの兆候。その兆候を微かすかに孕はらんだ言葉が耳に届いた瞬しゆん間かん、レインたちの身体からだからドッと汗が噴き出した。

　──こいつ。

　喉のどの奥で、声に出さずレインが唸うなる。それは、昨晩パーティー会場で対たい峙じしたときとは比べものにならないほどの巨大な覇は気き。

「昨日は、本気じゃなかったのかよ」

　レインが声を絞しぼり出す。

　ゴルドの顔には、レオンの冷気よりもずっと冷たい冷笑が浮かんでいた。

「見くびられたものだな。王者たる者、覇気を纏うべき場所は弁わきまえているつもりだが」

　滝たきのようなプレッシャーが、言葉と共に降り注ぐ。レインたちのいる場所は、さながら全すべてを砕くだく滝たき壺つぼだ。敵意に満ちた濃のう密みつな覇気に、レインですら息が詰つまる。

　そんな圧あつ倒とう的な圧あつ迫ぱく感かんが、唐とう突とつに和やわらいだ。七色の穏おだやかな光がレインたちを包み込み、ゴルドが放つ絶対的な王おう威いを退ける。

　氷のソリをよじ登った小さなレジスタンスが、頰ほおを膨ふくらませて精せい一いつ杯ぱいの声を上げる。

「お兄ちゃんたちを苛いじめないで！」

「くぅん！」

「フェティ!?　パラパ!?」

　ゴルドを睨にらむフェティとパラパに、レインだけでなくその場に居合わせた参加者全員がざわついた。
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　各国の貴族に用意された観戦席。その中でも特別に作られた来らい賓ひん席で、ハルはここ数日初めてのひと心地ごこちついた声を漏もらしていた。

「今日は随分と大人しいんですね。フェティさん」

　もはや、意識しなくても作れるようになった他人を懐かい柔じゆうするための笑え顔がおを顔に貼はり付け、ハルが隣の席でちょこんと座る少女に声を掛かける。その声に、フードを目ま深ぶかに被かぶった少女は小さく頷うなずいた。

　笑みを顔に貼り付けたまま、ハルが興味深そうに双眸を細める。こうして見ていると、本当にただの少女だ。この小さな頭に、あのキメラという化物を生み出す英知が秘められているとは到とう底てい思えない。いや、正確にはその英知を操あやつるのはもう一人の少女だろうが。

　本当は、もっとスマートに彼女を国に迎むかえ入れるつもりだったが、思い通り行かない計画にハルが重い息を吐はく。まさか、あれほど各国が彼女たちの存在に気がついているとは予想外だった。その中でも、特にフェティの身み柄がらを要求してきた国は二国。いずれも、軍事関係に黒い噂うわさの絶えない国だ。おそらく、この大会中も何らかの妨ぼう害がいが出てくるに違いないだろう。レインたちには否定したが、直接フェティを誘ゆう拐かいする可能性もゼロじゃない。

　山積みになる目の前の問題に、ハルが再び重い息を吐き出す。

　そんなハルの耳に、棘とげのある声が響ひびいてきた。

「さっきから辛しん気きくさいため息ばかり吐つくのやめてくんないかい？　こっちの気が滅め入いるだろ」

　どかっと、フェルの隣の席に座り、余った椅い子すに組んだ足を乗せるガリアの声がハルの耳を刺す。そのあまりに不作法な姿に、周りの来賓から批ひ難なんと侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしが集中した。

「ガリアさん。せめて足を下ろしてくれませんか」

「やだね」

　ハルの懇こん願がんはにべもなく断られた。上司の頼たのみで彼女をフェティの護衛に付けたが、この態度は目に余る。

　再び、ハルの口から重いため息が漏れる。だが、ハルはグッと皮肉の言葉を吞のみ込むと、なるべく平静を装よそおいながら口を開いた。

「──まぁ、いいです。そのかわり、フェティさんの護衛だけはしっかりおねがいしますよ」

　ガリアに注意することを諦あきらめたハルは、これだけは譲ゆずれないとばかりに念を押す。

　その時、ガリアが浮かべた不敵な笑みを、気苦労が溜たまっていたハルはらしくなく見み逃のがしてしまった。

「安心しな。これでも、フェティのことは一番に考えてるからさ」

　どこか底意地悪く肩を揺ゆらし、ガリアが足を組み替かえる。

　その行ぎよう儀ぎの悪い態度に大きなため息を漏らしたハルは、大人しく座るフェティのフードの下に小さな二本の角つのが隠れていたことに、とうとう気付くことが出来なかった。
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「なんでここにいんだよ、お前ら!?」

「来ちゃった」

「来ちゃったって……。どうする？」

　照れくさそうに応こたえるフェティに、どういう表情を浮かべていいか迷うレインがガゼットに助けを求める。だが、ガゼットが応えるよりも早く、一番聞きたくない声が降ってきた。

「ん？　なんだ、そのチビは？　どこかで見た顔だな」

　顎あごを撫なでながら、ゴルドが記き憶おくの糸を辿たどる。

　そんなゴルドの隣となりから、太陽を背に優ゆう雅がに微ほほ笑えむレーニェが姿を現した。

「お父様に頼まれていた例の娘むすめさんですよ。お兄様」

「ああ～、思い出した。大会のついでに攫さらってこいって言ってた、あのガキか」

　何気なく口にしたゴルドの言葉に、レインたちだけでなく、周囲を取り囲んでいた他ほかの参加者までもがざわついた。半分はゴルドの言葉をそのままの意味で受け取り口に出せない批難を目に浮かべていたが、残り半分の参加者たちはなにやら穏やかでない緊きん張ちように顔を強こわばらせている。

　レインが小さく舌を打つ。動どう揺ようは徐じよ々じよに広がりつつあった。幸い、フェティの姿を見たのは広いスタート地点の一角にいた参加者だけだが、これ以上人目にさらすのは何かとまずい。事情を知っているエルニアたちの顔にも緊張が走る。

「ガゼット。こっちを頼む。俺はちょっとひとっ走りしてフェティをガリアに預けてくるわ」

「うん、わか──」

「やだ！　フェティも、一いつ緒しよに参加したい！」

　頷くガゼットの声を、フェティの猛もう烈れつな抗こう議ぎが遮さえぎった。ぎゅっとパラパを抱だき締しめるフェティが、小さな唇くちびるを真ま一いち文もん字じに引き結ぶ。

「フェティ。わがまま言うなよ。危ないぞ」

「……やだ」

　説得するレインに、フェティは俯うつむきながら切望した。喉から絞り出された小さな声が、レインの次の説得の言葉を押し止とどめる。

　フェティが微かに顎を持ち上げて、困こん惑わくするレインの顔を覗のぞき込む。小さな瞳ひとみが、必死にレインに訴うつたえる。神と契けい約やくしている身といっても、フェティはまだまだ子供なのだ。わがままも言えば、友達と一緒に何かをしたいと願うことくらい普ふ通つうのことだろう。特に、フェティは今までフェルのことで一いつ生しよう懸けん命めいだったのだ、その反動が出ても不思議ではない。

「はぁ、どうすっかな……」

　いいとも、ダメとも言えず、困り果てたレインが頭を搔かく。力ちから尽ずくで追い返すことも出来るが、大人しそうに見えるフェティは意外とこれで行動力がある。今ここに来ていることもそうだし、学園祭の時は店の席がなくて困っているレインたちを率先して引っ張り、前回のキメラ事件の時は、わざわざ危険を冒おかしてまでレインのことを助けに来てくれた。正直、ここで無理に追い返しても、レース中に飛び込んでくる可能性が高い。

　とはいえ、このままレースに連れて行くのは論外だ。みすみす、攫われるチャンスを増やすことになる。

　結論を決めあぐねるレインが、苦く悩のうの表情を浮うかべながらさらに頭を搔き毟むしる。

　獰どう猛もうな笑い声が木こ霊だましたのは、その時だった。

「ハッハッハ。面おも白しろい。おい、そのチビも参加させろ」

「はぁっ!?　何言ってやがんだ、テメェ！」

　視線を跳はね上げたレインが、遥はるか頭上で太陽を背負うゴルドを睨み付ける。逆光で影かげが差すその顔には、レインの苦悩を楽しむ酷こく薄はくな笑みが張り付いていた。

「そう、いきり立つな。王になる身として、下民の願いに耳を傾かたむけるのは当然のことだろう。優やさしい俺が特別に許可してやる。そのチビも参加させろ。これは命令だ」

「やったー、ありがとー」

　凶きよう悪あくな笑みを浮かべるゴルドに物もの怖おじせず、フェティが無む邪じや気きな笑みを浮かべて神の紋もん章しようが刻まれた小さな手を振ふる。自分に懐なついていた少女が、今自分が一番気にくわない相手に満面の笑みを浮かべることにひどい頭痛を覚えながら、レインは断固たる拒きよ絶ぜつをもって君主の仮面を被った暴君を睨み付けた。

「優しい王様が命令なんかするかよ。そもそも、チームは五人までだぞ。フェティが入ったら、その時点で俺たちは失格になっちまうだろうが」

「スライムトレーナー雑魚が二人もいるチームだ。今いま更さら、チビが一人増えたところで変わらんだろう。それに、この俺が許可したんだぞ。誰だれが文句を言えると思う？」

　絶対的な自信を持って、ゴルドが周囲を取り囲む参加者たちを睥へい睨げいする。それぞれが各国で名の通った魔獣錬磨師モンスタートレーナーなのだろうが、ゴルドの放つ圧倒的なプレッシャーにすっかり萎い縮しゆくしてしまっていた。そもそも、幼いフェティの加入はメリットよりもデメリットの方が大きいだろう。その上、フェティの身を狙ねらう側からすればこの上ないチャンスだ。賛同する者はいても、口を挟はさむ者などいるはずがない。

　満足げに鼻を鳴らしながら、ゴルドが再びレインに視線を落とす。

　その悪徳極きわまる双そう眸ぼうに、レインが吼ほえようと声を溜めた、その時。

　カァーン────

　余よ韻いんを引く盛せい大だいな鐘かねの音と共に、各所に飛び交かう《拡声蝶スピーカーバタフライ》の羽からレース司会者のアナウンスが鳴り響いた。

「スタート三分前。参加者は発走の位置についてください。繰くり返します──」

　タイミングの悪いアナウンスに、レインが奥歯を嚙かみ締める。ゴルドのせいで、フェティを送り届ける時間がなくなってしまった。適当に係員に押し付けるのは、誰がフェティを狙っているか分からない現状では危険すぎる。

　わざわざ事態を悪化させたゴルドに、レインが双眸を吊つり上げる。

　だが、ゼノに乗って悠ゆう々ゆうと移動するゴルドは、涼すずしげな笑みをレインへと投げ返した。

「まぁ、せいぜい頑がん張ばることだな。なんせ六人もいるんだ。まさか、予選落ちなんてことはないだろ」

　大おお仰ぎように肩かたを竦すくめるゴルドの笑みには、強きよう烈れつな皮肉が込こめられていた。だが、すでに声の届かない最前列へと並んだゴルドに構っている暇ひまはもうない。

「すごいすごい！」

　興奮と僅わずかな不安が渦うず巻まくスタート地点の雰ふん囲い気きに、フェティがキラキラと目を輝かがやかせる。

　その希望に満ちた眼を見て、レインはついに覚かく悟ごを決めた。

「くっそ。やるっきゃねぇか。フェティ、目立たないようにしてろよ。あと、お前とパラパは乗ってるだけのお客さんだ。何があっても力を使うなよ。いいな」

「うん。わかった！」

　ソリに乗せて貰もらって機き嫌げんを良くしたのか、アリカの膝ひざの上にちょこんと腰こし掛かけたフェティが元気よく手を挙げる。むしろその元気さが心配の種になったレインは、その視線をフェティの小さな身体からだを抱だくアリカへと移した。

「アリカ。悪いけど頼むな」

「ううん。いいよ。フェティちゃんも、よろしくね」

「うんっ！」

　頭を撫でながら微笑みかけるアリカに、フェティが今までで一番元気よく頷く。

　そんなレインたちのやりとりに、ガゼットとピックは自分たちが負ったハンデを棚たなに上げて、満足そうに頷いた。

「いいねいいね。まるで親子みたいだよ三人とも」

「アリカ。優勝の願い事は白い家と広い庭にするがいい」

「ガッちゃん！　ピッちゃん！　何言ってるの!?」

　顔を真っ赤にしながら身体を捻ひねるアリカに、ガゼットとピックがもっとくっつけとジェスチャーする。そんなお節せつ介かいコンビにアリカがさらに顔を赤くしたが、羞しゆう恥ち心しんが言葉になるよりも早く、ムッと唇を尖とがらせたジナの顔が迫せまってきた。

「アリカ。やっぱり席代わ、る！」

「待て待て待て待て。本来の恋こい人びとである私を忘れるな！」

　さっきまでの緊張はどこへやら。振り返ったエルニアとジナが牽けん制せいし合い、アリカがここは譲らないとばかりにフェティの身体を抱き締める。渦か中ちゆうの中心に置かれたフェティは困惑しながらもどこか楽しげに目を細め、その胸に抱かれたパラパが目の前で揺れるレオンの尾おっぽを摑つかもうと前足をばたつかせる。

「なぁ、そろそろ集中しようぜ」

　いつもならこの浮うわついた場を引き締めるのはガゼットかキールの役目なのだが、今日その役目を担になったのはレインだった。

　興奮を押し殺し、レインが不敵な笑みを湛たたえて口元を吊り上げる。その覇は気きと周囲に満ちる緊張に、エルニアたちがじゃれ合いの手を止めて慌あわててもとの席に腰を下ろす。

　カァーン。カァーン。カァーン──

　再び、盛大な鐘の音が辺りに響ひびく。三度の鐘の音は、発走一分前の合図だ。

　参加者たちが前のめりになり、主あるじを運ぶモンスターたちがその四し肢しに、翼つばさに、ありったけの誇ほこりと力を込める。

　一秒ごとに高まる緊張の中、ガゼットは素す早ばやく思考を巡めぐらせた。

「皆みんな。フェティ博士の参加でだいぶ事情が変わったから、予定変へん更こうだ。今から言うことを、良く頭に叩たたき込んでね」

　ガゼットが眼鏡のブリッジを押し上げながら、素早くメンバーに指示を出す。

　そして、ガゼットが指示を終え、全員が頷うなずき合った十秒後。

　カァンカァンカァンカァンカァンーッ！

　激しく打ち鳴らされた鐘の音を合図に、ついにレースがスタートした。
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　スタートの鐘は参加者の行動を三つに分けた。純じゆん粋すいにゴールを目指すチーム。他のチームと協力して、強きよう豪ごうに攻こう撃げきを仕し掛かけるチーム。

　そして……

「いたぞ。あの娘むすめだ！」

　国の望みであるフェティを狙うチームだ。

　レインたちの周囲にいた参加者が一いつ斉せいにその進路を切り替かえる。正面を向いていた無数の目がフェティに集中し、国の命を受けた無む慈じ悲ひな腕うでが四方八方から押し寄せた。その数は前後左右で十数チーム。参加国の数から考えれば、ほぼ半数の国の名を背負うチームがレインたちの敵に回ったことになる。

　その光景にレインはさして驚おどろかなかった。同時に、頼たよりになる参さん謀ぼうに感謝する。さすがのレインも、事前に頭の中でシミュレーションしなければ浮き足立っていただろう。

　圧あつ迫ぱくしてくる殺さつ伐ばつとした使命感に、レインたちの行動は迅じん速そくだった。

「アリカ、レオン頼たのむぞ！」

　押し寄せる略りやく奪だつ者たちの覇気を、レインの信しん頼らいを乗せた叫さけびが切り裂さく。その信頼に応え、アリカは素早く叫んだ。

「レオン。【氷ひよう煙えん弾だん】」

「ガァウ！」

　フェティとパラパに尾を摑まれたレオンが鋭するどく吼え、ソリの底に忍しのばせていた氷の玉が一斉に弾はじける。瞬しゆん間かん、冷気を纏まとった白はく煙えんが噴ふき上がり、レインたちの姿を覆おおい隠かくすどころか辺り一帯を飲み込んだ。空気中に漂ただよう水分が次々に凍とう結けつし、一瞬にして濃こい氷ひよう霧むが立ちこめる。純白のベールが辺りを覆い、フェティを狙う魔まの手てを惑まどわせる。

「よしっ！」

　第一の奇き襲しゆうが成功したことに、レインが拳こぶしを握にぎる。ほぼ同時に、狼狽うろたえる参加者たちを嘲あざ笑わらうかのような、手た綱づなを振るう鋭い音が弾けた。

「駆かけろキール！」

（しっかり摑まっているのだぞ！）

　脳どころか腹の奥に響く念話を合図に、レインの身体がグンッと後ろへ引っ張られる。慌てて体勢を立て直せば、次々に後ろへ流れる白煙を緋ひ色いろに染める鮮せん烈れつなドラゴンの後ろ姿が視界を彩いろどった。

　その姿はあまりに雄お々おしく、レインの背筋を奮わせた。いや、レインだけではない。震ふるえるような氷霧の中、アリカやガゼット、そしてジナまでもが興奮に頰ほおを紅潮させる。声にならないその興奮は、確かにキール、そしてエルニアへと届いた。エルニアの唇くちびるから白い歯が覗のぞき、手綱が鋭く波打つ。

　氷霧を切る手綱はキールの足を一層加速させた。レインの身体を摑む圧力が増加し、押し寄せる風圧にソリに乗る全員の髪かみが弄もてあそばれる。

「くっそ。奴やつらどこ行きやがった？」

「何やってんだよ！　とっくに前に行っちまったよ」

「噓うそだろ！　なんでこの煙けむりの中で走れるんだ──んがっ！」

　レインたちを見失った参加者たちの声が白煙の中を木こ霊だまし、続けてモンスター同士がぶつかり合う音が重なった。煙に紛まぎれる怒ど号ごうと混乱。その声に、レインとジナは互たがいに顔を見合わせて口の端はしを吊り上げる。

　いくらドラゴンのキールでもこの白煙の中では目が利きかない。しかし、レインたちには危機に敏びん感かんな心強い相棒たちがいた。

「ぴぎぎ！」

「きゅ、きゅぴぴ！」

　キールの頭に乗るペムペムとルルが敵の気配を察知し、安全なルートを見つけ出す。スライムの危機察知能力とホースドラゴンの機動力が合わされば、たとえ煙の中だろうが闇やみの中だろうが、走り抜ぬけられない道はない。

　犇ひしめく参加者たちの間を、緋ひの竜りゆうと氷ひよう白はくのソリがすり抜ける。

　とはいえ、参加者も国を代表するだけあって一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。

　ペムペムとルルの警告を突とつ破ぱし、鋭えい利りな爪つめが氷霧を切り裂く。断だん裂れつした氷の霧きりが走り抜けるキールと交こう錯さくし、咄とつ嗟さに仰のけ反ったレインの頰に赤い筋が走った。白煙に三本、レインの頰に一本の傷きず痕あとを残したのは、白爪に薄うすい氷の膜まくを張り付かせた半竜半人のモンスター、《ドラゴニュート》だ。

　獲え物ものを捕とらえ損そこなった竜りゆう人じんが地を蹴けり、素早く氷のソリを追いかける。その動きは迅はやく、そして鋭い。縦に裂けた双眸が燦きらめき、振ふり上げた爪がソリの後部を削けずり取る。

　氷霧に氷の欠片かけらが尾を引き、そこを眩まばゆい雷らい撃げきの一いつ閃せんが駆け抜けた。

　手を合わせたピックの指先から雷らい声せいが唸うなり、雷の牙きばがドラゴニュートの腕に食らいつく。ドラゴニュートの氷を纏まとわり付かせた爪と氷のソリ。氷同士がぶつかることによって生まれたエネルギーがピックの雷を肥大化させ、ドラゴニュートの鱗うろこを纏った腕をはじき飛ばした。致ち命めい傷しようを与あたえるには至らなくても、その動きを停てい滞たいさせるには十分だ。一度キールに後れを取れば、長期的な機動力で劣おとるドラゴニュートでは追いつけない。

　一難去って今度は二難。今度は左前と右の氷霧が盛り上がり、氷糸を紡つむぎ合わせて作った氷ひよう槍そうを構える半人蜘く蛛も《アイスアラクネラ》と蛇へびの頭とう髪はつと石化の魔眼を持つ《メデューサ》が躍おどり出る。

「「【分ぶん裂れつ】！」」

「【ブレススパイラル】！」

　レインとジナ、そしてエルニアが、行く手を阻はばむ敵を迎げい撃げきする。ペムペムとルルの分裂体が、妖あやしく蛇髪を蠢うごめかせるメデューサへと殺さつ到とうした。石化の魔眼でレインたちを睨にらんだメデューサだったが、その呪のろいの眼光が照らしたのは視界を覆い尽つくす無数のスライムだ。ゴトゴトと石化した分裂体が地に落ち、魔ま女じよの呪いから主たちを遠ざける。一方、悲ひ惨さんだったのはアイスアラクネラだ。放たれた氷の槍やりを吞のみ込んだ螺ら旋せんの炎ほのおが、こんなものでは食い足りないとばかりに女体の上半身に牙を剝むく。慌てて飛び退すさるアイスアラクネラを尻しり目めに、螺旋の炎は直線上に氷霧を食い散らかし、辺りをより一層白く染め上げた。氷の粒つぶが一気に蒸発し、水蒸気となったのだ。氷霧を押し退のける水蒸気と熱風に、次の一手を打とうとしていた参加者たちが二の足を踏ふむ。

　その隙すきに、キールは包ほう囲い網もうの中を駆け抜けた。レインたちを包み隠していた白い幕が押し開かれ、白日が競争者たちを迎むかえ入れる。最初にレインが見たものは、すでに米こめ粒つぶ大の影かげを残すばかりとなったレースの勝利を狙ねらう参加者たちだった。やはり、初めから純粋に予選通過を狙うものたちの足は速い。土つち煙けむりを残して走り去る彼らに追いつくべく、キールがさらに力強く大地を蹴る。

　そんなキールの身体を、突とつ然ぜん巨きよ大だいな影が覆い隠した。反射的に空を仰あおいだレインが、余よ裕ゆうのない声で叫ぶ。

「右だっ！」

　レインが慌てて身を乗り出し、エルニアの背中越ごしに手綱を摑む。エルニアの小さな悲鳴を聞き流し、レインは全力で手綱を右に引いた。大きくなる影から逃のがれるべく、キールが地面を抉えぐり、その進路を強引に変更する。ふわりと地面から浮ういたソリは、着地した直後に轟とどろいた大地の悲鳴に翻ほん弄ろうされた。大地に接せつ吻ぷんを授さずけるため急いで落ちてきたのは、キールの三倍はあろうかという鋼はがね色のドラゴンだ。

　背中に主や他ほかのチームメイトを乗せたドラゴンが、低くその喉のどを唸らせる。浮ふ沈ちん艦かんを思わせるドラゴンは、その翼を金色のダガーにより地面に縫ぬい付けられていた。自重が足あし枷かせとなったそのドラゴンは、翼の勢いを借りて立ち上がることができずに歯は嚙がみする。

　機動力を奪うばわれて戦意を喪そう失しつしたチームの脇わきを駆け抜けながら、レインはチラリと上空に目を馳はせ、乾かわいた笑えみを張り付かせた。

　自分たちの決死の突破が馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるような戦いが、島の上空を賑にぎわせていた。

「ハッハハハハ。いいぞ、エルデミオール。今日はいつになく調子がいいな。だが、可愛かわいい子には手加減しろよ」

　金色の箱船の先せん端たんに足を乗せるファルドが、八枚の翼をはためかせるエルデミオールに向かって叫ぶ。その命令に、エルデミオールは重々しく頷きながら、仮面に隠れる双そう眸ぼうで自らの周りを飛び回る敵を一いち瞥べつした。《天騎き士し》を堕おとそうと徐じよ々じよにその輪を縮めているのは、六枚の翼を持つ天使たちだ。主天使、力天使、能天使の三天使が緊きん張ちようした面おも持もちでエルデミオールへ突とつ入にゆうするタイミングを推おし量る。

　普ふ段だんエルデミオールの周りに展開している天輪は、その左右には一枚ずつしか浮いていなかった。都合十七枚の天輪の内、十一枚は箱船を現化するのに使われ、四枚は万が一のために主あるじたちの周りで待機させてある。

　それでエルデミオールの戦力が削れているかといえば、甚はなはだお門かど違ちがいだ。

　天騎士が両りよう腕うでを身体からだの前で交差させ、左右に浮かぶ天輪の中心に拳を滑すべり込ませる。その拳は、天輪の中心の光に深々と沈しずみ込んだ。

　一いつ拍ぱくおいて、エルデミオールがゆっくりと腕を引き抜く。その手には、静せい謐ひつな鞘さや走ばしりの音を鳴らす双ふた振ふりの光こう剣けんが握られていた。

　三天使の顔に、緊張を通り越こした畏い怖ふが浮かぶ。中位の天使が辛かろうじて捉とらえられたのは、十字に走る金色の燦めきだけだった。

　エルデミオールの放った荘そう厳ごんな太刀筋が、主天使が握っていた天てん杖じようを切り裂き、力天使の構えていた天弓を破は壊かいする。縦と横に流れた天剣は瞬またたく間に翻ひるがえり、金色の剣の腹が天使たちのこめかみを殴なぐりつけた。未熟だと言わんばかりの殴おう打だが、二体の天使の意識を闇の彼方かなたへ吹ふき飛ばす。呆あつ気けに取られた能天使が最後に見たのは、自分の遥はるか上空へ一瞬で舞まい上がった天騎士の背中だ。その後を追いかける間もなく落ちてきた膝ひざが能天使の頭部に突つき刺ささり、先の天使たちを追って能天使の意識が闇の淵ふちへと吹き飛ばされる。

　契けい約やくを果たした魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちに見守られ、堕ちていく天使たち。

　その姿を可笑おかしげに見送るジャンブルウに、ミストリアのため息交じりの声が届いた。

「ジャンブルウ。笑ってないで、あそこのチームを先に落としてきてくれるかしら」

「ふふ。我がロードは相も変わらず残ざん酷こくだな」

　その場に残ざん虐ぎやくな声を残し、ジャンブルウが黒い疾しつ風ぷうとなってミストリアが指さしたチームへと駆け抜ける。凶きよう悪あくな笑みを刻む悪あく魔まの接近に、女性のみで構成されたチームから甲かん高だかい悲鳴が上がった。巨きよ大だいな茜あかね色いろの鷲わし、神鳥《ガルーダ》と契約した魔獣錬磨師モンスタートレーナーが慌あわてて叫び、鋭い嘴くちばしから灼しやく熱ねつの炎が迸ほとばしる。

　迫せまる神の炎を、悪魔は恐おそれもせずに嘲笑った。

　ジャンブルウの右腕が霞かすみ、漆しつ黒こくの鎖くさりが唸る。炎が悪魔を焼くより遥かに早く、漆黒の鎖がガルーダの嘴に巻き付き、強制的にその口を閉じさせた。神鳥の顔が苦痛に歪ゆがむ。

　ジャンブルウは恥ち辱じよくに歪むその顔を楽しげに一瞥すると、悠ゆう々ゆうと神鳥の背中へと降り立った。短い悲鳴が上がり、ガルーダの背中に乗っていた少女たちが身体を強こわ張ばらせる。いくら国を代表する実力者といえ、この至近距きよ離りで悪魔に睨まれれば恐きよう怖ふを感じずにはいられまい。何とかパートナーと共に反はん撃げきしようとするが、パクパクと開閉する口からは声が出てこなかった。恐怖が喉を詰つまらせて、ガチガチと歯がぶつかり合う。

　ジャンブルウはひとしきりの殺気をぶつけると、ジャラリと鎖を響ひびかせながらその豪ごう腕わんを突き出した。リーダー格の女子生徒、ガルーダの魔獣錬磨師モンスタートレーナーの胸むな元もとに大人の腕ほどもある爪つま先さきを沈めながら、凶悪な牙の並ぶ口を横に裂さく。

「我がロードは貴様たちに退場を望んでいるが、どうする？」

　差し出された悪魔の取引に、リーダーの女子生徒がカクカクと迷うことなく頷うなずいた。即そく座ざに降こう伏ふくを選んだリーダーにチームメイトが向けたのは安あん堵どの笑みだ。軽く跳ちよう躍やくしたジャンブルウをその場に残し、ガルーダがスタート地点からさらに後方へと勢いよく飛び去っていく。

「ふむ。物足りんな」

　その後ろ姿を、ジャンブルウは少し物足りなさそうに見送った。ガルーダの実力はジャンブルウにも引けを取らなかったはずだ。戦えば、さぞかし楽しい時を過ごせただろう。

　神の紋もん章しようを宿した者が、必ずしも十全、神の力を引き出せる訳ではない。中にはフェティのように、幼神であるパラパにすら押おし潰つぶされてしまう者もいる。

　神を従え、己おのが思うがままに操あやつることができるのは、希少な神の紋章を授かった者の中でも、ほんの一ひと握にぎりだけだ。

「粗あら方かた片付きましたね」

　箱船の左方の敵を任されていたアリエルが、神秘的に揺ゆらぐオーロラの残ざん滓しを眺ながめながら落ち着いた声で呟つぶやく。その傍かたわらに舞い戻もどってきたシャルネラの神衣は、都合三チームを一手に引き受けていたにもかかわらず乱れるどころか塵ちり一つ付いてはいなかった。

　戦いの余よ韻いんすら感じさせぬ間に屠ほふられた三つのチームに、アリエルに並ぶサラが風で靡なびく黒くろ髪かみを押さえながら苦く笑しようを漏もらす。

「私たちの出番は全くありませんでしたね。ツキヨミ」

「ぎゃう！」

　全く暴れることができなかった黒竜の子、ツキヨミが不満そうに鳴きながらサラの腕に長い身体を巻き付ける。他にも強きよう豪ごうとされた数チームが連帯を組むチームに囲まれていたが、アリエルたちのチームはいち早く先を行く参加者たちを追いかけた。

　空を漕こぐ金色の箱船が、見る見るうちに小さくなる。

「ほんと、すげーな。あのチームは」

　土煙を上げる氷のソリに乗り、先行チームを追いかけるレインが上空の激戦に思わず感かん嘆たんの声を漏らす。あれに比べたら、地上での小こ競ぜり合いなど細やかな問題に違ちがいない。来らい賓ひんにレースの模様を伝えるため飛び回り視覚を仲間内で共有する幽ゆう霊れい《クレヤボヤンス》が見つめるのもそんな派手な戦いばかりだ。

　だからといって、レインの表情に僻ひがみはない。今回のレースはあくまで先にゴールした七チームが予選突とつ破ぱだ。エルニアとフェティの身を助けるため、レインは湧わき上がる闘とう争そう心を上手うまく制せい御ぎよしつつ、島の地図を握にぎるガゼットに視線を巡めぐらせた。

「ガゼット。ペースはどうだ？」

「予定よりずっといいよ。思ってたよりスタート地点の妨ぼう害がいが上手く抜ぬけられたしね。これなら、予定よりずっと早く第一ポイントに着けそうだよ」

　風にはためく地図を広げながら、ガゼットが少し緊張を解いた声でレインに応こたえる。レースには面白味を増すため、そして若手の参加者の実力を引き上げるためにいくつかのチェックポイントが置かれていた。順位が入れ替かわるとすれば、まずそこだろう。

　だが、中にはそんなチェックポイントを無視しようとする小こ狡ずるい奴やつらがいた。

「ぬ！　あやつら、ルールを守らない気か？」

　手た綱づなを握り前方を見み据すえていたエルニアが、森林コースに入ってすぐの脇わき道みちに視線を走らせる。地図に示されたルートから外れた茂しげみの中に、妖あやしげな方ほう陣じんが浮かび上がっていた。その中心で魔ま族ぞく言語の呪じゆ文もんを発しているのは、怠たい惰だの悪魔《ベルフェゴール》だ。異形の口から漏れる瘴しよう気きを含ふくんだ言葉が熱を持つにつれ、方陣の先にある空間が歪んでいく。

　ソリの振しん動どうに眠ねむたげだったジナが身を起こし、その唇くちびるを尖とがらせる。

「一気にゴールに行くの、反則」

「だな。くそ、ルールぐらい守れよ」

　ジナの言葉に、レインが頷きながらレース前のアナウンスを思い出す。障害を突破するために許可されたチェックポイント以外で、次元を越えることによる長ちよう距きよ離り移動はルール違い反はんだ。

　規律に反する不届き者に、エルニアが物申そうと息を吸う。

　それは、いらぬお節せつ介かいだった。

「ＺＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

「んな!?」

　耳を劈つんざくような不協和音に、エルニアが吸い込んだ息を驚おどろきの声に変えて吐はき出す。奈な落らくの底を思わせるその声は、ベルフェゴールの歪めた次元の裂け目を無理矢理押し開いた。レースをショートカットしようとしていた参加者たちの顔に恐怖が走る。彼らが一体何を見たのかレインたちには見えなかったが、後方から聞こえる悲鳴は競技のルールを守らぬ者の末路をしっかりとレインたちの心に刻みつけた。

「ルール。ちゃんと守ろうな」

　嫌いやな汗あせを首筋に流しながら呟くレインに、顔を真っ青にしたアリカとフェティが小さく震ふるえながら何度も頷く。そうこうしている内に一つ目の障害が見えてきた。一面に広がる湿しつ地ち帯たい。参加者の足を奪う環かん境きように加え、中央には甘ったるい香かおりを放つ巨大花を背負った蟻あり、《ラフレシアント》が次々と現れてくるご馳ち走そうに黒い牙きばの間から涎よだれを滴したたらせていた。

「さーて。第一関門だ。気合い入れるか！」

　レインが握った拳こぶしを掌てのひらに叩たたき付け、全員を鼓こ舞ぶする。湿地帯はレオンの冷気で凍こおらせれば道が出来るし、ラフレシアントは突とつ進しんするキールの敵ではない。空を飛ぶ巨大鳥すら捕とらえる長い触しよく手しゆは厄やつ介かいだが、ピックの生み出す雷かみなりの蕾つぼみがのたうつ触手を焼き払はらう。

　他の参加者に漏れず、レインたちは危なげなく第一関門の中ちゆう盤ばんに差し掛かかる。

「うわああああ！　助けてくれぇええええっ！」

　悲鳴が耳を撫なでたのはその時だった。

　レインは反射的に助けを呼ぶ声の方へと視線を走らせ、目に飛び込んできたモンスターに思わず顔をしかめた。

「うげっ」

　不快感満まん載さいの声を上げ、レインが見なきゃ良かったとすぐに後こう悔かいする。湿地帯の沼ぬまをものともせず大きく跳躍したのは、身の丈たけ五メートルはあろう巨きよ大だい蛙がえる《マウントフロッグ》だった。その巨体を受け止めた沼が爆ばく発はつしたように噴き上がり、近くにいたラフレシアントが空中へと放ほうり出される。

　マウントフロッグがその口から長い舌を伸のばし、空中に跳はね上げられたラフレシアントを一いつ匹ぴき残らず捕つかまえ、一気に口の中へと放り込む。むしゃむしゃとラフレシアントを咀そ嚼しやくする姿は、今日の夢に出てきそうだ。

　口いっぱいのラフレシアントでは満足できなかったのか、マウントフロッグが再び跳躍する。いや、ただただ適当に跳躍しているわけではない。マウントフロッグのギョロッとした大きな目は、右へ左へと揺れながら沼の出口を目指す黄色い雲を追いかけていた。

「うっきゃきゃきゃっきゃ！」

「やめろ馬ば鹿かザル！　挑ちよう発はつするな！」

　真っ赤なお尻しりを叩いてマウントフロッグを小馬鹿にするパートナーに、顔を真っ赤にした青年が拳げん骨こつを振ふり下ろす。それが、事態の悪化に拍はく車しやを掛けた。脳天を直ちよく撃げきした拳骨に猿さるのモンスターが目を回し、黄色い雲がガクンと速度を落とす。

　沼地に再度悲鳴が迸る。再び跳躍して距離を詰めたマウントフロッグの舌が、頼たよりなく揺れる雲の端はしを捉えのだ。何でも吸着するその舌に黄色い雲の動きがピタリと止まり、あれよあれよという間にマウントフロッグの口へと引き寄せられる。雲に乗る他ほかのメンバーたちがなんとか舌を引き剝はがそうと躍やつ起きになるが、間に合わない。

「やべぇぞ！　おい、ペムペム【体当たり】だ。ちょっと助けてこい！」

「ぴぎゃ！」

　大おお慌あわてでマウントフロッグを指さすレインに、ペムペムが流石さすがにあれは嫌だと全力で頭を振る。そもそも、あのぬめりを帯びた巨体にペムペムの体当たりが通用するかも怪あやしいところだ。下手をすれば、ペムペムも一いつ緒しよに食べられかねない。

（仕方ない、我々が──）

　本来ならばソリを引く役やく柄がら体力を温存したいキールが足を止め、マウントフロッグに狙ねらいを定める。

　だが、その念話にエルニアが応えるよりも早く、醜しゆう悪あくなマウントフロッグをまっすぐに見定めたアリカが、果か敢かんに声を張り上げた。

「レオン。【アイスブレス】」

「ガァァウ！」

　気高い雄お叫たけびと共に、レオンの口から強きよう烈れつな冷気がマウントフロッグに向かって吹ふき荒あれる。その冷気が凍らせることが出来たのは巨大なマウントフロッグのほんの一部だったが、及およぼした効果は絶大だった。

　マウントフロッグの動きが急激に鈍にぶり、ギョロッとした目に瞼まぶたが落ちる。身体からだを冷やされたことで冬とう眠みん期きに入ったのか、マウントフロッグは気け怠だるそうに黄色の雲から舌を引き剝がすと、もぞもぞと沼の中に潜もぐり込んでしまった。

「おお～。すげ～な、アリカ。てか、気持ち悪くなかったのか」

「あ、うん。ああいうの、結構食材で見慣れているから。意外と大だい丈じよう夫ぶ、かな」

「「「[image: ]？」」」

　顎あごに指先を添そえながら何気なく応えるアリカに、氷のソリに乗っていた全員の顔が引き攣る。ちょっとだけ、アリカの料理に全員が不安感を覚えた瞬しゆん間かんだった。

　レインが気を取り直し、そういえばとマウントフロッグに食べかけられていたチームに目を走らせる。だが、レインが探すまでもなく、向こうの方からレインたちの方へと近寄ってきてくれた。

　安堵の笑えみを浮うかべながら手を振ってきたのは、どこかつかみ所のないひょうきんな顔つきと、柚ゆず色の髪かみが印象的な青年だった。

「いや～、助かったぜ。特に胸のでっかい嬢じようちゃん、ありがとな。すげ～のは胸だけじゃねぇんだな」

「え、いや。あのっ──」

　堂々とセクハラ発言をする青年に、嬉うれしさよりも断然恥はずかしさが勝まさったアリカが怯おびえたように後あと退ずさる。

「おい。なんなんだよ、お前」

　アリカを庇かばうように身を乗り出したレインに続き、ガゼットやエルニア、ジナまでもが鋭するどい殺気を放つ。

　だが、レインたちが制裁を下すよりも早く、青年の股こ間かんに容よう赦しやのない蹴けりが突つき刺ささった。レインとガゼットが思わず顔をしかめ、「あポッ!?」と奇き声せいを漏らした青年が泡あわを吹きながら倒たおれ込む。

「たく。初対面の子に何言ってんだい！　このエロザルリーダーっ！」

　背後から青年の股またぐらにつま先をねじ込んだ女性が、ピクピクと痙けい攣れんする青年に追い打ちを掛ける。耳元で短く切り揃そろえられたオリーブ色の髪が揺れ、鋭い手刀が泡を吹く青年の首筋に落とされた。その手て際ぎわは惚ほれ惚ぼれするほど鮮あざやかで、格かく闘とう術に心得のあるジナが思わず拍はく手しゆを送るほどだ。

「たくっ。主従揃そろって世話が焼ける猿なんだから。──ごめんね、嫌な思いをさせちゃって。私はアンナ。あんたは？」

「えっと、アリカです」

　申し訳なさそうに目め尻じりを下げながらアンナと名乗った女性に、アリカが慌あわてて名乗り返す。アンナはそんなアリカを可愛かわいい妹でも見るような眼まな差ざしで見み詰つめると、ふっとその口元を緩ゆるめて、アリカの薄黄色の髪にポンとその手を乗せた。

「本当にごめんね。あのエロザル──エイドも悪い奴じゃないんだけど、ちょっと今拗すねててさ」

「拗ねてなんかないぞ！　無理矢理出された大会なんだから、ナンパぐらいするのは当然の権利だ！」

「ッチ。浅かったか」

　アンナがあからさまに舌を打つ。そして彼女は、呆あきれた表情を浮かべながら、股間を押さえて蹲うずくまるエイドと呼ばれた青年へと目を向けた。

「エイド。あんたねぇ。もうちょっと恥はじや外聞を考えなよ」

「だって本当のことだろ。というか、恥や外聞を考えるなら特進クラスのテロッザやチャノットを連れてくれば良かったじゃないか。なんでわざわざ、特進落ちの僕らなんだよ」

「それは先生たちが何度も言ってたでしょ。『夏休みの討とう伐ばつ遠えん征せいで特進クラスが全ぜん滅めつしたから頼たのむ』って」

「僕は全力で抗こう議ぎする！　こんな寄せ集めチームで勝てっこない！」

　ネガティブな方向に自信満々なエイドが、拳を大きく突き上げて主張する。そんなチームのリーダーに、レインたちから一番遠いところに座る彼らのチームメイトが「そうだそうだ」とエイドに倣ならって拳を突き上げる。

　綺き麗れいに声を揃えるチームメイトに、アンナがやれやれと嘆たん息そくする。そんな彼女に同情を感じつつ、レインは一つ気になった点を質問した。

「あの、ちょっといいか？　夏休みの討伐遠征って……」

「年上に対してその言葉遣づかいは問題ないのかい？　問題ないと思うなら、もうちょっと堂々と私の前に立って言いな。もちろん、仁に王おう立ちで」

「ちょっとよろしいでしょうか、アンナさん。夏休みの討伐遠征とは何か、よろしければ教えてください」

　足を軽く蹴り上げてみせたアンナに、レインが慌てて言葉遣いを改める。

　アンナは「よろしい」と言って頷うなずくと、端たん的てきに事情を説明してくれた。

「まあ、私たちも詳くわしくは知らないんだけど。なんでも、夏休みに学校の特進クラス──要は優等生たちを駆かり出してでっかい討伐に参加したんだとさ。んで、ものの見事に玉ぎよく砕さいしちゃってね。その代わりに、今回は私たち優等生落ちが駆り出されたってわけ。見て分かると思うけど、華ないでしょ。私たち」

　冗じよう談だんぽく笑いながら、アンナが自分たちのチームを指さす。確かに、アンナのチームには神やドラゴンはおろか、悪あく魔まや天使さえいなかった。しかし、ただで終わるつもりも毛頭ないのだろう、その証しよう拠こに、アンナの双そう眸ぼうは自じ虐ぎやく的であっても自じ嘲ちようはない。

「まぁでも、できる限り引っかき回してやるつもりだけどね。ほらほら、エイド。いつまでそんな情けない格好してんの。ソンも、いい加減寝ねたふりは止やめな。分かってるよ」

　どこか楽しげなアンナの声に、エイドが恨うらみ節を呟つぶやきながら少しずつ身を起こし、ソンと呼ばれた猿のモンスターが勢いよく跳ね起きる。

「あんたたちも、出来れば本戦で会いましょうね」

　腰こしに手を当てたアンナがレインたちに軽くウインクし、力一いつ杯ぱい沼ぬま地ちの出口を指さす。

「さぁて、遅おくれた分を取り戻もどしますか。行きな、ソンっ！」

「うっきぃー！」

　まるで自分のモンスターの如ごとく命令を下すアンナに、ソンが勢いよく黄色の雲を踏ふみ締しめる。その瞬間、黄色の雲が沼地の出口へ向けて一気に加速した。あっと言う間に、その背中が見えなくなる。

「なぁ。あれならマウントフロッグを振り払えたんじゃないのか」

「あの様子ならば手を抜ぬいていたんだろう。さあ、私たちも行くぞ！」

　素す早ばやく話を切り上げたエルニアが、遅れた時間を取り戻すために全力で手た綱づなを振るう。

　その後は順調に第二関門までクリアしたレインたちだったが、その道中、ガゼットは一人ずっと目的地までの地図と睨にらみ合っていた。

「気になるんだよな～。この第三関門が……」

　ガゼットが指先で地図に記された印をなぞる。

　ルートの途と中ちゆうにある小川。そこに記された大きな「？」のマークと特別ゲストの文字が、ガゼットにはどうにも気がかりだった。
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「おお、来た来た！」

　押し寄せる熱気に群ぐん青じよう色いろの上着を靡なびかせ、その男は楽しげに口の両りよう端たんを吊つり上げた。背中に構える小川。その中で準備を整えている相棒に、男が首を捻ひねって笑いかける。

「どうだ、ロググ。行けそうか？」

「ぎゅぴん！」

　男──希代のスライムトレーナー、カルナの声に、心地ここちよさげに小川に浸ひたっていたロググは大きく身体を跳ね上げた。水みず飛沫しぶきがその後を追い、小川からカルナの肩かたへと水の架かけ橋を作る。

　夜空に似た群青色の柔やわ肌はだに伝う滴しずくが、すぅっとその肌に吸収される。カルナの肩を濡ぬらすことなく着地したロググは、瑞みず々みずしい肌に太陽の光を受け止めながら土つち煙けむりが上がる前方を睨み付けた。

　土煙の次に見えたのは、様々な幻げん獣じゆう超ちよう獣じゆうたちだった。空にはドラゴンや鳳おおとりが、地上では足に自じ慢まんのある屈くつ強きようなモンスターたちが大挙して押し寄せてくる。何とか頭一つ分でも抜け出そうとするその姿は、カルナやロググから見れば統率の取れた軍勢のように見えた。

「おお～、びりびりくるな。いい緊きん張ちよう感かんだ」

　押し寄せる殺気の嵐あらしを前に、カルナが涼すずしげな笑みを浮かべながら身体からだの調子を確かめるように肩を回す。その顔に、なにかときな臭くさい大会に対する不安は全くと言っていいほどなかった。

　カルナは自他共に認める希代の大おお馬ば鹿か者だが、決して勘かんが悪いわけではない。なにやらこの大会の裏で動きがあるのももちろん分かっているし、自分が利用されていることにも気がついている。

　けれど、カルナはこの依い頼らいを請うけ負おった。

　今まさに伸のび盛ざかりの若人わこうどたち。そのエネルギーをこれほどまでに注ぎ込んでくれる機会はそうはない。カルナの全身から烈れつ火かの如き闘気が迸ほとばしる。その気き迫はくと軍勢の熱気が接せつ触しよくした刹せつ那な、互たがいの闘とう争そう心が一気に膨ふくれ上がり、草原に吹ふいていたそよ風が烈れつ風ぷうに姿を変えた。

　殺気混じりの心地よい圧あつ迫ぱく感かんに、ぺろりとカルナが唇くちびるを舐なめる。

「さぁ～～～～てぇ。楽しむぞ、ロググ！」

「ぎゅっぴん！」

　背はい水すいの陣じんを敷しき、参加者たちの前に立ちふさがるスライムトレーナーとスライム。

　その顔に張り付いた笑みは、このレースの参加者の誰だれよりも若々しく、荒あら々あらしく、どこまでも無む邪じや気きだった。
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　第二の関門を突とつ破ぱしたレインたちは、地図に記されたルートをひた走っていた。湿しつ地ち帯たいの次に現れた大河を渡わたり、次に現れたのは穏おだやかな草原だ。フェティの髪の毛と同じ萌もえ葱ぎ色の芝しばがそよぐ風に静かに揺ゆれ、道ばたに咲さく野花が目を和なごませる。

　大河で一度作り直して強度を整えたソリの周りには、レインたちの他ほかに三つのグループがいた。まだ完全に油断は出来ないが、どのチームもフェティの存在を胡う乱ろんげに見ても、略りやく奪だつする素そ振ぶりは見せない。おそらく、純じゆん粋すいなレースの参加者なのだろう。

　その中でも一際風変わりなチームが、何を思ったのかレインたちの氷のソリへと近づいてきた。警けい戒かい心しんを高めるレインに、少し拗ねた笑みを浮うかべた少年が無む抵てい抗こうを主張して両手を挙げる。

「おいおい、そんな警戒すんなよ。別に、喧けん嘩か売りに来たわけじゃないからさ。俺はギンジ。よろしくな」

「あ、ああ」

　わざわざ身を乗り出して手を伸ばしてくる少年に、レインが戸と惑まどいながら手を差し出す。握にぎった硬かたい掌てのひらは、どこかなつかしい土の臭においがした。

　ギンジと名乗った少年の歳としは、おそらくレインたちと同じくらいだろう。その出身地は確かく認にんするまでもない。サラと同じ墨ぼく汁じゆうを垂らしたかのような黒くろ髪かみ黒こく眸ぼうと名前の音、そして袴はかまと呼ばれる特とく殊しゆな服装は、間ま違ちがいなく極東の島国【ムサシ】の出だ。

　ただ、レインにとってはギンジの姿よりも、彼の乗る物もの珍めずらしい乗り物と、それを引くモンスターの方が気になった。

　レインと同じく好こう奇き心しんを擽くすぐられたガゼットが、油断なくアリカとフェティをソリの端はしに下がらせながら尋たずねる。

「それって、確か人力車って乗り物だよね」

「おお、よく知ってるな！」

　自国の乗り物の名を呼ばれて、ギンジは嬉うれしそうに破顔した。ギンジが乗っているのは一いつ対ついの両輪の上にお客が乗る座席と梁はりを載のせた、引き手である人間の力が動力となる乗り物だ。ただ、今ギンジが乗っているのは、本来は二人分の座席を後方に大きく増築した大型のものだ。人間の力では走るどころか、引いて歩くことすら困難だろう。

　もちろん、そんな大型の人力車を引いているのは人ではなかった。いや、身体は人に近いのだが、その背中には鳥の黒羽が生え、真っ赤な顔からは長い長い鼻が伸びていたりと、明らかに容姿が人間離ばなれしているのだ。

　レインたちの視線に気がついたギンジは、自慢げに笑いながら悪魔の紋もん章しようが刻まれた掌を人力車を引くモンスターへと傾かたむけた。

「紹しよう介かいするぜ。俺の使つかい魔ま。《天てん狗ぐ》の風ふう天てん丸まるだ」

　下げ駄たと呼ばれる極東の履はき物もので大地を蹴けり、キールに並ぶ速度で人力車を引く《天狗》、風天丸が主あるじの紹介に応こたえて軽く会え釈しやくする。

　そんな人間くさい動きに戸惑いつつ、レインはペムペムをキールの頭から呼び戻して、ギンジの挨あい拶さつに応えた。

「俺はレイン。こっちが相棒のペムペム。見ての通りの《スライム》だ」

「ぴぎぃー！」

　レインの肩に飛び乗ったペムペムが、元気よくギンジたちに挨拶する。

　そんなスライムコンビに、ギンジは漏もれ出した闘争心に口の端はしを吊つり上げながら頷いた。

「ああ、知ってるよ。昨日のお前ら格好良かったぞ。すんげぇー啖たん呵かだったな」

「え？　あ～、あれか。見てたのか？」

　昨晩のパーティーの事を褒ほめられ、レインがこそばゆそうに頰ほおを搔かく。ギンジにスライムトレーナーであるレインを軽けい蔑べつするような雰ふん囲い気きはなかった。

　あるのはただ一つ、レインたちの力量に対する興味だ。

　人力車の手すりで頰ほお杖づえを突つきながら、ギンジが闘とう志しの片へん鱗りんを舌に乗せる。

「俺のいた国じゃ、馬ば鹿かじゃ天下を取れねぇって言われてる。天下を取るのは、無理だ無理だと笑う奴やつらを笑い返せるオダやトヨトミみたいな大馬鹿者だけだ。トクガワも今じゃ狸たぬきなんて言われてるが相当なくわせ者だって評判だしな」

　一度言葉を切ったギンジが、その黒眸でレインとペムペムを見定める。その双眸は、キールの手綱を握るエルニアに一いち瞥べつもくれることなく、ただただレインとペムペムだけを見み据すえていた。

　だが、その目の輝かがやきが映す景色は、レインたちよりも遥はるか先を見据えているようにレインには思えた。

　遥か先を見据えて、ギンジはその野望を言葉に変えた。

「あいつらみたいな大馬鹿者になって天下を取る。それが俺の夢だ！」

　ギンジが今まで以上に口くち端はを吊り上げる。それは、闘争とはまた別の戦いに挑いどむ男の顔だ。

　レインが思わず圧あつ倒とうされる。天下を取るなんて、レインは今まで考えたことがない壮そう大だいな夢だ。だが、その夢が本気だということは、ギンジの目を見れば明らかだ。

　しかし、圧倒されるだけではすまなかった。レインの肩を、黒い瞳ひとみを野望にギラつかせたギンジが硬い掌でガッシリと摑つかんだのだ。

「俺は、俺と一いつ緒しよに天下を取れる、俺とおんなじくらいの馬鹿を探してここに来た。ただ強いヤツなんかいらねぇ。地位も、力も全然敵かなわねぇようなヤツに喧嘩を売れる、大馬鹿野や郎ろうを探してここに来た。なぁ、どうだ。この大会が終わったら、俺と一緒に来ないか？　俺が天下を取った暁あかつきにはお前を俺の国で千石の大名にしてやるぞ！」

「「「ええっぇえっ!?」」」

　大おお真面目まじめな顔をして勧かん誘ゆうするギンジに、レインたちが一いつ斉せいに目を丸くする。エルニアを誘さそうならまだ分かるが、天下を取るためにスライムトレーナーを誘おうとするなど、世の中にはとんだ大馬鹿者もいたものだ。

　あまりに唐とう突とつな誘いに、レインの思考が停止する。そんなレインに、ギンジはああっと妙みよう案あんを思いついたように手を叩たたくと、立てた親指で隣となりの席を指さした。

「それに、今なら俺の可愛かわいい従姉妹いとこが女中に付いてくるぞ」

　にこやかに提案するギンジに、「何、馬鹿なことを」と言いかけたレインの背筋が凍こおり付いた。氷のソリの温度が一気に低下し、女性陣の顔色が明らかに変わる。驚おどろきに染まっていた顔には、静かな怒いかりが張り付いていた。突き刺ささる視線に、現実の痛みが加わる。いつの間にかアリカの膝ひざの上から身を乗り出してきたフェティが、ギュッとレインの太ももを抓つねっていた。

「いや、ちょっとま────」

　不ふ穏おんな気配に命の危機を感じ、レインが慌あわてて口を開く。

　その声を、優美な声が遮さえぎった。

「戯たわむれが過ぎますよ。帝みかど」

　草原に吹く風に自らの声を乗せたのは、今し方ギンジに指差された、やはり黒髪黒眸の見目麗うるわしい少女だった。背が低く、顔立ちもまだまだあどけないところを見ると歳はレインたちよりも少し下ぐらいだろうか。

「異国の地で、少しはしゃぎすぎではありませんか。そんな隙すきだらけでは、いつ後ろから刺されても文句は言えませんよ」

　彼らの国の言葉で言うならば大和やまと撫なでし子こというに相応ふさわしい和美人の少女が、柳りゆう眉びに険を織り交ぜ、笹ささの葉が風に靡なびくような趣おもむきのある声に静かな怒りを忍しのばせる。

　ギンジは首筋に白はく刃じんを突き立てられたかのように顔を青くすると、引き攣つった笑えみを浮かべながらぎこちなく首を少女へと巡めぐらせた。

「あ、はははは。じょ、冗じよう談だんだよ。シイナ。マジになるなって」

「次そんな笑えない冗談を言ったら、すぐにミズキにお仕置きをしてもらいます。天てん狐こも、帝を焼けるとなればさぞ喜ぶことでしょう」

　少女の言葉に、日ひ除よけの笠かさに隠かくれた後ろの方から人の動く気配がする。漏れ出してきたのは、明確な殺気だ。シイナと呼ばれた少女がどれほどの本気をその言葉に込こめていたのか、それは青を通り越こして顔面蒼そう白はくになりだしたギンジを見れば想像に難かたくない。

　再び、首をレインの方へと巡らせたギンジが、親に𠮟しかられた子供のように頭こうべを垂れる。

「すまん。女中の件は無しで頼たのむ！」

「い、いや。そもそも付いて行くつもりはないからなっ！」

「ええ～っ！　なんでだよっ？」

　本気で驚いた声を漏らすギンジが危険を顧かえりみず、ズイッと人力車から身を乗り出す。その顔は、本気でレインに断られたことを残念がっていた。

「なんだ？　お前も、今何かやりたいことがあるのか？」

　ギンジが小首を傾かしげてレインに尋ねる。

「え……」

　咄とつ嗟さに、レインは応えることが出来なかった。

　カルナとの手合わせやゴルドへのリベンジが脳のう裏りを掠かすめたが、ギンジの言うやりたいこととは意味が違ちがう気がする。

　ゴルドが発した言葉が耳に蘇よみがえる。




　『この世の全すべてのドラゴンと契けい約やくを結び、最強の国を作る』




　ゴルドは心底嫌いやな相手だったが、あの言葉だけはレインの胸に残っていた。

　続いて、今聞いたばかりのギンジの言葉がレインの耳に蘇る。




『あいつらみたいな大おお馬ば鹿か者になって天下を取る。それが俺の夢だ！』




　熱い熱い男たちの言葉。

　ギンジも、ゴルドも、レインにはない大きな夢がある。

　二人の語る『夢』に、レインの奥底にある雄ゆう性せいが疼うずく。「ペムペムと共に神を倒たおす」というスライムトレーナーとしての夢とはまた別の夢。レインの、一人の男としての夢とは、一体何なのだろうか？

　押おし黙だまるレインに、ギンジが不思議そうな顔をする。ガゼットが、エルニアが、アリカが、ジナが、フェティが、そしてペムペムまでもが、風に翻ほん弄ろうされる髪かみのように心が定まらないレインを心配そうに見つめている。

　だが、レインにその答えを見つけ出す時間は無かった。

　悩なやむレインの頭上から、群ぐん青じよう色いろの何かが勢いよく降ってきた。

（摑まれ！　皆みなの者！）

　キールの念話が脳を打ち、同時に氷のソリが大きく揺ゆれる。キールと反発するように風天丸が横に飛び、二手に分かれた氷のソリと人力車の間にそれは墜つい落らくした。

「と、止まれ。キール！」

　エルニアが慌てて手た綱づなを引き、横よこ滑すべりしたソリがキールを中心に反転する。

　落下してきたものを目まの当たりにした瞬しゆん間かん、エルニアたちはもとより、レインですら思わず我が目を疑った。

　レインたちと反対方向に飛んだギンジが、同じく目を丸くしながら尋たずねる。

「なぁ、レイン。ここの国のすらいむとれーなーとやらは、皆お前みたいな大馬鹿者ばっかなのか？」

「いや。でも、いるんだろうな。この先に。俺みたいな、いや、俺以上の大馬鹿野郎が」

　唾つばを飲み込みながら乾かわいた笑みを浮うかべるギンジに、レインは同じような笑みを浮かべながら首を縦に振ふる。

　空から降ってきたそれは、ゼリー状の身体からだの中に三つ首の魔犬《ケルベロス》を閉じ込めた、群青色の巨きよ大だいスライムだった。

　鼻息を荒あらく首を振るキールが、その視線を前方に傾ける。

　その視線の先には、この世のものとは思えない光景が繰くり広げられていた。
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「バケモンか？　あいつは!?」

　その声を漏らしたのは、参加国で五指に入る大国の名門学校を代表して参加してきた、その掌てのひらに神の紋章を宿すゴッドトレーナーだった。チームメイトの契約した空を泳ぐ鮫さめ、《ウィングシャーク》の背から関門のボーダーラインである小川を目指すその顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　簡単な関門だと勢い勇んで飛び出したケルベロスは、それこそ、あっという間に遥か後方へ連れ去られてしまった。

　愕がく然ぜんとするケルベロスの魔獣錬磨師モンスタートレーナーを庇かばいながら、ゴッドトレーナーの少年が背はい水すいの陣じんを構える障害を睨にらみ付ける。慢まん心しんを捨て発動した【契けい約やくの絆きずな】により、彼の掌に刻まれた神の紋もん章しようが赤黒く輝き出す。

「オーブロ！　【オメガマグマ】」

　ゴッドトレーナーの少年の声に、ウィングシャークを傷つけないため浅黒く肌はだを冷やしていた溶よう岩がん神《ラバ》が動き出す。その上半身が活火山と同等のエネルギーに包まれ、その焼けた口こう腔こうから巨大なマグマの塊かたまりが吐はき出された。

　酸素を取り込み空中で発火したマグマの塊が、地上からこちらを狙ねらっていた群青色の敵──最弱のモンスターであるスライムを押し潰つぶす。スライムの身体を作る水分は、摂せつ氏し数千度はくだらないマグマにより、一いつ瞬しゆんにして蒸発する──はずだった。

「ぎゅぴん！」

　あり得ない声が、地上の芝しばを燃やすマグマの中から響ひびいてきた。水たまりのように滞たい留りゆうするマグマの中心がゆっくりと盛り上がる。そのマグマにはつぶらな瞳と、好戦的な笑みを作る牙きばのない口が付いていた。

　言葉を失う少年に、たった今、他ほかのチームを全ぜん滅めつさせたスライムトレーナーが笑いかける。

「さあ、ここで問題だ。なんで、スライムがこの世界で最多の固有数を誇ほこると思う？」

　投げかけられた問題に、少年は答える思考を残してはいなかった。声にならない叫さけびを上げ、次なるマグマの玉を作り出すようにパートナーへと指令を下す。

　先ほどよりも巨大に練り込まれるマグマの玉はさながら隕いん石せきだ。ウィングシャークが耐たえられる限界まで練り上げられた球体状のマグマを涼すずしげに眺ながめながら、そのスライムトレーナーは時間切れとばかりに問題の答えを口にした。

「それはな、こいつらがどんな環かん境きようでも生き残れる最高の環境適応能力を持っているからだよ！　ほら行け、ロググ！　【体当たり】！」

「ぎゅぴん！」

　拳こぶしを突つき上げるスライムトレーナーの子供のような笑みに応こたえ、身体をマグマスライムへと変質させたスライムが跳ね上がる。その燃え上がる身体が遥はるか上空にいるはずのウィングシャークへ到とう達たつするまで、一秒と掛かからない。

　投げ落とされた巨大マグマボールと、マグマに体質を変質させたスライムが衝しよう突とつする。弾はじけたのはマグマボールの方だった。マグマを四散させたスライムは、そのままラバの胸に突き刺さった。天変地異である神の攻こう撃げきですら貫つらぬいた勢いに耐えきれず、溶岩神の身体がウィングシャークから放ほうり出される。

　ラバの魔獣錬磨師モンスタートレーナーは、ケルベロスの魔獣錬磨師モンスタートレーナーと同じく表情を強こわばらせた。確かに、スライムは様々な環境に適応できる。全てのスライム種の原点はノーマルスライムであったという研究結果もある。

　しかし、神の生み出したマグマにまで適応するなど馬ば鹿かげてる。そんなこと、信じられるはずがない。

　ありえない、とゴッドトレーナーが愕然とする。対して、その顔を見上げるスライムトレーナーの顔には、これ以上無いほどの満面の笑みが輝かがやいていた。

「ほらな。すげーだろ、スライムは。さぁって、ちょっと後退願おうか。やる気が残ってるなら、また来いよ。ロググ、しっかり送ってやんな」

「ぎゅっぴん！」

　待機していた別の分ぶん裂れつ体のスライムが、その身を群青色の砲ほう弾だんに変える。その身が突とつ如じよ膨ぼう張ちようし、避よけようと身をくねらせたウィングシャークを、背に乗る魔獣錬磨師モンスタートレーナーごと吞のみ込んだ。

　だが、水の中はむしろウィングシャークの土俵だ。ウィングシャークが強きよう靭じんな筋肉を撓たわめかせ、背に残ったモンスターたちもスライムの中からの脱だつ出しゆつを試みる。

　その時だった。巨大なスライムの身体が、彼らを包むギリギリのサイズまで一気にして収縮したのは。

「もご!?　っが、な────っつ!?」

　首だけスライムの外へと出ることを許されたゴッドトレーナーの少年が、身体を締しめ付ける圧力に声を止められる。一体、このスライムはどれだけの水分を圧縮しているのだろうか。身体を束そく縛ばくする水圧に少年は指一本動かすことも許されず、ウィングシャークですら身み動じろぎ一つ取れずに凶きよう暴ぼうな力を束縛されていた。

　既すでに別のチームへ意識を傾かたむけていたスライムトレーナーに代わり、少年達を包んで落下するスライムに別のスライムが視線を向けていた。その身体が霞かすみ、強きよう烈れつな体当たりを受けた少年を包むスライムが勢いよく弾き飛ばされる。

　もう二度とスライムトレーナーを敵に回すまいとその胸に刻みながら、少年はチームメイトと共に数百メートルの後退を余よ儀ぎなくされた。
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　頭上を通り過ぎる群青色の砲弾。その行く末を見送る余よ裕ゆうなど、レインにはなかった。

「はは、なんだよ。ありゃ」

「ぴぎ……」

　肩かたに乗り同じ方向を見つめるペムペムが、まるで夢でも見ているかのような声を漏もらす。さすがのレインも、こればかりは夢だと思いたくなった。

　小川の前に立つたった一人のスライムトレーナーと、小川から制限無く溢あふれ出す無限のスライム。そんなあまりに頼たよりない門番が、神をドラゴンを、天使を悪あく魔まを、幻げん獣じゆうを超ちよう獣じゆうを手玉に取り、その行く手を阻はばんでいる。

「すごい……。あの人ってレイン君の言ってた憧あこがれのスライムトレーナーさんだよね」

「いやいや。レインから聞かされてた以上だよ」

　ポカンと口を開けていたアリカがようやく声を絞しぼり出し、ずり落ちた眼鏡を整えるガゼットの声がその後に続く。口には出さないが、二人と同様にエルニアやジナも目の前で繰り広げられる攻こう防ぼう戦せんに圧あつ倒とうされていた。

　もちろん、それはレインも同じだ。アリカとガゼットに頷うなずき返すが、その表情は曖あい昧まいで自信が無い。当然だ。レイン自身、カルナがここまでの力を持っているとは思わなかった。

　また一チーム。カルナとロググの手により、国の代表が遥か遠くに飛ばされる。

　いち早く平静を取り戻もどしたのは、扇せん子すという道具で口元を隠かくしたシイナだった。

「帝みかど。おしゃべりはここまでです」

「だな。残念だけど、レイン。ここでお別れだ」

　名残なごり惜おしそうに手を振るギンジが、その腰こしを人力車の椅い子すに落ち着かせる。そして、無茶苦茶な川辺を楽しげに眺めたギンジは、熱の引いた声で静かに呟つぶやいた。

「風天丸。【隠れ蓑みの】」

　ギンジの声に頷いた風天丸が、肩に掛けていた蓑を空に向かって放り投げる。バサッと大きな音を立てた簑は次の瞬間に弾け、何十本もの藁わらに分かれて人力車を包み込んだ。

　スゥッと、まるで霞かすみが掛かったかのように、レインの近くからギンジたちの存在感が薄うすれる。

　見えているのに認にん識しきし辛づらいギンジは、完全にレインたちの意識から外れる寸前に微ほほ笑えんだ。

「俺たちの使つかい魔まはみんなかくれんぼが得意なんだよ。悪いが、俺たちは先に行くな。ああ、それと。一いつ緒しよに来る件、前向きに考えてくれよ──」

　言葉尻じりは、そよぐ風に遮られてほとんどレインたちの耳に残らなかった。つかみ所の無いムサシの国から来た魔獣錬磨師モンスタートレーナー。今までにないオーラを残した彼らに、レインの胸が高こう揚ようする。

　しかし、その出会いの余よ韻いんを嚙かみ締める間もなく、レインは急いで現実の問題に目を向けた。

「さーて。どうすっかな？」

　難しそうに眉まゆを寄せ、レインがソリに乗る全員に尋ねる。

　すると、意外なところから声が上がった。

「カルナなら、頼たのんだら通してくれるよ！」

「フェティ？」

　無む邪じや気きな笑みを浮かべて、アリカの膝ひざからフェティが身を乗り出す。そして、レインが止める間もなく、フェティは腕うでを大きく振って、小さな喉のどを震ふるわせた。

「カルナ～っ！」

　まるで、親しん戚せきのおじさんを呼ぶようにフェティが叫ぶ。カルナまでの距きよ離りは、目測でおよそ百メートル。フェティの声じゃとても届きそうにもないが、予想に反してカルナはしっかりとその声に反応した。
















　目を凝こらすカルナの顔に驚おどろきが浮かぶ。だが、その顔は徐じよ々じよに理解の色に染まり、最後には好戦的な笑みへと変化した。

　ゾクリと、カルナの笑みを見たレインたち全員の背筋がざわめく。その予感を証明するように、ロググの生み出した分裂体の一体が、まだまだ距離のあるレインたちに向けてその身を打ち出してきた。萌もえ葱ぎ色の芝しば生ふを群ぐん青じよう色いろの軌き跡せきが両断する。【体当たり】と呼ぶにはあまりにも速度の違ちがう先制攻撃。

　いち早く反応したのは、勇ましく銀の髪かみを揺ゆらしたジナだった。

「ルル。弾はじい、て！」

「きゅぴぴ！」

　ジナの声にルルが素す早ばやく跳ちよう躍やくし、桃もも色いろの盾たてと群青色の砲弾が激げき突とつする。刹せつ那な、群青色の軌跡がその進路をねじ曲げた。軟なん体たいの身体を持つスライムの妙みよう技ぎ。ルルがその弾だん力りよく性に富んだ身体を捻ひねり、衝しよう撃げきをいなして弾いたのだ。

　だが、全すべての衝撃をいなすことはできなかった。

「きゅ、きゅぴぴ!?」

　本来ならその場に着地するはずのルルが、群青色の砲弾と同じくその身体を弾かれる。咄とつ嗟さに飛び出したペムペムがルルの身体を受け止め、それでも殺しきれない衝撃に今度はペムペムの身体が飛ばされる。飛んでくるペムペムをレインはすかさず受け止めたが、その重い衝撃に耐えきれず、後ろへと倒たおれ込んでしまった。

「いつつつつ……って、あれ？」

　覚かく悟ごしていたよりも少ない痛みに、レインが戸と惑まどいの声を上げる。その鼻先を、ジナの吐と息いきと声がくすぐった。

「婿むこ様。大だい丈じよう、夫ぶ？」

「ジナっ!?」

　レインが思わず叫ぶ。後頭部を受け止めた少し冷たくて柔やわらかな膝。細い視界に映る、こちらを覗のぞき込むジナの顔。その眠ねむたげな瞼まぶたが微かすかに持ち上がり、じぃーっとこちらを見み詰つめる濃こい栗くり色いろの双そう眸ぼうが徐々に迫せまってくる。

　エルニアとアリカの悲鳴に、レインはハッとしてジナの肩を押し退のける。

「婿様。手当てするからジッとして、る！」

　なぜかレースが始まって一番のやる気を見せだしたジナが、負けるかとばかりに再びレインへと身体からだを傾ける。

　迫るジナに、レインは慌あわてて身を捻りながらその身体を跳はね起こした。

「だ、大丈夫だ！　それより、ロググは!?」

　レインが取り繕つくろうように視線を群青色の砲弾が飛んでいった方に走らせる。いやにうるさい胸の鼓こ動どうを無視して辺りを探すと、目当てのスライムはすぐに見つかった。

「ぎゅぴっ！」

　レインと視線を合わせたロググは嬉うれしそうに飛び跳ね、小川の方へと戻っていく。

「挨あい拶さつ代がわりってことかよ」

　知らず知らずのうちに、レインの口元が笑みを作る。そんなレインに、ガゼットは呆あきれたようにため息を吐ついた。

「レイン。気持ちがノッてるところ悪いけど、あんまりいい状じよう況きようじゃないよ。僕たち、完全に目を付けられたみたいだし」

　困った表情で眼鏡の位置を整えるガゼットが、小川の方を指さす。いかにカルナとロググといえど完かん璧ぺきではない。一度に大勢のチームを相手にすれば、取りこぼしがあるのは仕方ない。

　だが、ことレインたちにとってそれは望み薄だ。強力に張り巡めぐらされた緊きん張ちようの糸。カルナの警けい戒かい網もうは、確実にレインたちの位置を捉とらえていた。

「ご、ごめんなさい……」

「くぅ～ん」

　カルナの注意を引いてしまい、フェティがパラパをぎゅっと抱だき締めながら小さな身体をさらに小さくする。慰なぐさめるようにアリカが優やさしくその頭を撫なでているが、現実的に厳しい状況には変わりない。

　焦じれた表情を浮うかべたエルニアが、キールに力を蓄たくわえさせながら声を上げる。

「どうするのだ？　こうしている間にも、どんどん他ほかのチームが抜ぬけているぞ」

　エルニアが判断を急せかす。確かに、エルニアの言うとおり、余り時間を掛かけるのは得策じゃない。こうしている間にも、トップチームとの差は広がっているのだ。

　見る限り、ロググは小川の横よこ幅はば目め一いつ杯ぱいに配置されていた。さらに迂う回かいすることですり抜けられることも出来なくはないだろうが、それだとやはり時間のロスだ。上位七チームに食い込むことが限りなく難しくなる。

「俺とペムペムが囮おとりになって食い止めるか？」

　むしろ、それを望むようにレインがソリの縁ふちに手を掛ける。

　そんなレインを、不敵な表情を浮かべたガゼットが押し止とどめた。

「いや。ちょっと僕の話を聞いてよ。試ためしたいことがある」

　ガゼットが邪じや悪あくな笑みを浮かべ、全員の顔に不安と信しん頼らいを織り交ぜた微び妙みような表情が浮かぶ。ただ、今はこの眼鏡の悪魔の知ち恵えを頼る以外に道はない。

　全員が緊張の面おも持もちで、ガゼットに耳を傾ける。

　…………

「意外とまともな作戦だったな」

「うん。ガッちゃんらしくないね」

「いやいやいやいや、どういうことっ!?」

　素直な感想を述べるレインとアリカに、ガゼットが心外だとばかりに抗こう議ぎする。そんなガゼットに、フェティの口から小さな笑いが漏れた。やはり、カルナの注意を引いたことに罪悪感があったのだろう。

　レインは、フェティの小さな頭に手を乗せ、フード越ごしにその小さな頭をクシャッと撫でた。

「気にすんな、フェティ。お前は、ただ楽しんでればいいんだよ」

「お兄ちゃん……。うんっ！」

　力強い笑みを湛たたえるレインに、心を軽くしたフェティが大きく頷く。そのフードから手を離はなしたレインは、その双眸に闘とう争そう心を宿しながら氷のソリに乗る仲間たちへ声を掛けた。

「エルニア、キール。ジナ、ルル。行けるよな？」

「まったく、誰だれに物を言っている？」

「もちろ、ん」

「ガゼット、アリカ。そっちはどうだ？」

「愚ぐ問もんだね。僕が立てた作戦だよ」

「いつでも行けるよ。レイン君」

　エルニアが強気な笑みを見せ、ジナがやる気満々とばかりに胸の前で両手を握にぎる。ガゼットは不敵に眼鏡を押し上げ、アリカが声に自信を滲にじませる。そんなやる気に満ちた主あるじたちに、パートナーたちが応こたえないわけがない。

　頼たよりになる仲間たちに頷うなずき返すと、レインは抱きかかえていたペムペムを頭の上に乗せ、笑みが堪こらえきれなくなった口を動かした。

「んじゃ、ちょっと。スライムトレーナーの先せん輩ぱいの胸を借りるとするか！」
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「お、何かやる気だな」

　遥はるか上空から飛び越こえようとしたチームを打ち落としながら、カルナが肌はだを刺さす雰ふん囲い気きの変化を敏びん感かんに感じ取る。昨晩、フェルがなにやらこのレースに参加することを仄ほのめかしていたが、まさかあのチームにいるとは思わなかった。

　カルナが、ドラゴントレーナーの王子に喧けん嘩かを売っていたレインの横顔を思い出す。フェルとフェティを取り巻く環かん境きようは複雑だが、レインの横顔は直感的に信頼できた。

　だが、それとここを通すかどうかは別問題だ。

「さーて、食い止めてやっか。ロググ」

「ぎゅぴ！」

　小川に浸つかり、無数の分ぶん裂れつ体を統率するロググが元気よく応える。その声をまるで聞いていたかのように、フェティを乗せたソリを引くホースドラゴンが凄すさまじい圧あつ迫ぱく感かんと共に疾しつ走そうしてきた。僅わずかに角度を傾かたむけ、緋ひ色いろのドラゴンが氷のソリと共に小川へと突とつ入にゆうしてくる。

「抜かせるかよ。ロググ、【体当た──っ!?」

　叫さけんだカルナの頰ほおが笑えみに引き攣つる。氷のソリから身を乗り出した氷ひよう狼ろうが、強きよう烈れつな冷気を放ったのだ。ソリは川下に向かっていたが、冷気が放たれたのは川上だ。芝生を氷結させた冷気が小川に触ふれ、流れる水がたちまち凍こおり付く。狙ねらいは、ロググが無む尽じん蔵ぞうに力を振ふるう源、水源を奪うばうこと。氷狼が首を横に振り、川下に向けて小川の氷結が加速する。

「甘あめぇな。ロググ【適応】！」

「「「ぎゅぴぴ」」」

　迫る氷河を、川辺に配したロググの分裂体が受け止めた。なおも放出される冷気に、分裂体が凍り付く。だが、あらゆる環境に適応するスライムは、その冷気にすら適応した。身体の中に無数の氷の結けつ晶しようを浮かべた分裂体が、自らの冷気をぶつけて氷の堰せきを作ることで氷結の侵しん略りやくを食い止める。氷狼が放った冷気は強力だが、それゆえに持続力は無かった。冷気の放出が終わり、上流で堰き止められていた水が氾はん濫らんし、カルナの立つ場所へ向けて鉄てつ砲ぽう水みずが押し寄せる。

　カルナの顔に、笑みはあれど焦あせりはなかった。氾濫した小川の水を他の分裂体に吸収させて無効化しつつ、アイススライムと化した分裂体へ指示を飛ばす。アイススライムの分裂体は力強く頷くと、その身を緋色のドラゴンへと打ち出した。草原を駆かけ抜ける風を、冷気を纏まとった群青色の砲ほう弾だんが突つき破る。

　その冷気は、緋色のドラゴンが放った渦うずを巻く炎ほのおに飲み込まれた。

「おおっと!?」

　斬きり返された攻こう撃げきに、カルナが笑いながら目を見張る。身体を氷に適応させたアイススライムは抗あらがう間もなく炎に飲まれ、一いつ瞬しゆんにして溶とかされた。ノーマルスライムはいかなる環境にも適応できるが、一度適応した環境からの再適応は難しい。この少ない時間で、あのソリに乗る誰かがそれを見み抜ぬいたのだ。

「やるなぁ！　でも、だからって抜かせねぇ……ぞっ!?」

　強烈な稲いな光びかりが迸ほとばしり、カルナの視界を奪う。網もう膜まくを焼く光に世界が暗転する。

　直後、草原の風を打ち抜く二つの圧迫感が押し寄せた。

　氷のソリから二体のスライムが飛び出す。狙いはカルナだ。視界を奪った次の瞬間に放たれた容よう赦しやの無い奇き襲しゆうに、カルナがこれ以上無くほくそ笑む。

　目が利きかないことを承知の上でロググと視線を通わせ、カルナはその身一つで放たれた二つの砲弾と対たい峙じした。空気の流れと勘かんを頼りに、手の甲こうを上にして左ひだり腕うでを持ち上げる。その勢いから受け止めるのが難しいと判断したカルナは、手の甲から肘ひじ、二の腕、そして肩かたへと、突とつ撃げきしてきたスライムを転がした。耳を撫でる素すっ頓とん狂きような悲鳴を聞き流しながら、一いつ匹ぴき目のスライムを受け流した回転力を利用して身体を反転。この時を待っていたかのように飛び出したロググの体当たりを自らの身体で受け止め、回転を加速。遠心力を乗せた右腕の肘をもう一体のスライムに叩たたき込む。ゴム鞠まりのように飛んでいった二体目のスライムには目もくれない。殴なぐった感かん触しよくと、気配、そして込こめられた意識の濃のう密みつさで、けしかけられたスライムが分裂体であると即そく座ざに見抜く。

　身体を再び正面に向けながら、回復し始めた視界で緋色のドラゴンと氷のソリを探す。時間稼かせぎは十分だ。あとは、どこまで横に逃にげられたか。

「見つけたぞ！」

　緋色のドラゴンの進路に視線を走らせたカルナが腕を突き出す。ほぼ同時に、ロググの鋭するどい警けい戒かいの声が耳を殴り、肌を刺す冷気が駆け抜けた。

「なっ？　んなっ!?」

　突とつ如じよ目の前に生まれた氷の坂にカルナが思わず動きを止める。氷の坂を踏ふみ砕くだく音、そして氷同士が擦こすれる音と共に、カルナの頭上を緋色のドラゴンと氷のソリが駆け抜けた。先に捉えた姿が一発目の冷気と続く炎の高熱が生み出した蜃しん気き楼ろうだと悟さとったとき、すでに氷のソリはボーダーラインである小川の向こう側に着地済みだ。

　初めの氷撃、続く炎えん撃げき、目を眩くらませる閃せん光こう、カルナを小川へ突き落とす勢いで放たれたスライムたちの体当たり。その全すべてが、ボーダーラインである川を越えるためにはカルナたちを避さけたがるという先入観の裏を搔かき、真っ正面を突とつ破ぱするために放たれた布石。スライムトレーナーであるカルナを過小評価せず、初めから先手先手を取りに来たのは大正解だ。その若さ溢あふれる特とつ攻こうに、奥の手を見せる隙すきは全くなかった。

　若人わこうどたちの気き概がいに、カルナは心底嬉しそうに鼻を鳴らす。新たに押し寄せてくるレースの参加者たちを見み据すえる口の端はしが吊つり上がる。

「ああ～、くっそ。楽しいなロググ」

「ぎゅぴ！」

　完全に出し抜かれたにもかかわらず、ロググの顔にはカルナと同じ爽そう快かい感かんが輝かがやいていた。
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　小川が見えなくなり、岩いわ肌はだが露ろ出しゆつした山道を駆け上がってから暫しばらくして、レインはようやく胸に溜たまった息を吐はき出した。

「っつぁ～～～。上手うまくいったな」

「だね。まぁ、おんなじタイミングで別のチームも動いてくれたし。前情報も多かったからね」

　じんわりと首筋に汗あせを浮かばせるガゼットが、珍めずらしくネクタイを緩ゆるめながら安あん堵どの息を吐く。今回は戦せん闘とうでなくあくまでレース。殺気がない相手ならばと、とにかく突破することを前提に作戦を立てたが、それでもカルナから溢れ出す闘気はガゼットを緊きん張ちようさせた。

「皆みんなの力があってこそだよ。チームワークの勝利だね」

「マスターが言うと、何故なぜか胡う散さん臭くさく聞こえるから不思議だな」

「ピック！　そりゃないよ！」

　汗を滲ませるガゼットからアリカの肩に移動したピックが辛しんらつな言葉を漏もらし、渋じゆう面めんを作るガゼットが全員の笑みを誘さそう。

　その穏おだやかな空気が一段落したところで、レインはジッと前方を見据えながら表情を曇くもらせた。

「にしても、全然他ほかのチームが見えないな」

　レインの言葉に、全員の表情に影かげが差す。山道をいくら駆け上がっても、先を行くチームの影が見えてこない。いったい、レインたちのチームはどの程度の順位にいるのだろうか。

　重い空気が立ちこめる中、キールの手た綱づなを握るエルニアが不安を振り払はらうように声を上げた。

「ふん。しんみりすることはない！　もしかしたら、我々のチームが先頭なのかもしれないぞ！」

「朱あか髪がみ強が、り」

　チームを鼓こ舞ぶするエルニアに、ジナが感情の読めない声こわ色いろを零こぼす。その語ご尾びを引くように、遥か遠くで打ち上げられた盛せい大だいな花火の音がレインたちのひた走る山道で反はん響きようした。全員の顔に緊張が走る。花火の音は、どこかのチームがゴールした合図だ。続けて、もう一度花火の音が山やま肌はだを打ち据すえる。今度の花火は二回。花火の回数はゴールの順位を表すと説明があった。つまり、今上位二チームがゴールしたことになる。

　レインがゴクリと唾つばを飲む。予選通過の椅い子すは、あと五つ。

「おにいちゃん……」

　花火の音にビックリして身を竦すくめたフェティが、不安げに大きな瞳ひとみを揺ゆらす。その瞳に、レインがぐっと不安を押し殺し、力強い笑みを浮うかべた直後──

　上空から振り下ろされた鋭い一いち撃げきに、氷のソリが縦二つに引き裂さかれた。

「きゃあっ!?」

　悲鳴を上げるアリカが、フェティを抱だき締しめながら必死にソリの縁ふちにしがみつく。その後ろではガゼットがアリカの腰こしを支え、先頭に立つエルニアが衝しよう撃げきに翻ほん弄ろうされるソリの手綱を懸けん命めいに引っ張っていた。

　必死に自分たちが乗る側のソリをコントロールしながら、エルニアがレインの方へ視線を走らせる。

「早く手綱を取れ！　レイン・エルハルトっ！」

「つっ！」

　エルニアの声に呆ぼう然ぜんとしていたレインが慌あわてて目の前で揺れる手綱に向けて手を伸のばす。そして激しく波打つ手綱をなんとか摑つかんだ瞬間、レインの視界が大きく傾いた。氷のソリに突き刺さった一撃は、さらに山の地面を穿うがち、その一部を削けずり取っていたのだ。結合を解かれた地面が落石に変わり、ソリの片割れを吞のみ込もうと重力の手を伸ばす。

　二つに分かれたソリのうち、崖がけ側に乗っていたのはレインとジナだった。手綱を握り締めたレインの身体からだが空中に投げ出される。だが、最さい後こう尾びに座っていたジナは、まだ崖に吞み込まれる氷のソリの上にいた。

「ジナァアアアアアア！」

　レインの喉のどが焦しよう燥そうに焼け付く。その声は、身体を摑む重力と異常事態に動きを止めていたジナを立ち上がらせた。

「婿むこ、様！」

　傾くソリの上をバランスを失わず駆け上がったジナが、素す早ばやく生み出したルルの分裂体を踏み台にレインへと跳ちよう躍やくする。レインは片手で手綱を握にぎりながら、ジナの身体をしっかりと受け止めた。二人分の体重を支えて悲鳴を上げる腕を無視して、細い身体を絶対に離はなすまいと抱き締める。反動で岩がん壁ぺきへと叩き付けられそうになったが、素早く滑すべり込み膨ぼう張ちようしたペムペムとルルが上手く緩かん衝しよう材ざいになってくれた。

「ジナ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈、夫」

　ひしっとレインの身体にしがみつくジナが、その声を震ふるわせる。声だけでなく、その細い身体も震えていた。ドラゴンや悪あく魔まにも物もの怖おじしないジナが、現実的な恐きよう怖ふ、地に足がつかない状じよう況きように震えている。

　ギリッと何かが軋きしんだ。手に握った手綱ではない。音を立てたのはレインの奥歯だ。

　不安を浮かべるジナに、レインの心の奥底から怒いかりが浮かぶ。その怒りは、耳を打ち付けた怒ど号ごうと悲鳴、そして何かが破は壊かいされた断だん末まつ魔まによりさらに加速した。

「きゃっ!?」

「フェティ!?」

　悲鳴の中に混じった幼い声に、レインの背筋を焦燥が駆け上がる。ジナの身体を抱かかえる腕に力を込めながら、考える間もなくレインは叫さけんだ。

「ペムペム。ルル。俺たちを弾はじけ！」

「ぴぎっ！」

「きゅぴっ！」

　ペムペムとルルが膨張した身体を一度縮めてその場から飛び降り、再び膨張しながら真上に向けて跳はね上がる。まず先行したルルがレインたちの身体を受け止め、後に続いたペムペムがルルごとレインたちを崖の上へと跳ね飛ばした。

　後を追いかけてきたペムペムと共に、レインたちが崖の上に着地する。その目に飛び込んできたのは、自分の右腕を押さえて蹲うずくまるエルニアと、気絶しているのか全く動かないフェティを乱暴に抱える男の姿だった。

　レインの頭の奥底がカッと熱を持つ。そんなレインの耳に、キールとレオンと共にエルニアとアリカを背に庇かばうガゼットの声が滑り込んだ。

「レイン。ジナさん。無事で良かった！」

「そっちは、無事じゃないみたいだな」

　安堵を浮かべたガゼットに、レインが怒りに濡ぬれた声を絞しぼり出す。ガゼットは口の中を切ったのか、唇くちびるから顎あごにかけて赤い筋を伝わせていた。

　ギリッと再び奥歯を軋ませながら、レインがフェティを抱える男を睨にらみ付ける。

　その男の双そう眸ぼうは、驚おどろくほど無機質だった。簡単な思考しか持たないゴーレム種よりも意志の見えない虚きよ無むの瞳。いや、それもまた違ちがう。男の双眸に宿る光には、背筋を凍こおらせるような冷血な使命感が宿っていた。

「何なんだよ。テメェは！」

　見た目から少し年上と思われるその男に、レインが闘気を爆ばく発はつさせた慟どう哭こくを叩きつける。その声に、本人ではなく傍かたわらに控ひかえていたモンスターがぴくりとその身体を動かした。黒い騎き馬ばに乗る首無しの騎士、《デュラハン》だ。

　頭のない首の付け根から黒い靄もやが立ち上り、その奥に光る血の如ごとき赤い眼光がレインたちを射い貫ぬく。叩き付けられたのは闘気ではなく殺気だ。人を傷つけることに全く躊ちゆう躇ちよのないその眼光に、レインの全身が総毛立つ。

　氷のソリを割ったのは、あのデュラハンの斬ざん撃げきだったのだろうか。

　緊張を高めながら相手の力量を推おし量るレインの勘かんは──

　外れていた。

「ぴぎっ！」

　ペムペムの鋭するどい警告が迸ほとばしり、レインがジナと一いつ緒しよに反射的に膝ひざを折る。横よこ薙なぎに振ふるわれる鋭い爪つめ。鼻を突つく獣けもの臭しゆう。狼おおかみの頭部と頑がん強きような肉体を持つ獣人《ワーウルフ》が、その強きよう靭じんな爪でレインたちの頭の上にあった空間をえぐり取っていた。

「へぇ～。今の避けるんだ。やるッスね」

　膝を折りながらガゼットたちの方へと転がったレインの耳に、人ひと懐なつっこい少女の声が響ひびく。ボーイッシュな少女が切り立った崖を軽々と滑り、フェティを抱える男の隣となりに降り立った。

「ジャジャジャジャーン。美少女魔獣錬磨師モンスタートレーナーレミちゃんの参上ッス」
















　よく分からない決めポーズを取りながら、レミと名乗った少女がレインたちを一いち瞥べつする。その野性味を窺うかがわせる双眸には、狩かりの練習をする肉にく食しよく獣じゆうの子供のように無む邪じや気きで、それでいて残ざん忍にんな光が輝かがやいていた。

「何者だ、お前？」

　レインが油断なくレミを睨み付けながら、緊張を高める。

　一方、レミは緊張感のない笑えみを浮かべると、軽いノリでレインの怒りを受け止めた。

「おお～。なんかやる気満々スね」

　ぺろりとレミが好戦的に唇を舐なめ、その視線を隣に立つ男へと傾かたむける。

「ジェバ先せん輩ぱいジェバ先輩。ちょっとだけ遊んでいってもいいッスか。美味おいしそうな獲え物ものなんで、例の力、もうちょっと試ためしてみたいッス」

　まるでお菓か子しでもねだるように、レミが両手を合わせて懇こん願がんする。その頼たのむ仕草は年相応に可愛かわいらしいが、願い事の中身は甚はなはだ物ぶつ騒そうだ。

　ジェバと呼ばれた男は、特に感情を示さないまま、頭ひとつ小さいレミに双眸を傾けた。その無機質な瞳に、天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべる少女が「うぐ」っと小さく呻うめく。

　レミから視線を外したジェバは、静かに双眸を持ち上げた。空くう虚きよな瞳が、吟ぎん味みするようにレインを睨み付ける。感情の籠こもらないその目は甚だ居い心地ごこちが悪いが、レインも目を逸そらすわけにはいかなかった。時間にしてほんの数秒。だが、実際はもっと長く感じられた睨み合いは唐とう突とつに終わりを迎むかえた。フェティを抱きかかえる手とは反対の手が、ジェバの上着のポケットに滑り込む。

　ジャラリと銀の鎖くさりが音を奏かなで、取り出された懐かい中ちゆう時計の蓋ふたがパカッと開いた。

「レミ。五分だけやろう」

「ほんとッスか!?　いや、ほんとッスかっ!?」

　許可されたことに意外そうな表情を浮かべたレミが、次の瞬しゆん間かん、喜び余ってその身体を跳ね上げる。

　そんなレミに、ジェバはその薄うすい唇を再び開いた。

「だが、油断はするなよ。あの男、提供者の言っていたキメラ殺しのスライムトレーナーだ」

　ジェバが発した言葉に、レインたちの緊きん張ちようが跳ね上がった。

「なんで、あなたたちがそれを知っているんですか」

　警けい戒かいを露あらわに、ガゼットが尋たずねる。最終的なキメラの討とう伐ばつ者がレインであることは、世間一いつ般ぱんに知られていないはずだ。にもかかわらず、ジェバの言葉には確信があった。

　一体、彼らは何者なのか？

　考える暇ひまは、なかった。

「それ、最高ッス」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべたレミの掌てのひらで、灰色の燐りん光こうが弾ける。邪じや気きも悪意もない、純じゆん粋すいな闘とう争そう本能に輝くその光は、レインが今まで見てきたどんな光よりも純粋で、凶きよう悪あくだ。

「行くッス。パンフォット」

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァウ！」

　レミの号令に、パンフォットと呼ばれたワーウルフがその喉を獣声で震わせながら動き出す。踏ふみ抜ぬいた足が硬かたい岩がん盤ばんに足あし跡あとを刻み、灰色の野や獣じゆうが上半身を屈かがめながらレインとの距きよ離りを吞み込んでいく。

「ペムペム、迎え撃うて。【体当たり】」

「ぴぎぃ！」

　直すぐさま【契約の絆】を発動させたレインが叫び、ペムペムがその身体をワーウルフへと打ち出す。振り下ろされる爪に自ら臨のぞんだペムペムは、爪が柔やわ肌はだを切り裂くよりも早く、硬い肉球へ体当たりを叩たたき込んだ。

「ガァアアアアアアウ！」

　雄お叫たけびを上げたワーウルフが、手に張り付いたペムペムに構わずその腕うでを振り下ろす。ペムペムが僅わずかに身を捩よじってその矛ほこ先さきをねじ曲げなければ、鋭い爪はレインの頭を果物のように破壊していただろう。僅かに右に流れた一撃が地面を砕くだき、跳ね上がった石がレインの額を掠かすめる。裂けた皮ひ膚ふから溢あふれた鮮せん血けつが、獣けものの起こした風圧に巻き込まれて飛び散った。

「わお！　避よけたッスか。感心感心ッス」

「くっそ。余よ裕ゆうかよ！」

　楽しげな声に、レインが思わず悪態を吐つく。その肩かたに、ジナの細い指先が添そえられた。肩に乗せた指先を支点に、足に滑り込ませたルルを踏み台に、ジナの身体が跳ね上がる。鋭い爪つま先さきが、ワーウルフの顎へと掬すくい上げられた。その踵かかとに、ルルの体当たりが炸さく裂れつする。跳躍、足の筋力、ルルの体当たり。三重に力が上乗せされた爪先が、ワーウルフの灰毛を蓄たくわえた顎に突き刺ささる。

「っく」

　その一いち撃げきに、顔を顰しかめたのはジナの方だった。人間相手ならば十分に意識を刈かり取る威い力りよくだが、獣人相手にはさすがに分が悪い。首の筋力で蹴けりの衝しよう撃げきを受けきったワーウルフが狂きよう気きを孕はらんだ双眸でジナを射抜き、反対の腕を振り上げる。

　ワーウルフの肉体に変化が起こったのは、その時だった。

　振り上げた腕が脈打ち鈍にぶい虹にじ色いろの光を放つ。灰色の体毛が生え揃そろった豪ごう腕わんが突とつ如じよとして鱗うろこを纏まとい、無骨な太い爪がナイフのように鋭えい利りな爪へと姿を変えた。

　三本の白爪が大気を切り裂さく。狙ねらいはジナだ。蹴りのお返しとばかりに、鞭むちのように撓しなった腕が襲おそいかかる。その腕を、強きよう烈れつな冷気の風が迎げい撃げきした。咄とつ嗟さに飛び出したレオンが絶対零れい度どの冷気を叩き付け、ワーウルフを束そく縛ばくする。

　肩口まで腕を凍らされたワーウルフが、岩盤に深々と足跡を刻みながら後退する。

　レインは全身から噴ふき出す汗あせを感じながら、氷こおり漬づけになったワーウルフの左腕を信じられない面おも持もちで睨み付けた。それはワーウルフの本来の腕ではない。例えるなら、そう。レース開始直後にレインたちを襲ったドラゴニュートの腕だ。

　そのドラゴニュートの腕が、再び七色の光を放った。その光が腕を覆おおう氷に浸しん透とうする。

　目の前の光景に、レインは愕がく然ぜんとした。驚くべき事に七色の光に包まれたドラゴニュートの腕が氷を吸収し、氷の鱗を伴ともなった強靭な氷ひよう竜りゆうの腕へと姿を変えたのだ。

「うぅ～ん。デリィッシャスッス」

　グッと身体からだを縮めたレミが、楽しそうにその唇を緩ゆるませる。もはや、何に驚いていいか、何を尋ねていいかレインは分からなくなっていた。

　緊張を高めながら、レインが次の攻こう防ぼうに備えて神経を昂たかぶらせる。その闘とう志しに応こたえ、レインの掌に刻まれたスライムの紋もん章しようの燐光が輝きを増す。

　膨ふくれ上がる水色の燐光に、レミの後ろで我関せずと戦せん闘とうを見守っていたジェバが微かすかにその眉まゆを持ち上げた。

「レミ。そのスライムが何かし始めたら気を付けろ。キメラ細さい胞ぼうが自じ滅めつさせられる恐おそれがある」

「了りよう解かいッス。でも、別の所なら受けても大だい丈じよう夫ぶってことッスよね。楽勝じゃないッスか。それに、なんかすっごく調子がいいんスよ」

　ジェバの忠告に、レミが素す直なおに敬礼しながら興奮気味に頷うなずく。

　レインは二人と、ジェバが抱かかえるフェティに細心の注意を払はらいながら微かに意識を背中に向けた。

「ガゼット。なんなんだ、こいつらは？」

「僕が何でも知ってると思ったら大おお間ま違ちがいだよ」

　口元を歪ゆがめたガゼットがレインに応える。確かにその通りだ。分からないことがあれば何でも甘えてしまう自分に、場違いにも自じ嘲ちようする。

　ただ、何でも知ってるわけでない親友はレインよりもずっと冷静で聡そう明めいだった。ガゼットの掌に刻まれた雷かみなりの紋章が稲いな光びかりに似た燐光を放ち、眼鏡の奥の双眸が紫し電でんを帯びる。そして、【契約の絆】によりピックの電磁波を見る目を還かん元げんしたガゼットは、ワーウルフの左腕が帯びる電磁波を見るや否いなやその顔を強こわばらせた。

「おいおい。冗じよう談だんだろ。あのワーウルフ、キメラの細胞を持ってるよ」

「なにっ!?」

　ガゼットの言葉に、レインが信じられないとばかりに声を張り上げる。

　驚くレインたちに、レミは得意げに鼻を鳴らして胸を張った。

「ふっふっふ～。よくぞ見破ったッスね～。如何いかにもタコにも！　レミさんのパンフォットは偉い大だいなるギフト計画の被ひ験けん体たい第一号なんッスよ！　ハッハッハ～。恐れ入ったッスかぁ～────ふんぎゃ!?」

　ふんぞり返っていたレミが、頭に突き刺さった容よう赦しやのない拳げん骨こつに奇き声せいを上げて蹲うずくまる。

「余計なことを喋しやべるな。犬っころ」

「い、犬っころはひどいッス。差別用語ッスよ。レミさん傷ついたッス！　責任を取って、ジェバ先輩はレミさんをお嫁よめさんとして迎え──ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　再び拳こぶしを振り上げるジェバに、レミが慌あわてて平謝りする。しかし結局、拳骨を食らう羽目になったレミは、恨うらみがましい視線をレインたちへ投げかけた。

「うくぅ～。殴なぐることないじゃないッスか。もうぅ～。こうなったら、八つ当たりッスよ」

　目に涙なみだを溜ためて立ち上がったレミが、その双そう眸ぼうに再びレインたちを映す。

　びりりと肌はだを刺すような殺気に、レインは傍かたわらで緊張を高めていたジナに視線を走らせながら、小さく手を後ろに振ふった。

「ジナ。ちょっと下がっててくれ、アイツは俺が止める」

「婿むこ様。で、も……」

　単身でワーウルフを迎え撃とうとするレインに、ジナが顔を曇くもらせる。そんなジナを安心させるように、レインは力強く微ほほ笑えんだ。

「大丈夫だ。相手がキメラ細胞だってんなら、俺とペムペムはその天敵だ。だろ」

「わかっ、た……」

　レインの笑みに、ジナが小さく顎あごを引きながら、ワーウルフを警戒しつつ後ろに下がる。ただ、その栗くり色いろの双眸から集中力が欠けることはない。深く腰こしを落とし、ジナとルルがいつでもレインたちをサポートできるよう身構える。

「頼もしいな」

　その気配に少しだけ頰ほおを緩めながら、レインは続けて別の所へ意識を移した。

「ガゼット、アリカもそれでいいな」

「ダメって言ったら、君は止まるのかい？」

「レイン君。無茶はしないでね。絶対だよ」

　ガゼットが信しん頼らいを笑みに乗せながらやれやれと首を横に振り、アリカが不安な気持ちを勇気で抑おさえて強く頷く。

　そんな二人にレインも力強く頷き返しながら、最後にエルニアとキールへ意識を傾けた。

「エルニア、キール。お前たちもそれでいいな」

　レインが確かく認にんを取る。だが、返事がない。不ふ審しんに思ってレインが視線を走らせると、最初に見た姿のまま、エルニアは自分の腕を地面に押さえつけて蹲っていた。

「エルニア？　おい、どうした!?　エルニア!?」

　今さらになってエルニアの異変に気がついたレインが叫さけぶ。アリカに支えられるエルニアは苦く悶もんの表情を浮うかべ、額に滲にじむ大おお粒つぶの汗で前まえ髪がみを張り付かせていた。だが、それ以上にレインの目は、エルニアの気力を食い破るように輝かがやく、【契約の絆】の燐光に吸い寄せられた。

　レインが思わず喉のどを唸うならせる。

　色が、違ちがっていた。

　いつもは鮮あざやかな朱しゆ色いろの燐光が、今は濃こい灰色に輝いていた。

「わからん。力が……抜ける」

　ようやくエルニアが声を絞しぼり出す。だが、その声にいつもの力強さはない。まるで、何かに力を奪うばわれているようだ。

　だが、レインはエルニアに駆かけ寄ることが出来なかった。

　エルニアとは対照的に、戦せん慄りつするほどに覇は気きを増した声がレインの耳を貫つらぬいた。

「よそ見してていいんスか？」

　闘とう争そう心に濡ぬれた声がレインの心臓を鷲わし摑づかみにする。息苦しさすら感じる凶きよう悪あくな覇気。一いつ瞬しゆんにして乾かわいた口の中をなんとか唾つばを飲み込んで湿しめらせたレインは、前に向き直ると同時に確かに見た。

　レミの手から迸ほとばしる、規格外の契約の絆の輝きを。

「うち、今すっごく調子いいんスよ」

　頰を紅潮させるレミが熱い息を吐はき出す。興奮する主あるじに呼応するように、ワーウルフから迸る獣じゆう気きが増す。レミの表情はどこか異常だった。まるで、闘争本能そのもののタガが外れたかのように。

　岩いわ肌はだを撫なでるその闘争本能に、レインは覚えがあった。それはまさしく、あの最強の合成魔ま獣じゆうキメラが放っていた闘志に他ほかならない。

　そんなレミの変化は、少なからずジェバの顔にも感情をもたらした。何かを考えるように、顎に手を当てるジェバが、その冷たい視線をエルニアに定めながら小さく唇くちびるを動かす。

「レミ。あのドラゴントレーナーも連れて行くぞ。大たい佐さが喜びそうだ」

「了解ッス。あと、あっちのおっぱいさんも連れて行ってイイッスか。たしか、提供者さんが言ってた女の子ッスよね」

「そっちは知らん。好きにしろ」

　ぞんざいに答えるジェバに、レミは溜まりに溜まった覇気を爆ばく発はつさせた。

「たびたび了解ッス！　いけぇ！　パンフォット」

「ガァアアアアアウ」

　腕うでを突つき出す主に声に、ワーウルフが両足に蓄えた力を解放する。まるでコマ送りのように灰色の殺気がレインへと距きよ離りを食い破ってきた。先ほどよりも遥はるかに速い突とつ進しんに、もはや迷っている暇ひまはない。

　闘志をスライムの紋章に叩たたき付け、レインが喉を震ふるわせる。

「ペムペム。【崩ほう身しん】【分ぶん裂れつ】」

「ぴぎぃぃいいいい！」

　レインの声に、ペムペムがワーウルフにも負けない雄お叫たけびを上げた。地面と身体に僅わずかな隙すき間まを作り、地面を叩き付けた衝撃をそのまま吸収したペムペムの身体に強烈なエネルギーが迸る。自らの細胞を限界まで崩ほう壊かいさせることにより爆発的なエネルギーを生み出す、単たん細さい胞ぼう生物のスライムだからこそできる荒あら技わざ【崩身】を発動させたペムペムは、続けて生み出した二体の分裂体と共に迫せまり来る野や獣じゆうと対たい峙じした。先せん陣じんを切った分裂体が突き出されたワーウルフの拳と衝しよう突とつし、圧縮された空気が突とつ風ぷうとなり吹ふき荒あれる。獣けものの拳とスライムの体当たり。その軍配は突進の勢いを乗せた拳に上がった。振ふり抜ぬかれた拳に、分裂体が面白いように跳はね返される。それはレインも織り込み済みだ。腕を振り抜いた隙を突き、本体のペムペムと分裂体が同時に特とつ攻こうを仕し掛かける。本体はワーウルフのどてっ腹に、分裂体はキメラの細胞が蠢うごめく氷竜の左腕に、青い砲ほう弾だんが跳ね上がる。

「パンフォット！」

　レミがパートナーの名を叫ぶ。叫べたのは名前だけだったが、その効果は絶大だった。

　ワーウルフが振り抜いた体勢をさらに崩くずし、同時に素早く右腕を引き戻もどす。ペムペムの体当たりは右腕の肘ひじに阻はばまれ、分裂体の体当たりは空を切った。

　冷静かつ隙のない動きに、レインが闘争心と悔くやしさの狭はざ間まで唇を嚙かむ。

　闘争本能に支配されたキメラには、危機に対する心が備わっていなかった。さらにいえば、その力を活いかす技わざもない。ただ、その最強の身体で蹂じゆう躙りんするのみだ。

　だが、魔獣錬磨師モンスタートレーナーと契けい約やくしたモンスターは違う。どんな野や蛮ばんなモンスターでも、魔獣錬磨師モンスタートレーナーと真に絆きずなを結んだモンスターには本能以上に主を信じる心がある。本能の手た綱づなを引く技がある。そこに強きよう靭じんな身体からだが備われば、やっかいなことこの上ない。

　無理矢理体勢を崩して左腕を逃にがしたワーウルフが、肘に突き刺ささっていたペムペムを無視して氷竜の腕を振り下ろした。狙ねらいはレインだ。人を傷つけることを一いつ切さい厭いとわないその攻こう撃げきに、スライムの危機察知能力を還元したレインが辛かろうじて身を躱かわす。鋭えい利りな冷気が鼻先を掠かすめ、抉えぐられた岩がん盤ばんが氷結した。追つい撃げきは獣の拳だ。レインの顔面に向けて、それこそ岩のような拳が問答無用で突き出される。

「「きゅぴぴ！」」

　肝きもを冷やすレインの目の端はしを、二つの桃もも色いろの軌き跡せきが駆け抜けた。ルルだ。一体がワーウルフの足裏に滑すべり込み、もう一体が軸じく足あしの膝ひざ裏に体当たりを仕掛ける。膝裏を打たれたワーウルフは体勢を崩し、足の裏に滑り込んだルルが身を捻ひねることで拍はく車しやを掛かける。突き出した拳の勢いに引かれ倒たおれ込むワーウルフを油断なく睨にらみながら、レインは大きくその場から飛び退のいた。

「婿様。ほっぺ、が！」

「大だい丈じよう夫ぶ。掠っただけだ！　サンキューなジナ」

　薄うす皮かわを数枚剝はぎ取られた頰の痛みを無視して、レインが抜ばつ群ぐんのタイミングでサポートしてくれたジナに礼を言う。

　ジナが嬉うれしそうにはにかんだのを目の端に捉とらえながら、レインは間かん髪はつ入れずに水色の燐りん光こうに包まれた拳を突き出した。

「行けぇペムペム！」

　レインが口元に笑みを刻みながら叫ぶ。その声に、三方に分かれたペムペムたちが一いつ斉せいにワーウルフへ向けてその身体を弾はじき出した。左腕に二体、後頭部に一体。絶対に避よけられないタイミングで、青い砲弾がワーウルフへと殺さつ到とうする。

「パンフォット！　【ハードハウリング】！」

　レミの声に、ワーウルフがガバッと鋭するどい白歯が生え揃そろった顎を開く。その真っ赤な口こう腔こうから迸った遠とお吠ぼえは不可視の衝しよう撃げきとなり、目の前にいたレインの骨の髄ずいを震わせた。全身に走った痺しびれにレインと後ろにいたジナが堪たまらず膝を突く。いや、二人だけでなく、その獣声を間近で受けたペムペムやルルもその動きを封ふうじられてしまった。

　弱った獲え物ものへ、ワーウルフがすかさず追い打ちを掛ける。岩盤を深々と削けずりながら掬すくい上がる剛ごう脚きやくの蹴けりが、ジナを庇かばったレインの肩かたに向けて跳ね上がった。寸前で飛び込んできたペムペムがその蹴りをいなして弾こうとしたが、痺れの残る身体ではままならない。ペムペムが緩かん衝しよう材ざいとなり幾いく分ぶんダメージは和やわらいだが、突き抜けた衝撃はレインの肩の骨を軋きしませた。

「婿さ──」

　人形のように蹴り飛ばされたレインに、ジナが悲鳴に近い声を上げる。その声は、再びワーウルフが放った獣声に飲み込まれた。喉の奥で悲鳴を上げるジナが、全身を痙けい攣れんさせながらその場に崩くずれ落ちる。あの近きん距きよ離りでワーウルフの遠吠えを受けたのだ、しばらくは指一本動かせないだろう。

「さぁーて。狩かりも大おお詰づめッスよ」

　獲物をいたぶる快感に目を細めたレミが、その唇で大きな弧こを描えがく。活発そうな少女が浮かべるにはあまりにも凶悪なその笑みは、まさしく野生のそれだ。そんな主と同じく、ワーウルフの突き出た口が大きく横に裂さけ、だらりと興奮気味な涎よだれがこぼれ落ちた。

　全身から激しい獣気を湧わきあがらせるワーウルフが歩を進める、恐きよう怖ふに顔を凍こおり付かせるアリカへと狙いを定める。

「させるか！　ピック、【ヴォルトアックス】！」

「レオン、【アイスウォール】！」

「キー……ル。【ブレス……スパイラル】」

　ガゼットとアリカが同時に叫び、一いつ瞬しゆん遅おくれて苦悶の表情のエルニアが声を絞り出す。主たちの危機に、モンスターたちは渾こん身しんの力で応こたえた。ピックがその小さな掌てのひらから生み出した雷かみなりの斧おのを振り下ろし、レオンが氷の壁かべを目の前に作り出す。首を捻ったキールの口腔からは、いつもよりも数段劣おとるものの、強い激情を込こめた炎ほのおの渦うずが迸った。

　その全すべてが、キメラ細さい胞ぼうの前にはあまりにも無力だった。

「パンフォット！　【テイクオーバー】！」

「ガァウ！」

　レミの声にワーウルフが喉を震わせ、七色の光に包まれた氷ひよう竜りゆうの腕を薙なぎ払はらう。雷の斧が、氷の壁が、炎の渦が、無造作に振り払われたワーウルフの左腕に搔かき消され、吸収される。キメラの細胞は最強の矛ほこであると同時に、最強の盾たてだ。凶きよう暴ぼうではあるがさして脅きよう威いではないワーウルフだが、キメラの細胞を取り込んだことにより難なん攻こう不ふ落らくの狂きよう獣じゆうへと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　アリカたちを背中に庇うガゼットが唇を嚙む。その目には自分の力不足に対する確かな怒いかりがあった。問題なのはあくまでキメラの細胞を宿した左腕だけだ。他の部分は、通常のワーウルフと変わらない。おそらく、ファルドやアリエルクラスの魔獣錬磨師モンスタートレーナーとパートナーならば、遅れを取ることもなかっただろう。

　現状の力量不足を補うために、ガゼットが縋すがる思いでありったけの知識をひねり出す。だが、その時間を与あたえてくれるほど、集中力が頂点に達したレミは甘くなかった。

「何か考えてる目ッスね。パンフォット。小細工される前にぶっ飛ばすッスよ！」

　ゾクゾクと蹂躙の喜びに身体を震わせるレミの掌から、凄すさまじい灰色の燐光が迸る。【契約の絆】は魔獣錬磨師モンスタートレーナーの精神状態に呼応して燐光を滾たぎらせるが、レミの感情の発火剤ざいは間ま違ちがいなく敵の苦痛と悲鳴にあった。

　ワーウルフが三み度たび吼ほえる。その声は、どこまでも残ざん虐ぎやくな喜びに満ちていた。獣の双そう眸ぼうが炯けい々けいと輝かがやき、灰色の体毛に覆おおわれた拳こぶしがガゼットへと繰くり出された。明らかに殺傷能力を有する一いち撃げきに、ガゼットの身体が硬こう直ちよくする。動いたのはレオンだ。咄とつ嗟さに飛び出した氷ひよう狼ろうの腹部に人狼の拳が深々と沈しずむ。

「「レオン！」」

　アリカとガゼットが同時に叫さけぶ。だが、その悲鳴の片方は吹き飛ぶレオンに巻き込まれた。ガゼットとレオンが錐きり揉もみしながらごつごつとした山道を転がり、がけの縁ふちへと追いやられる。

　ガゼットとレオンを殴なぐり飛ばしたことに何の感かん慨がいも浮うかべず、ワーウルフはゆっくりとその歩みを再開した

「あ……あ」

「それ以上……近づく……な」

　恐怖に顔を強こわばらせたアリカが声にならない声を上げ、何とか首を起こしたエルニアが気き丈じようにこちらを見下ろすワーウルフを睨み付ける。

（エルニ──!!）

　主あるじの危機に、堪たまらずキールが身を乗り出す。だが、他ほかでもないエルニア自身が、その助けを押し止とどめた。強い意志を瞳ひとみに宿したエルニアが、微かすかに首を横に振る。キールの歯は軋ぎしりの音が岩がん壁ぺきにぶつかり反はん響きようする。

「あれ。ドラゴンさんは動かないんスね。ダメッスよ。もっと抵てい抗こうしてくださいよ。レミさん、まだまだ暴れ足んないんスから」

　不完全燃焼とばかりに、レミが唇くちびるを尖とがらせる。その言葉にはねっとりとした熱が籠こもっていた。灰色の燐光に包まれた掌で自分の心臓、左胸を握にぎりながら、レミが嗜し虐ぎやく的な笑みをその子供っぽい顔に張り付かせる。

　その顔が、まるで極ごく上じようのお菓か子しを与えられたように輝いた。

　レミの双眸が、この絶望的な恐怖に歪ゆがみながらも、必死に抗あらがおうとするエルニアの相そう貌ぼうを捉える。

「いいッスよ、いいッスよ、いいッスよっ！　その顔、最高ッス！」

　エルニアの反はん抗こう心に呼応し、レミが興奮気味に頰ほおを火ほ照てらせる。もはや、いつワーウルフをけしかけても不思議ではない。

　レミから迸ほとばしる殺気混じりの闘とう志しにエルニアの頰を一ひと滴しずくの汗あせが伝う。

　だが、その汗が顎あご先から零こぼれたとき、エルニアの頰が唐とう突とつに緩ゆるんだ。

　残虐非道な獣人たちを前に、エルニアは信しん頼らいと、少しばかりの気き恥はずかしさを織り交ぜた笑えみを浮かべて呟つぶやいた。

「そうか。ならば暴れさせてもらえ。そいつは、本当にしつこいぞ」

「そいつ？　そいつって、誰だれのこ──っ!?」

　小首を傾かしげたレミが、叩たたき付けられた怒ど気きに顔を両りよう腕うでで覆いながら飛び退のく。その行動は、半ば本能的な反射だったのだろう、自分の取った行動が信じられず、レミがその目を丸くする。

「てめぇ、何してくれてんだ？」

　静かに、ゆっくりと岩いわ肌はだに沈んだその声に、辺りがシンッと静まり返った。

　その場にいた全員の視線を受け止め、肩を押さえたレインがゆっくりと立ち上がる。ワーウルフの拳が掠った頰は血ち泥どろに塗まみれ、その指先は小刻みに震ふるえている。

　ダメージは甚じん大だい。もはや、気力で立っているに近いだろう。

　だが、その折れない気力が、いつだってレインを支えてきた。

　そして……

「ぴぎ！　ぴぎぴぎ、ぴっぎ！」

　どんなときだって諦あきらめない相棒が、何度もレインを奮い立たせてきた。

　同じく泥だらけになったペムペムが、些いささかも萎なえない力強い声をレインの肩で響ひびかせる。

　その声に、レインの掌に刻まれたスライムの紋もん章しようが、異常な灰色の燐光を放つレミにも負けない輝きに包まれた。

「俺の仲間から、離はなれろっ！」

　まだ痺れが残る手で拳を作り、ワーウルフにも負けない咆ほう哮こうをレミに叩き付ける。

　その気き迫はくに圧あつ倒とうされながら、レミは感心したように呟いた。

「タフッスね～。いやいや、本当に人間ッスか」

　レインの怒りを混ぜた覇は気きに負けじと、レミの身体を覆う獣気が増し、あどけない口元が吊つり上がる。二人の闘気に戦おののくように、激しい烈れつ風ぷうが辺りに吹ふき荒あれた。岩肌を殴りつける風が、レインとレミの髪かみをかき乱す。

「確かに、暴れがいがありそうな獲物ッスね。でも、どうするんスか。おんなじこと繰り返すようなつまらないバトルはごめんッスよ」

　耳を擽くすぐる髪を払いながら、レミは余よ裕ゆうの面おも持もちでレインに問いかける。つまらなければ即そく座ざに狩る。そう言外に語るレミを、レインは不敵な笑みを浮かべて睨み返した。

「ああ、そうかよ。だったら、喰らいやがれ。俺たちの新しん技わざをよ！」

「ぴぎっ！」

　レインとペムペムの自信に満ちた声が岩肌に反響する。その言葉にレミがなんらかの声を返す間もなく、レインは腹の底からその技の名を叫んだ。

「行くぜ、ペムペム！【廻かい天てん】！」

「ぴぎっ！　ぴっ、ぎゅぅぅぅぅっぅうぅぅぅっぅう！」

　レインの号令に、ペムペムが身体を真上へと跳はね上げる。いや、跳ね上げただけではなかった。

　ペムペムはその丸い身体を、とんでもない速さで回転させていた。

「ぅぅぅぅぅぅぅうううううううううううううっ！」

　縦に回転するペムペムが徐じよ々じよに速度を増し、かき回された空気が唸りを上げる。回転の力が手伝ってか、落下してくる力はひどく穏おだやかだ。とてもじゃないが、攻こう撃げきを仕し掛かけるようには思えない。

　その緩やかな降下に、激しい攻こう防ぼうを期待していたレミはぶんぶんと腕を振ふり回した。

「なんスかそれ!?　遊びなら付き合う気はないッスよ。ああもう、期待して損したッス。もういいッス。パンフォット、さっさとあのおっぱいさんたちを連れてく──」

「──っぎ！」

　異様に鋭い鳴き声と、硬い岩がん盤ばんが弾はじけた音がレミの声を切り裂いた。

　呆あきれと怒りからペムペムから視線を外したレミの視界が、面白いように揺ゆさぶられる。側頭部に弾けた衝しよう撃げきに、レミは一いつ瞬しゆん何が起こったか分からなかった。ガクッと揺れる視界に、辛かろうじてその正体が映る。

　大きく揺れる視界の中、レミはワーウルフの側頭部から弾かれたように飛び退く小さなスライムの姿を捉とらえた。

「なっ!?」

　意識がようやく頭部を突つき抜ぬけた痛みを認にん識しきし、視界を霞かすませたレミが驚おどろきの声を吐はき出す。攻撃を受けたことが、レミは信じられなかった。【契約の絆】が発動しているとき、モンスターの受けたダメージは主である魔獣錬磨師モンスタートレーナーにも還かん元げんされる。だからこそ、【契約の絆】が発動しているとき、魔獣錬磨師モンスタートレーナーは細心の注意を張り巡めぐらせる。レミだってそうだ。闘とう争そう心は僅わずかに抑えていたが、反はん撃げきを許すつもりはなかった。しかし、事実スライムの攻撃はレミの警けい戒かい網もうを突とつ破ぱしてきた。

　いや、反応することすら出来なかった。

「な、何が起こったッスか？」

　途と切ぎれた警戒の糸を紡つむぎ直し、レミがその視線をレインたちへ走らせる。

　その顔は得体の知れない攻撃を警戒しながら、まだまだ余裕を滲にじませていた。

「た、確かに暴れがいがありそうッスね。でも、今の一撃は失敗ッスよ。なんで左腕を狙ねらわなかったんですか」

　自分の左腕をトントンと叩きながら、ワーウルフを一度下がらせたレミが尋たずねる。

　その質問に対し、レインは掌てのひらに刻まれたスライムの紋章を怒りで焚たき付けながら、五本の指をレミに向かって突き出した。

　その顔に、果てしなく獰どう猛もうで不敵な笑みを刻みながら。

「お仕置きだからだよ。今のは俺の個人的な分だ。あと、ジナの分とガゼットとレオンを殴った分。フェティを攫さらった分と、アリカとエルニアを怖こわがらせた分。しこたま返してやるから覚かく悟ごしろ！」

「ぴぎぃー！」

　怒気と覇気と闘気に煮にえ滾る声を吐き出しながらレインが順々に指を折り、最後に固い拳を作る。そんな主に負けじと、戻もどってくるや二体の分ぶん裂れつ体を生み出したペムペムがそのつぶらな瞳を燃え上がらせた。

「俺の仲間は絶対に渡わたさねぇっ！」

　水色の燐りん光こうをこれでもかと滾らせて、レインが喉のどを震わせる。

　レインは、キレていた。次々に仲間を狙う略りやく奪だつ者に。

　そして誓ちかった、絶対に誰も渡すまいと。

　ゴルドやギンジのように、レインには己おのれを掛かけるほどの愛国心があるわけではない。大きな夢や野望もない。ペムペムと共に強くなること以外に、特に熱中することがあるわけでもない。

　ただ、失いたいとも思わない。

　大切な仲間をこの手で守る力が欲ほしい。相手が国だろうが、どこぞの王族だろうが奪うばわせないだけの力が欲しい。

　レインの憧あこがれた絵本の主人公もそうだった。あの物語も、冒ぼう険けんの中で幾いく度どとなく仲間が危険にさらされ、その度たびに主人公が仲間を救ってきた。

　最強最高のパートナーと共に。

「行くぜ悪者。このスライムトレーナーが退治してやる」

「ぴぎぃー！」

　かつて憧れた主人公の言葉をなぞりながら、レインがペムペムと共に臨戦態勢を整える。

　そして高こう揚ようする気分に身を任せ、レインは喉が張り裂さける勢いで叫んだ。

「ペムペム。【廻天】！」

「「「ぴっ、ぎゅぅぅぅぅっぅうぅぅぅっぅう！」」」

　レインの号令に、ペムペムと分裂体が再び高速回転しながらその身体からだを真上に打ち上げる。そのゆったりとした降下を睨にらみ付けながら、レミは顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「だ、誰が悪者ッスか!?　こっちは国の名めい誉よと威い信しんを懸かけて来てるんスよ！　ああ、もういいッス。手加減はしてやんないッスからね。パンフォット！」

　主の怒いかりに、白い歯を剝むき出しにしたワーウルフが全身の筋肉を撓たわめかせる。

　そして、獣じゆう人じんがその身体をレインへと傾かたむけた、まさにその時。

「──っぎ！」

　ようやく地面に着地した分裂体の姿が、レミとワーウルフの視界から搔かき消えた。

「ウガッ!?」

　ワーウルフの突き出した口から、強制的に空気が押し出される。

　巻き上がる粉ふん塵じんを後方へ残し、野生の勘かんを突き抜けた分裂体の体当たりがワーウルフの腹に突き刺ささったのだ。身体をくの字に折ったワーウルフが膝ひざを突く。同時に、ワーウルフと【契約の絆】でつながったレミの腹部でも衝撃が弾けた。

「くぅっ！」

　腹部に襲おそいかかる衝撃に、レミがその頰を歪ませる。それはただの打だ撃げきではなかった。身体の内側を搔き乱すような不思議な衝撃に、レミがその双そう眸ぼうを見開く。、

　何が起きたか分からずに呆ぼう然ぜんとするレミの耳に、再びあの奇き妙みような鳴き声が滑すべり込んだ。

「「ぴっ、ぎゅぅぅぅぅっぅうぅぅぅっぅう！」」

　高速回転しながらゆっくりと降下する二つの砲ほう弾だん。その砲弾に絶対の信しん頼らいを寄せたレインの不敵な笑みがレミの双眸に突き刺さる。

「次、左腕狙ねらうぞ。気を付けろよ」

「なんスか、それ？　余ゆ──」

「────っっぎ！」

　レミの語ご尾びは、鋭するどい気合いと青の軌き跡せきによって搔き消された。勘を頼たよりに、ワーウルフが右腕を持ち上げ、キメラ細さい胞ぼうの移植された左腕を庇かばう。だが、防ぼう御ぎよに差し出した腕は、突き刺さった青い砲弾のうねりに跳ね上げられた。

「っしゃ！」

　レインの口から思わず声が漏もれる。摩ま擦さつの少ない空中で加速する高速回転と、その回転力を着地と同時に解放することで生まれる爆ばく発はつ的な推進力。それが、レインとペムペムの新たな体当たりの正体だ。その驚きよう異い的な緩かん急きゆうは、獣けものの反射神経を容易に凌りよう駕がする。【崩身】をさらに上手うまく使うために夏休み中試行錯さく誤ごした末に生まれた副産物。まだまだ未完成の技だけに使いたくなかったが、仲間を守るためなら躊躇ためらう理由はどこにもない。

　高速回転の余波を受けてコマのように回転するワーウルフを見み据すえながら、レインが喉を震ふるわせる。

「さあ、仕上げだペムペム！」

「ぅぅぅぅぅうういぎゅぅぅぅぅううう！」

　時間差でその身体を跳ね上げ、高速回転しながら発射の刻ときを待つペムペムが器用にレインの気合いに応こたえる。

　その身体が地面に触ふれた瞬しゆん間かん、レミの勝ち誇ほこった声がレインの耳を貫つらぬいた。

「甘いッスよ！　パンフォット。【オーバードライブ！】」

「ガァウ！」

　回転する身体に逆らわず、ワーウルフがキメラ細胞が移植された腕を振り払はらう。その瞬間、キメラ細胞が吞のみ込んでいたエネルギーが解放され、ワーウルフの身体を雷かみなりと炎ほのおと氷の大おお渦うずが包み込んだ。

「自じ滅めつするッスよ！」

　災害の如ごときエネルギーの渦にペムペムが吞み込まれる瞬間を想像し、レミがその顔に余よ裕ゆうを取り戻す。

「ぎゅぅぅぅぅぅぅううううううううう！」

　その余裕を、スライムの軟なん体たいを利用して爆発的なエネルギーを繫つなぎ止める鳴き声が吞み込んだ。着地したペムペムの分裂体は、その身体を異様な形にひしゃげながら、必死にその場に踏ふみ留とどまっていた。

「な、なな、な!?」

　レミの顔から余裕が無くなり、ワーウルフを包み込んでいた大渦がその勢力を衰おとろえさせる。

「が、頑がん張ばるッス。パンフォット」

　レミが慌あわててワーウルフに声せい援えんを送る。だが、それは所しよ詮せんかりそめの力だ。外から蓄たくわえられたエネルギーならば、放出すればあとは尽つきて行くのみ。

　一方、分裂体の中で暴走しそうになるエネルギーの噴ふん火かを【契約の絆】により必死に制せい御ぎよする、レインは楽しげにその喉を震わせた。

「へへ。そんな付け焼き刃ばの力に頼るからそんなことになるんだよ。トレーニングが足りなかったな。俺とペムペムを狩かるって言うなら、もう一度基き礎その基礎から鍛きたえ直してこい！」

「ぴぎーっ！」

　レインの声に、その肩かたに乗る本体のペムペムが高速回転する分裂体の代わりに声を張り上げる。

　そして、ワーウルフを包み込んでいた大渦が途切れた刹せつ那な、

「ぅぅぅぅぅぅううう───っっぎ！」

　限界まで力の奔ほん流りゆうを押さえつけていた分裂体が、ついにその力を解放した。押し出された硬い岩がん盤ばんが弾け、巨きよ大だいな粉塵が後方へと巻き上げられる。強きよう烈れつな粘ねばり強さの末に発揮されたその爆発的な推進力は、分裂体の身体を寸すん分ぶん違たがわず氷ひよう竜りゆうからドラゴニュートの腕うでまで弱体化したワーウルフの腕に突き刺さった。

「【膨ぼう張ちよう】！」

　間かん髪はつ入れずレインが叫び、ワーウルフの腕に突き刺さったペムペム、正確にはその分裂体が膨張する。一気に膨ふくれ上がった分裂体はワーウルフの異形の腕を包み込み、ほぼ同時に溢あふれ出した七色の光の中へと瞬またたく間まに吸収された。【崩身】により半エネルギー体と化したペムペムを吸収したキメラ細胞がスライムの身体へと変質し、内包したエネルギーの圧力に耐たえられず膨れ上がる。

「ばかっ！　早く【契約の絆】を解けっ！」

「っく」

　レインの鋭い警告に、レミが悔くやしそうに口元を歪ゆがめる。だが、次の瞬間確実に訪おとずれる未来に、レミは【契約の絆】を解除せざるを得なかった。

　亜人の紋もん章しようを包んでいた灰色の燐光が消え、直後、スライムの身体に変質したワーウルフの左腕が、その脆ぜい弱じやくさに耐えきれず破は裂れつした。僅わずかに残ったキメラ細胞が出血を止めているが、完全な致ち命めい傷しようだ。

　その胸むな板いたに、再び超ちよう高こう速そく超回転の体当たりが突つき刺さった。

　肺を強打されて押し出される空気に、ワーウルフが苦く悶もんの表情を浮うかべながら後うしろ脚あしを引く。そんなワーウルフにスライムの紋章が刻まれた掌を翳かざしながら、レインはゆっくりと親指を折り曲げた。

「今のは、ジナにうるさい声を叩たたき付けてくれた分だ。んで、これが──」

　再び指が折れる。それは、【崩身】によるエネルギーの奔流に身を包み、高速回転しながらゆっくりと降下するペムペムの発射の合図。

「ガゼットとレオンを殴なぐった分だ！」

「────っっぎぃ！」

　怒りを織り交ぜた声を置き去りに、ペムペムの姿が霞かすむ。突き刺さったのはワーウルフの野や獣じゆうの鼻だ。回転の力を加えた強烈な体当たりに、屈くつ強きようなワーウルフが呻うめき声を上げながら、その上半身を大きく仰のけ反らせる。その時既すでに、一いち撃げき目を加えた分裂体が次なる一撃に備え、超高速回転のエネルギーを着地の体勢で繫ぎ止めていた。

「んで、コレがフェティを攫った分！」

　また指が折れ、今度は分ぶん裂れつ体の姿が霞む。腹部に突き刺さった衝しよう撃げきに、ワーウルフがついに堪こらえきれず尻しり餅もちをつく。

「ガァアアアアアアアアアアア」

　怒り狂くるった獣声が木こ霊だまする。獣の矜きよう持じで己おのれを奮い立たせ、ワーウルフが全身のバネを使って痛みの残る身体を跳はね起こす。

　その双眸が捉とらえたのは、今までで最も強い光を放つペムペムと、最後の指を折ったレインの壮そう絶ぜつな笑えみだった。

「んで、コレがエルニアとアリカを怖こわがらせた分だ。ぶっ飛べっ！」

「っぴぃうっ！」

　怒りの砲弾が放たれる。ワーウルフが勘を頼りに片腕で顔をガードしたが、その腕ごと青い砲弾は獣面を打ち据すえ、後方へと吹ふき飛ばした。激しい土つち煙けむりを上げながらワーウルフが無様に後転し、舌をだらりと口から零こぼしながら昏こん倒とうする。

「な、なんなんスか？　なんなんスか、あんたたち？」

　足あし下もとまで押おし戻もどされたワーウルフに戦せん慄りつしながら、レミが尋たずねる。

　レインは肩に戻ってきたペムペムと共に、ことさら意地悪く笑って応えた。

「見てわかんねぇのか。最弱のスライムトレーナーと、その相棒のペムペムだ。覚えとけ！」

「ぴぎぃっ！」

　会心の笑みを浮かべて、レインとペムペムが声を張り上げる。

　その声に、レミは一いつ瞬しゆんキョトンとし、次の瞬間並々ならない怒りに顔を真っ赤に染め上げた。

「ば、馬ば鹿かにしてるッスか？　もういいッス。こうなったら、こっちだって奥の手を使うッスよ！」

　レミが倒たおれるワーウルフの傍かたわらに膝を突き、その手を上着のポケットに忍しのばせる。

　だが、引き抜ぬこうとした手は、その肩を押さえたジェバによって止められた。

「なんスか？　なんで止めるんスかジェバ先せん輩ぱい。自分、ぷんぷんマックスッスよ」

　頰ほおを膨らませ、目を吊つり上げながらレミが抗こう議ぎする。そんなレミを感情の見えない双眸で見下ろしながら、銀の懐かい中ちゆう時計を突き出した。

「時間切れだ」

「ぬむっ！　そ、そんな……。あと少しくらいイイじゃないッス──」

「二度も、言わせるな」

「ひぃうっ!?」

　冷たい刃やいばの様な言葉に、あれほど暴れまくっていたレミが竦すくみ上がる。その顔は、まるで地じ獄ごくの底でも覗のぞいたかのように蒼そう白はくとなっていた。

　静かになったレミから視線を切り、ジェバがまるで彫ちよう像ぞうの如く動かずに戦いを見守っていたデュラハンに向けて小さく顎あごをしゃくる。デュラハンは首のない頭部で僅かに頷うなずいたかのような仕草を示すと、腰こしに下げた鞘さやから闇やみを固めたかのような漆しつ黒こくの剣けんを一気に引き抜いた。

　デュラハンが無造作に黒剣を何もない空間に向けて振り下ろす。天から地へ振り下ろされた黒の一いつ閃せんは瞬く間に翻ひるがえり、今度は横一線の斬ざん撃げきを繰くり出した。切り裂さいたのは次元そのものだ。まるで山そのものが悲鳴を上げたかのような不協和音が響ひびき、次元が大きく十字に切り裂かれる。その奥底から、突とつ然ぜん何かが飛び出てきた。今回のレースの反則者を束そく縛ばくする次元の獣けものが触しよく手しゆのような腕を振り上げ首無しの騎き士しに襲おそいかかる。

　デュラハンは、静かに片腕を触手へと掲かかげた。その腕の鎧よろいは淡あわい虹にじ色いろの光を纏まとっていた。虹色の籠こ手てが触手に吞み込まれ、直後触手が籠手に吞み込まれる。耳を劈つんざくような悲鳴が山やま肌はだを叩き、ブチブチと触手を吞み込んだ腕を引き抜いたデュラハンがその手に漆黒の剣を握にぎらせる。

　慟どう哭こくが剣から木霊し、次元の獣に縦一線の筋が走った。次の瞬間、その筋が大きく裂け不気味な色の血液が怨えん嗟さの叫さけびと共に迸ほとばしる。深手を負わされた次元の獣が、デュラハンから逃にげるように次元の闇へと後退する。その先に光が見えた。それは豪ごう華かな来らい賓ひんが集まるレースのゴールだ。

「行くぞ。今なら、まだ試合までにその腕を再生できる」

「うぅ～。分かったッスよ」

　まだ不満は残っているのだろうが、レミは頷くしかなかった。すでに片腕を失ったワーウルフは、デュラハンに軽々と担かつがれている。

　そんな彼らを、レインは行かせるわけにはいかなかった。男の腕には、まだフェティが抱かかえられているままなのだ。

「待てっ。フェティを返せ！　さもねぇと──」

　レインが、ペムペムにいつでも飛び出せるように力を蓄えさせながら叫ぶ。その声に、ジェバは思い出したように腕に抱えたフェティに目を向けると、まるで人形でも扱あつかうように無造作に、その小さな身体をレインに向けて投げつけた。

「な──ばっ!?」

　レインが慌てて落下地点に滑すべり込み、フェティの身体を受け止めようと身構える。だが、レインが受け止める間もなく、フェティは器用に空中で身を捩ねじると、投げつけられた勢いを殺しながらレインより遥はるか手前で着地した。

「へ？」

　素すっ頓とん狂きような声がレインの口から漏もれる。着地した拍ひよう子しにフェティの頭を覆おおっていたフードが外れ、小さな頭から突き出した二本の角が顔を出す。

「良く出来た傀かい儡らいだな」

　感心、というには余りに感情のない声を漏らしながら、ジェバがその双そう眸ぼうを一連の戦せん闘とうの最中全く立ち位置を変えなかったキールへと傾かたむける。

「ふむ、バレておったか」

　その幼い声からは計り知れない聡そう明めいな声が響き、代わりに怯おびえた表情でパラパを抱だくフェティ──ではなく、その双眸に深い叡えい智ちの光を宿らせたフェルがキールの陰からひょっこりと顔を覗かせた。

「もうよいぞ。戻ってこい」

　フードを脱ぬいでいるフェルが、同じくフードを脱いだ頭から角を覗かせるフェティに向かって手招きをする。二本の角を生やしたフェティは小さく頷いてフェルへと駆かけ寄ると、瞬く間にその姿を可愛かわいらしい鬼おにの人形へと変えてしまった。

　何が起きたのか分からず呆ぼう然ぜんとするレインに、フェルが小さくなった鬼の人形を拾い上げながら悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えむ。

「なぁ～に。ちょっとした保険じゃよ」

「……ガリアか？」

　鬼の人形に視線を走らせたレインが、唸うなるような声でフェルに尋ねる。

　フェルは鬼の人形をパラパと共に抱き締しめると、してやったりといった表情を浮かべて鷹おう揚ように頷いた。

「如何いかにも。フェティがどうしてもレースに出たいとごねたのでな。どうせならこの身を狙ねらう悪漢どもを引きずり出そうと思ったら、案の定じゃ」

「それならそうと、なんで俺たちに言わねぇんだよ」

　安心余って憤いきどおりに口をへの字に曲げたレインが、フェルを𠮟しかりつける。レインに睨にらまれたフェルは怖がるフリをしてキールの陰に隠かくれると、こちらを覗き込みながらにんまりと微笑んだ。

「それはほれ、敵を欺だますにはまず味方からっていうじゃろ」

「とかいいながら、俺たちが焦あせるのを面おも白しろがってたんじゃねぇのか？」

「これこれ、そんなに怒おこるでない。怖いではないか。泣いてしまうぞ」

　鋭するどく斬きり返すレインに、フェルがわざとらしく悲しそうな表情を浮かべながら、誤ご魔ま化かすようにその口元をパラパと鬼の人形の間に埋うずめる。その姿を見て、レインの良心はチクリとも痛まなかった。フェルの小さな肩かたが笑いを堪えて揺ゆれているのだ、無理もない。

　はぁ～っと、当てつけのようにため息を吐つきながら、レインが安あん堵どの笑みを口元に浮かべる。フェティとフェルが無事なら、今はそれで十分だ。

　そんなレインとは対照的に苦々しく顔を顰しかめたのは、ようやく闘気を収めていたレミだった。

「え？　ちょ、ちょっと待ってくださいッス。じゃあ、自分はまんまと欺されちゃってたわけッスか。納なつ得とくいかないッス。汚お名めい挽ばん回かいのチャンスを！」

　汚名を挽回してどうするのだろうか。そんなレインの疑問を代弁するように、ジェバは初めて感情らしい表情を浮かべてレミを見下ろした。

　面めん倒どうくさいと、その鉄仮面が言っていた。

「いい加減に黙だまれ。予定通り優勝して正せい攻こう法ほうで身み柄がらを頂く。その方が軋あつ轢れきがない。今は、あの女の存在が知れただけでも収しゆう穫かくだ」

「ええ～。んじゃ、リベンジは試合までお預けッスか？　歯がゆいッスよ」

「いや。奴やつらは試合には出てこない」

　断言するジェバに、レインが目を吊り上げる。だが、その感情が声になる前に、どこかのチームがゴールした証あかしである花火の音が三度弾はじけた。デュラハンが開けた穴の向こうで、大きな歓かん声せいが沸わき上がる。

「今からでは間に合わないだろう。絶対にな」

　そして、ジェバは振り向きもせずに次元の穴へと身を滑らせた。その後にデュラハンと抱えられたワーウルフが続き、縮みだした穴に慌あわててレミが飛び込んでいく。

　四つの花火が弾ける音が、遥か彼方かなたで木霊した。




　　　　＊




「──はっ。はぁっ、はぁっ。なんなんだよ、あいつらは？」

　ジェバたちを吞のみ込んだ次元の穴が閉じて、レインはようやく喉のどに詰つまった息を吐はき出した。そして、慌てて【契約の絆】を解除する。直後、特大の疲ひ労ろう感かんが全身に押し寄せてきた。ただでさえ体力の消しよう耗もうが激しい【契約の絆】に加えペムペムには【崩身】を発動させたのだ、無理もない。

　膝ひざの力が抜けて、ガクッとレインの目線が堕おちる。

「婿むこ様。お疲つかれさ、ま」

　迫せまる硬い地面からレインを救ったのは、ようやく痺しびれが取れて飛び出したジナだった。ふわりと銀ぎん髪ぱつがレインの目の前に広がり、ジナの白い肩がレインの額を受け止める。危あやうくジナの胸に顔を埋うずめそうになったレインは何とか首を捻ひねったが、そのせいでバランスが大きく崩くずれた。余計な体重まで預けてしまい、支えきれなくなったジナの足が地面を滑る。

「きゅぴ！」

　膨ぼう張ちようしたルルが、仰あお向むけに倒れ込むジナの背中に滑り込む。その弾だん力りよくに富んだ身体からだで受け止められたのはいいが、レインにとって一つ大きな問題があった。

「いや、ちょ。これは」

　レインの頰が熱を持ち、疲れた頭が余計な事を考え出す。それもそのはず。ピンク色のルルに折り重なって身体を預けるジナとレインは、まるでこれからいかがわしい事でも始めそうな雰ふん囲い気きが満まん載さいだった。

　全身を襲おそう疲ひ労ろうに抗あらがい、レインが慌てて身を捩る。

「ジナ、もういいっ。動けるから離はなしてくれっ！」

「い、や」

　顔を真っ赤にするレインに、ジナはニコッと微笑みながら完全拒きよ否ひ。体格で勝まさるとは言っても、体力を消耗したレインより体術を駆く使しするジナの方がこの状態でははるかに有利だ。嬉うれしそうに鼻を鳴らしたジナの暴挙が加速する。ジナは小さく身を捩ると、遂ついに自分の足をレインの足に絡からめてきた。

「って、うおい！　冗じよう談だんやってる場合か！　時間がねぇんだぞ！」

「時間があったらしていい、の？」

「ちがぁああああああう！」

「おやおや、ずいぶん楽しそうだね。レイン」

　レインの耳に、肩にピックを乗せて歩み寄ってきたガゼットの声が突つき刺ささる。なんとか首を捻って後ろを向くと、とてつもなく冷えた冷れい笑しようを浮うかべるアリカと、こちらは明らかに怒いかりの表情を浮かべるエルニアがガゼットの隣となりに並んでいた。

　乾かわいた笑みを浮かべること。それが、レインの出来た精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうだった。

「よ、よぉ……ガゼット。生きてたか」

「いやいや、死ぬほど痛かったよ。でもなんだろうね。今はそういうのどうでもいいかな？」

「アリカ、怖こわかっただろ。大だい丈じよう夫ぶだったか」

「うん、怖かったよ。でも、今の自分の方が怖いかな。──何するか、私にも分からないから」

「エ、エ、エルニア。腕うではもう大丈夫なのか？」

「ああ。今から貴様たちをまとめて焼き払はらえるくらいには元気だぞ。なぁ、キール」

（ふむ。どこまでも締まらない男だ）

　やれやれと、レオンを支えるキールが首を横に振ふり、僅わずかに開いた口から細い炎ほのおをちらつかせる。守ると誓ちかった仲間から浴びせられる冷たい視線。満足そうなのはジナだけだ。

　だが、仲間の視線よりも、もっと応こたえる視線が真横からレインに襲おそいかかった。

「お兄ちゃん。何してるの？　どうしてそんなに顔赤いの？」

「くぅん？」

　きょとんとした顔を浮かべ、フェティとパラパが小さく首を傾かしげる。いつの間にか、フェティは目ま深ぶかに犬耳のフードを被かぶり、フェルと人格を交こう替たいしていた。

　フェルの聡明な瞳ひとみとは真逆、無む垢くで純じゆん粋すいな瞳に見つめられ、レインの精神は崩ほう壊かい寸前まで摺すり下ろされる。

「いや、フェティ。あの、これはだな──」

　弁解するような悪いことはしていないはずなのに、レインが必死に弁解しようと思考を巡めぐらせる。

　だが、その思考は、五つの花火の音に搔かき消された。

　ピックに電でん撃げきの準備をさせていたガゼットの顔に焦りが浮かぶ。

「マズい。あと二チームだ」

　その言葉は、全員の顔に焦りを生んだ。ジェバたちとの接せつ触しよくで、レインたちはかなりの時間を浪ろう費ひしてしまった。

　緊きん急きゆう事態にジナがようやく束そく縛ばくを解き、立ち上がったレインが声を張り上げる。

「と、とにかく追いかけるぞ！」

「でも、今からじゃ全然間に合わないよ」

　アリカが顔を曇くもらせる。確かに、その通りだ。どれだけのチームが残っているか分からないが、今からまともに追いかけていては、いくらキールの足でも追いつけないだろう。

「くっそ。なんか手はないのかよ？　ガゼット、地図！」

「もう見てるよっ！」

　ガゼットが広げた地図の上で忙せわしなく視線を動かす。今、レインたちがいるのは島の中央。ロックドラゴンの生息する山の頂上近くだ。残りの道はゴールまでの一本道。ショートカットできるような場所はどこにもない。

　レインが唇くちびるを嚙かむ。こうしている間にも、他ほかのチームはラストスパートを掛かけているだろう。

「何か方法はねぇのかよ？」

　レインが悔くやしげに声を絞しぼり出す。さすがに、この状じよう況きようはペムペムの力ではどうにも出来ない。

　その時、レインの後ろから地図を覗のぞき込んでいたエルニアの双そう眸ぼうが地図のある一点に定まった。

「コレだっ！」

「エルニア？　どうした、何か思いついたのか？」

　振り返りながらレインが尋たずねる。だが、その時既すでに、エルニアはキールの背に跨またがっていた。一体、なにを思いついたのか。その顔には、危うい覚かく悟ごが浮かんでいた。

「お、おい。エルニア。何する気だよ!?」

「勝つための秘策だ。上手うまくいけば、いまからでも追いつける。アリカは氷のソリを頼たのむ。それも、とびっきり頑がん丈じようなヤツだ。あとの者たちはここで休んでろ！」

「エルちゃん!?」

「いいな。アリカ。とびっきり頑丈なヤツだぞ」

　困こん惑わくしながら聞き返すアリカに、エルニアがキールの足先を頂上へと続く岩がん壁ぺきに向けながら念を押す。

「おい！　何する気だよ？　おいっ!?」

　レインが声を張り上げる。だが、エルニアはそんなレインを愛いとおしげに一いち瞥べつすると、返事をせずにキールの手た綱づなを振り払った。

　バシッと手綱が空気を叩たたき、嘶いななきに似た咆ほう哮こうを上げたキールが崖がけに向かって身を躍おどらせる。

「待てつってんだろ！　エルニアーっ！」

　岩壁を駆かけ上るキールに追いつくことが出来たのは、レインの虚むなしい叫さけび声だけだった。




　　　　＊




　長い三つ編みの髪かみを揺らすエルニアの脳に、キールのどこかおどけた念話が響ひびいた。

（主あるじよ。念のため聞くが、本気でやる気か？）

「もちろんだ。コレしか方法がないのだぞ。それに、私は腹が立っているのだ。自分のていたらくにな！」

　顔を顰めたエルニアが、自分への忸じく怩じたる怒りに声を震ふるわせる。先ほどの襲しゆう撃げき者が現れた際、エルニアは何も出来なかった。これに怒りを覚えなければ、一体いつ、何に怒りを覚えるのだろうか。

　固く握にぎり締しめた拳こぶしを開き、エルニアが自分の掌てのひらに刻まれた紋もん章しように目を落とす。そこにはまごう事なきドラゴンの紋章が刻まれていたが、先ほど腕を押さえていたときには別の紋章が蔓延はびこっていた。

　それは、以前エルニアの腕を侵しん略りやくしたキメラの紋章によく似ていた。

　襲撃者のモンスターが取り込んだキメラの細さい胞ぼうに呼応したのか、それとも何か別の理由があるのか。それは、どれだけ考えても分からない。

　ただ、一つだけ分かることがある。エルニアは、このキメラの紋章に負けているのだ。そして、また守られてしまった。

　レインに。

　守られて嬉しい気持ちに偽いつわりはない。昨晩、不届きなドラゴントレーナーに求きゆう婚こんを迫られたときにレインが現れた時、エルニアは心の底から嬉しかった。レインに抱だきつき、再び、あの唇に自分の唇を重ねたいとさえ思った。

　だが、それ以上にエルニアはレインと対等でありたいと思った。守られるばかりではなく、頼たよられる存在になりたいと思った。

　エルニアの胸に痛みが走り、脳のう裏りに鮮あざやかな銀髪が浮かぶ。

　こと、戦せん闘とうにおいて、レインはエルニアよりもジナを頼る傾けい向こうがある。同じスライムトレーナー同士で息が合うのだろうが、それにしったって息を合わせすぎだ。

　そして、何よりエルニアの勘かんに障さわったのが、先ほどの言葉だ。

『今のは、ジナの分だ』

『コレがエルニアとアリカを怖がらせた分だ』

　──なぜ、ジナは一人で、私はアリカとまとめてなのだっ！

　悔しさに、エルニアが奥歯を嚙み締める。アリカと一いつ緒しよというのが嫌いやというわけではないが、それでも個人で呼ばれるのと二人分で呼ばれるのは重みが違ちがう気がして仕方がない。

（あの唐とう変へん木ぼくはそこまで考えていないと思うぞ）

　さすがにレインを気の毒に感じたキールがフォローを入れるが、エルニアは仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべて応こたえなかった。気にしていないというのが、逆にエルニアの対たい抗こう心に火をつける。

　エルニアは、レインの一番になりたかった。

　レインには、自分だけを見てほしかった。

　わがままだと分かっている。傲ごう慢まんだと知っている。自分勝手だと恥はずかしくも思う。

　けれど、譲ゆずれないのだ。この気持ちだけは。

「ならば、気がつかせてやるまでだ。私の存在が、いかに大切かを！」

　エルニアの声が風に乗る。頂上へ向けて最後の一蹴けりを放ったキールの身体が、ごつごつとした山の頂上に身を躍らせる。

（ふむ。気がついていないわけでは無いと思うのだがな）

　ため息交じりの念話は、エルニアの心には響かなかった。その深い煉れん瓦が色いろの双眸が見つめるのは、縄なわ張ばりを荒あらす者に対して憤ふん怒ぬを募つのらせるロックドラゴンの群れだけだ。

「八つ当たりと、我らのチームの勝利のためだ。悪く思うな」

（はてさて、間に合うか）

　呟つぶやきと念話をその場に残し、エルニアとキールは正面からロックドラゴンの群れへと突とつ入にゆうした。重々しい身体からだを持ち上げて、ロックドラゴンが次々と迎げい撃げき態勢に移る。蹴り上げた竜りゆう脚きやくが飛ばした石いし礫つぶては、城壁ですら易やす々やすと粉ふん砕さいする。一いち撃げきでも食らえば、キールといえど骨を砕くだかれるだろう。

「【エクスプロ─クロー】！」

（ふんっ！）

　キールの爪つめが赤黒く変色し、その爪を突き立てた岩肌が爆ばく砕さいする。さらにキールは逆の竜りゆう腕わんを振り下ろし、目の前の岩がん盤ばんそのものを爆発させた。耳を殴なぐるような轟ごう音おんが轟とどろき、もうもうと土つち煙けむりが立ちこめる。その土煙を割り、キールは一気にロックドラゴンの懐ふところへと飛び込んだ。ロックドラゴンの岩の鱗うろこに、キールは渾こん身しんの一撃をたたき落とす。爆発の衝しよう撃げきと暴風が、背中に乗るエルニアを引き剝はがそうと荒れ狂くるう。

　必死にしがみつくエルニアが、薄うす目めを開けてダメージを確かく認にんする。

「浅いか」

（ふむ。骨肉諸もろ共とも吹ふき飛ばすつもりだったのだがな）

　キールが面おも白しろいとばかりにその口の端はしを深く吊つり上げる。キールの爆砕の爪を受けたロックドラゴンは、表面の鱗を数枚吹き飛ばされただけだった。ロックドラゴンは歳としを重ねるごとに、鱗の鉱物が堅かたさを増す。おそらく、この縄張りで最弱であろうロックドラゴンにさえ、キールの爪は通じなかった。さらにいえば、炎と岩では相あい性しようが悪すぎる。端はたから見れば、エルニアとキールの行動は自殺に等しい。

　しかし、キールとエルニアは前進を止めなかった。鈍どん重じゆうなロックドラゴンに向けて、キールが当たるを幸いと爆砕の爪を振り落とす。

　次々に巻き起こる爆発の連れん鎖さが、山全体を震わせた。

「どうだ、キール？」

（残念ながら兆きざしはないな）

　頰ほおと顎あご先さきを煤すすだらけにしたエルニアに、キールが小さく首を振りながら念話を飛ばす。その最中、立ちこめていた土煙を岩の翼つばさが切り裂さいた。風圧に負けた粉ふん塵じんが翼の上下に逃にげ、避さけきれないキールの肩かたに重い一撃が食らいつく。

「キール！」

（っぐ。大だい丈じよう夫ぶだ問題ない）

　咄とつ嗟さに衝撃を逃がす方向へ跳とんだキールが、軋きしむ肩に顔を顰しかめながら追つい撃げきを仕し掛かけてきたロックドラゴンの翼に爆砕の爪を振ふり下ろす。だが、質量が違いすぎた。翼に叩き付けられた爆発は小規模なもので留とどまり、逆に爆砕の爪が粉砕される。後退を余よ儀ぎなくされるエルニアたちを次に襲おそったのは、無数の石礫だ。石と言っても、一個一個が大人の頭ほどもある。キールはともかく、エルニアに当たれば一撃でさえ致ち命めい傷しようだ。

「【ブレススパイラル】」

　迫せまる石礫に汗あせを滴したたらせたエルニアが叫び、キールの口から螺ら旋せんを描えがく紅ぐ蓮れんの業火が迸ほとばしる。その凄すさまじい熱風は、業火を突つき破ろうとした石礫をはじき飛ばした。

　螺旋の業火が突とつ然ぜん揺ゆらぐ。巨きよ影えいが業火の中を走り抜ぬけ、岩の肌はだから白はく煙えんを上げるロックドラゴンがエルニアとキールの目の前に躍り出た。その質量を受けきれないと察したキールが、ギリギリで身を躱かわしロックドラゴンの体当たりをやり過ごす。

　エルニアの頰を再び冷や汗が伝った。野生のドラゴンを前にして直接その身が危険にさらされる恐きよう怖ふは想像以上だ。

「あの馬ば鹿かは、よくこんなことが続けられるものだな」

（まぁ、馬鹿者だからな）

　呆あきれた声を上げるエルニアに、キールがニヤリと微ほほ笑えむ。そして、時間が惜おしいとばかりに、キールは再びロックドラゴンの輪の中へと飛び込んだ。再び手当たり次し第だいに攻こう撃げきを仕掛け、少しでも相手に与あたえるダメージを積み重ねる。

　その時、天に花咲さく六発の花火の音が、キールの手綱を必死に捌さばくエルニアの鼓こ膜まくを震わせた。

　六つ目のチームがゴールした。残りの予選通過枠わくはあと一つだ。

「キール。【昇しよう華か】はまだか。時間が無いぞ！」

（コレばかりは運を天に任すしかなかろう）

　ロックドラゴンとの攻こう防ぼうではなく、時間を気にしてエルニアがキールに声を掛かける。落ち着いた念話だったが、その奥にはエルニアと同じ焦あせりが生まれていた。

　エルニアとキールの狙ねらいは、モンスターが経験を積むことによって壁かべを乗り越こえたときに起こる奇き跡せき、【昇華】を発動することだった。【昇華】が発動すれば、モンスターの力は飛ひ躍やく的に増大する。まともに追いかけて追いつかないならば、もはや残る手はコレしかない。しかし、【昇華】は易々と起こせるものではなかった。実際、キールが【昇華】を果たしたことは過去に一度もない。絶望的な確率。賭かけにすらならない勝算。今ここで【昇華】が発動するなど、それはもはや奇跡に他ほかならない。

　だが、レインとペムペムはその奇跡を何度も起こしてみせた。自分より遥はるかな強者に立ち向かうという無茶をなすことで。

　ドラゴンのキールにとっての強者と言えば、もはや同じドラゴンか神、もしくは上級の天使や悪あく魔ましかありえない。そういう意味では、ロックドラゴンの生息する島は条件を満たしていた。あとは、とにかく攻撃あるのみだ。

　戦いの最中、エルニアの肌には次々と裂れつ傷しようが刻まれていった。その身に受ける攻撃の余波もさることながら、【契約の絆】によるキールのダメージまで還かん元げんしているのだ無理もない。先ほど砕かれた爪のダメージによりエルニアの爪は割れ、じくじくと鮮せん血けつを指先に滴らせていた。

　気を抜けば、意識が飛びそうになる。キールの首を摑つかむ手が引き剝がされそうになる。

　その間ま際ぎわ、キールは自分の奥底で何かが胎たい動どうするのを感じて、集中力を欠けば即そく座ざに一撃を食らうであろう危険も顧かえりみず念話を振り絞しぼった。

（主あるじよ。もう少しだ）

　キールがエルニアへ念話を飛ばす。予想より早く、その前兆をキールは感じていた。いや、それは必然なのだろう。エルニアとキールは同じドラゴントレーナーのサラから実戦さながらの手ほどきを受け、夏休みが始まった直後には、レインたちと共に世界最強の魔ま獣じゆうキメラとの戦闘経験を積み重ねてきたのだ。

　あまりにも分の悪い賭に、エルニアが疑わずに身を委ねられたのはそのためだ。

　だが、現実は常に甘くはなかった。

　ロックドラゴンたちの中心にいた岩山が鳴動する。何事かと振り向くエルニアは戦せん慄りつした。ぎょろっと、巨大な瞳ひとみが動き、ほとんど山の地面と一体化していた巨大なロックドラゴンがその姿を現したのだ。

「っく」

　エルニアが頰を歪ゆがめる。存在感だけで言えば、さきほどの襲しゆう撃げき者たちよりこのロックドラゴンの方が上だろう。一体、どれほどの月日を生きた長ちよう寿じゆ種しゆなのだろうか。

　鬱うつ陶とうしげに、長寿ロックドラゴンがその翼を羽ばたかせる。先ほどの石礫が可愛かわいく感じるほどの投石が、エルニアたちを押おし潰つぶさんと降ってきた。それはさながら隕いん石せきだ。キールが歯を食いしばって飛び退のいたが、間に合わない。

（ダメだ。直ちよく撃げきするぞ！）

　キールの念話に、死と生の狭はざ間までエルニアが身構える。

　その耳に、甲かん高だかい鳴き声が滑すべり込んできた。

「ぴぎぃー！」

「な……」

　エルニアたちに向けて真まっ直すぐに飛んできた落石が、気の変わったように進路を変へん更こうする。落下した大岩が地じ響ひびきを起こす中、その岩の軌き道どうをずらした小さな命の恩人がエルニアの膝ひざの上へと飛び乗ってきた。

「ぴぎ！」

「ぺ、ペムペム。なにをしている。休んでろと言っただろ！」

　ペムペムを見下ろすエルニアが、その眼を白黒させる。そんなエルニアの耳に、馬鹿げた大声が突き刺ささった。

「コラーッ。エルニア、よそ見すんな。さっさと逃げてこい！」

　崖がけの縁ふちで立ち上がったレインが声を張り上げる。その姿にエルニアは啞あ然ぜんとした。まさか、あの疲ひ労ろうの残る身体で崖をよじ登ってきたというのか。

　エルニアが驚おどろいている間にも、戦場は否いや応おうなしにその局面を変え始めた。レインの声に気付いたロックドラゴンが、その矛ほこ先さきを変える。エルニアの顔が、先ほどの投石以上に強こわばった。ペムペムはエルニアの膝の上だ。しかも、【契約の絆】を発動しているようにも見えない。──いや、それ以前の問題だ。よく見れば、レインの手や、足が震ふるえている。恐怖ではない。本当に、体力の限界なのだ。

「ば、馬鹿者がっ！　キール【メガフレア】！」

（本当に、馬鹿者だな）

　微かすかに頰を赤らめたエルニアが声を震わせ、ギリギリでレインを射程範はん囲いから外したキールが炎ほのおの津つ波なみを吐はき出す。身体が焼かれないまでも、酸素を一気に食い破った炎の津波はロックドラゴンの動きを停てい滞たいさせた。

　そこで再び、あの巨大ロックドラゴンが動く。大きく背中に振り上げられた岩の翼が打ち出す落石は、先ほどの比ではないだろう。

「させるか。【ブレススパイラル】」

　エルニアがありったけの闘気をドラゴンの紋もん章しように叩たたき付ける。キールの口こう腔こうから迸った炎は、天を焼き尽つくす勢いでロックドラゴンの顔面に突き刺さった。

　無造作に、蠅はえでも追い払はらうがごとくロックドラゴンが首を振る。キールの渾身の一撃ですら、一いつ瞬しゆん怯ひるませた程度だった。それほど、あのロックドラゴンとキールとの間には、隔かく絶ぜつした力の差があった。

　だが、そんな力の差など、今のエルニアには見えなかった。

「【ブレススパイラル】」

　エルニアがありったけの闘とう志しを契約の絆に叩き込み、キールが渾身の炎の渦うずを巨大なロックドラゴンに叩き付ける。もはや、頭より先に、身体が、喉のどが、心がエルニアを動かしていた。

「【ブレススパイラル】」

　業火の渦が天を焼く。

「【ブレススパイラル】」

　業火の渦が岩がん竜りゆうの群れを薙なぎ払う。

「【ブレススパイラル】」

　業火の渦が巨大ロックドラゴンの翼を押し返す。

　エルニアが、最も信しん頼らいを寄せる技わざをキールと共に繰くり返す。泥どろ臭くさいまでの同じ技の繰り返し。だが、それが最も信頼を寄せる技ならば、これ以上に誇ほこらしいこともない。

　猛もう威いを振るうキールに、巨大ロックドラゴンが遂ついに本気を出す。山を揺ゆらして立ち上がった巨きよ体たいが、規格外の岩がん尾びをエルニアとキール、そしてレインへと振り払う。

「させるかああああああああああああああ！【ブレススパイラル】」

　山やま肌はだを削けずる岩尾に向けて、螺旋の業火が迸る。だが、それは余りに細やかな抵てい抗こうだ。突き刺さった炎を意に介かいさず、ロックドラゴンがさらに身体からだを捻ひねる。

　加速する竜りゆう尾び。轟ごう音おんと共に削られる岩いわ肌はだ。弾はじかれる炎。

　その絶望がエルニアたちを吞のみ込みかけた、まさにその時。

　キールの身体から岩も溶とかす灼しやく熱ねつの蒸気が迸った。
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　六つの花火の音を聞き流すゴルドは、つまらなさそうに頰ほお杖づえをつきながら大きなあくびを漏もらしていた。

「かぁあ～っ……っふう。暇ひまだな、こんなことなら。もう少しゆっくりゴールすれば良かったぞ」

「ふふ。確かにそうですね」

　ゴルドと同じテーブル、島一周レース一位の席に座るレーニェが艶あでやかに微笑む。スタート時に足を止めに来た他のチームを文字通りなぎ倒たおし、障害物をあっさりとクリアしてゴールしてから既すでに一時間が経過していた。基本的にじっとしていることが出来ないゴルドにはさぞ退たい屈くつな時間だろう。

　放ほうっておくと眠ねむりこけてしまいそうなゴルドに苦く笑しようを零こぼしながら、レーニェは周りに座るチームに目を向けた。五人全員が揃そろっているチームは少ない。どのチームも、戦力を隠かくしているのだろう。それでも上位に残っているのが、強さの証あかしだ。

　二位にゴールした顔見知りのいるベギオムのチームに、三位でゴールしてきた面おも白しろい魔獣のいる異国のチーム。それぞれのチームと、そこに座る男子生徒たちを見ていれば正直飽あきないレーニェなのだが、ゴルドは一いつ切さい興味が無いようだ。

「このままだと身体がなまりそうだな。ちょっと、暴れてくるか」

　ぐっと背中を伸のばしたゴルドが物ぶつ騒そうなことをいい、獰どう猛もうな笑みを浮うかべながら通過チームへとその炯けい眼がんを走らせる。放っておいたら、本当にこのままだと手当たり次第に喧けん嘩かを売りかねない勢いだ。

　まあ、それはそれで面白いのだが、せっかくの大会がお流れになっては元も子もない。

　しょうがないとばかりに息を吐ついたレーニェは、最後のチームを待つゴールに目を馳はせながら呟つぶやいた。

「七位はどこのチームでしょうね。気になりませんか？」

「ふん。さっき暇つぶしにゼノに映させてみたが、この後に来る奴やつらは団だん子ご集団だ。どこのチームが入ったところで変わらんだろ」

「あらあら。もしかしたら、素す敵てきな殿との方がたやドラゴントレーナーさんがいたらどうします？」

「その時は目を掛けてやるさ。まぁ、いたらな」

　本当に眠たくなってきたのか、ゴルドが欠伸あくびを嚙かみ殺しながら応こたえる。そんなゴルドに再び苦笑を零すレーニェの耳に、隣となりから焦った声がかけられた。

「レーニェ様。それは、もしやあのスライムトレーナーのチームのことを言っているのではないでしょうね！」

　それまで黙だまって隣に腰こし掛かけていた少年が、レーニェに向けて身を乗り出す。小こ綺ぎ麗れいな顔をした少年の双そう眸ぼうには、激しい嫉しつ妬との光が隠れることなく燻くすぶっていた。

「ふふ、どうでしょう？」

　レーニェがフッと口元を緩ゆるめ、少年に向けて怪あやしく微ほほ笑えむ。

　その微笑みに、少年はガタッと椅い子すを倒し、取り乱しながらレーニェの手を握にぎり締しめた。

「ダメです、レーニェ様！　考え直してください。レーニェ様の下げ僕ぼくはこのマルフィス一人で十分─────んんっ」

　マルフィスと名乗った少年の目が大きく見開き、別のテーブルに着いていた女子のみのチームから悲鳴が上がる。その声を楽しげに聞きながら、痺しびれるような微笑みを浮かべたレーニェは見せつけるようにその唇くちびるをマルフィスの唇から放した。

　つぅーっと、淫いん靡びな糸がマルフィスの唇からレーニェの唇に橋を渡わたす。

　その糸を指先で捉とらえたレーニェは、濡ぬれるマルフィスの唇にその指先を添そえながら、聖母の如ごとく微笑んだ。

「怖こわい顔しないで、マルフィス。心配しなくても、私の一番のペットはあなたなのだから。だからお願い、新しいペットちゃんとも、ちゃーんと仲良くするのよ。いいわね」

「は……はい……」

　陶とう酔すいしたように曖あい昧まいな返事をするマルフィスに、レーニェが満足そうに微笑む。ゴルドが気に入らなさそうに「けっ」と頰ほおを歪めたが気にしない。気に入った子を、好きなときに、好きなように愛めでる。それがレーニェの生き方なのだ。

　ふふふっと、蠱こ惑わく的な唇から笑みが零れる。マルフィスの頰を撫なでながら、レーニェは昨晩目を付けた新しいペット候補に思いを馳せた。久しく見ない真っ直ぐな眼まな差ざし。あの目が自分に屈くつ服ぷくした瞬しゆん間かんを思い描えがき、レーニェが小さく身もだえる。

　出来ればこの大会で、叶かなうならば大衆の面前でじっくりと調教したかった。だが、それは無理な願いだったらしい。昨晩、そしてスタート直後に、この愚ぐ兄けいに目を付けられたあの可哀かわい想そうなチームは、今ゴールしている六チームには入っていなかった。さすがに、スライムトレーナーが二人もいては厳しかったのだろう。

　少しだけ残念そうに、レーニェが目を伏ふせる。同時に、会場が一気に沸わいた。地響きが遠くの方から押し寄せてくる。ゴルドの言う団子のチームがゴールに向かってきたのだろう。

「ミフェリア、新しい紅茶を淹いれてくれるかしら。今度はローズティーがいいわ」

「かしこまりました」

　ゴールするチームより美味おいしい紅茶を優先し、レーニェが後ろに佇たたずむパートナーに声を掛かける。

　その時、レーニェとゴルドがゴールしたときにも勝まさるとも劣おとらない大だい声せい援えんが、ゴール地点を包み込んだ。

「あら、何かしら」

　興味をそそられたレーニェが、土つち煙けむりの上がる地平線に目を馳せる。

　レーニェの相そう貌ぼうに、今までに彼女が浮かべたことがない無防備な表情が刻まれた。
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「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「ぴぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ!?」

　レインとペムペムの絶ぜつ叫きようが後ろに流れる風に攫さらわれる。がりがりと、氷の削れる不ふ吉きつな音が徐じよ々じよに足あし下もとに迫せまってくる。次々に追い越こされる別のチームは、まるで止まっているのかと錯さつ覚かくするほど、【昇華】を果たしたキールの追い上げは群を抜ぬいていた。

　ガコンッと、氷のソリが大きく跳はね、ソリの一部が砕くだける。何度もバウンドしながら最後には細かな粒りゆう子しになった氷の末路に、アリカは顔を青ざめた。

「エルちゃん。キーちゃん。もう、ソリが残ってないよ！」

　アリカが悲鳴を上げ、こちらも必死に綱つなを咥くわえるレオンにしがみつく。山間の少ない水分で作った氷のソリはただでさえ小さかったのに、今はその半分もない。すこし足を伸ばせば、荒あらい砂地が足先を掠かすめるほどだ。

「きゅぴぴぴぴ！」

「ルル。飛ばされない、で」

　襟えりに嚙みつきながら風に翻ほん弄ろうされるルルに、綱にしがみつくジナが声を掛ける。普ふ段だんは無表情なその顔も今は必死だ。ジナの右にあった脱だつ落らく防止用の手すりがいつの間にか無くなっているのだから無理もない。

「いやはや、凄すさまじいね。ドラゴンの【昇華】って」

「マスター。暢のん気きなことを言っている場合か！」

　半分以上もソリから身体を投げ出されているガゼットに、その髪かみからひょこっと顔だけ出しているピックが声を荒らげる。この中で唯ゆい一いつ楽しそうなのは、エルニアと共にキールの背に乗せて貰もらっているフェティぐらいだ。

「あははははは。すごい、すっごーい！」

「クゥ、～ン……」

　フードの犬耳を激しく揺らすフェティが無む邪じや気きに微笑み、その手に抱だかれ最前列に座らせたパラパが風に翻弄される耳を押さえながらか細い声を漏らす。そんな気の毒なパラパに、レインたちは心の底から感謝していた。今もまだ氷のソリが辛かろうじて形を残しているのは、周りからは見えないように、パラパが氷の全面を虹にじ色いろの幕で覆おおっているからだ。フェティに能力を使わないように約束していたレインだが、非常事態につき背に腹は代えられない。

　そんなフェティとパラパを自分の前に座らせキールに跨またがるエルニアは、前方を走る最後の一団を確かく認にんするや否いなや、溢あふれんばかりに鮮せん烈れつな朱しゆ色いろの燐りん光こうを放つドラゴンの紋もん章しようをさらに強く輝かがやかせた。

「見つけた！　さぁ、一気に追い抜くぞ！　──っは！」

（皆みなの者、振ふりとされるなよ！）

　手た綱づなを振るう音とキールの忠告がレインたちの顔をさらに引き攣つらせる。後ろに流れる景色と共に、氷が削れる音が加速した。襲おそいかかる圧力がさらに凶きよう悪あくになり、レインたちの手から綱を引き剝はがそうと躍やつ起きになる。

「きゃああ！」

　襲いかかる風圧にアリカの右手がレオンの体毛を滑すべった。慌あわてて伸ばしたアリカの手が次に摑つかんだのは、レインの肩かただ。だが、その指先もすぐに一本一本剝がれる。

「アリカ。こんの、くっそ」

　アリカの腕うでを摑んだレインが、隣で今にも手が引き剝がされそうだったジナもまとめて抱かかえ込む。アリカとジナが小さな悲鳴を上げたが、この際細かいことを気にしている暇はない。

　襲いかかる風圧に必死に抗あらがいながら、レインが前方に顔を向けて薄うす目めを開く。飛び込んできたのは、この世の物とは思えないほど美しく、鮮烈な朱しゆと緋ひの輝きだった。
















　エルニアのドラゴンの紋章から迸ほとばしる朱色の光と、【昇華】により噴ふき上げるエネルギーを纏まとったキールの緋色の鱗うろこ。その二つの色が混じり合い生み出したのは、レースのスタート時よりも何倍も美しく、絶対に他ほかのものでは表現できない、唯一無二の朱あ紅かの世界。

　その朱あ紅か色の光路の中で、エルニアの長い三つ編みが右へ左へと躍おどっている。

　レインは、エルニアから目が離はなせなかった。

　赤い閃せん光こうとなり駆かけ抜けるキールに、追い越されたチームが魅み了りようされたように次々とその足を止めていく。もはや、レインたちの他にゴールへ向かっているチームは存在しない。

【昇華】の刻ときが終わるのとほぼ同時に、キールがゴールを通り抜ける。

　激動のレースを乗り越えたことを祝福する七つの花が、澄すみ渡る空で咲さき誇ほこった。
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「間に合った、みたいだな」

　へたった声を漏もらし、レインが綱を握る手を緩める。ズルズルと氷のソリを滑り落ちたレインは、もはや立ち上がるのも億おつ劫くうだった。それは、ガゼットたちも同じだ。皆が皆、立ち上がれないほどに疲ひ弊へいしていた。

　だからこそ、レインたちは肌はだを包む込む喝かつ采さいに驚おどろいた。観客たちが総立ちとなり、大逆転を果たした彼らに割れんばかりの拍はく手しゆを送る。その気き恥はずかしさに、アリカは慌てて顔を隠かくし、対照的にジナは頭の上にルルを乗せながら元気にゴールをアピールしていた。

　ジナの元気に感心するレインの隣となりで、ジャリッと地面が擦こすれる。

　得意げな笑えみを浮うかべるエルニアがそこにいた。

「な、間に合っただろ。レイン・エルハルト。私がいてよかったな」

「ああ、そうだな」

　掛けられた言葉にレインは素す直なおに頷うなずく。疲ひ労ろうでそれ以上の言葉が出てこない。なんだか、頭がぼーっとする。昨日から、色々ありすぎた。

　だが、【昇しよう華か】により全快したキールと同じく体力を回復したエルニアは、それだけではご不満だったようだ。

「なんだ、もっと。もっと何か無いのか！」

　ゴールの興奮も相まってか、頰を赤らめるエルニアが分かりやすくレインに催さい促そくする。

　レインはゆっくりと立ち上がりながら、口が動くままに任せた。

「お前がいてよかった。絶対に、誰だれにも渡わたすかよ」

「な、ななっ！」

「レ、レイン君!?」

「婿むこ様!?」

　エルニアとアリカ、そしてジナの酷ひどく狼狽うろたえた声がレインの耳を打つ。なんだか、自分がもの凄すごく言ってはいけないような事を言った気がしたが、自分が今何を言った鑑かんがみる余よ裕ゆうは、レインにはなかった。

　情けない姿は見せられない。その一心で立ち上がったレインが、ゴール地点の高台に作られた島横断レースのトップ席に悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけ、小こ馬ば鹿かにした笑みでこちらを見下ろしているゴルドの双そう眸ぼうを睨にらみ返す。

　しかし、その睨み合いは長くは続かなかった。レインの視線がゴルドたちの次のテーブル席でらしくなくはしゃぐアリエルへと吸い寄せられる。

「エルニアー。凄いです！　流石さすがは私の妹です！」

「あ、姉上。ちょっと落ち着いてください！　危ないですよ」

　手すりから身を乗り出して手を振るアリエルに、エルニアが恥はずかしそうに顔を赤らめながら声を上げる。アリエルのブレーキ役を務めるサラは、その役目を果たせずに呆ぼう然ぜんとしていた。よほど、キールの【昇華】が衝しよう撃げき的だったらしい。

　楽しそうにその様子を見守るファルドと、困り顔を浮かべるミストリアを含ふくめたアリエルたちのチームは予選二位の順位に付けていた。まぁ、当然と言えば当然だろう。

　レインがそのまま視線を横へと滑らせる。三位テーブル席でレインの視線を受け止めたギンジは、嬉うれしそうな笑みを浮かべると親しげに手を振ってきた。

「おーい、レイン。間に合ってよかったなー」

「ああー。ぎっりぎりだったけどなー」

　奇き異いの視線が向けられることも気にせず、ただただ爽さわやかにお互たがいの健けん闘とうを称たたえるギンジに、レインがふっと気を緩ゆるめて手を振り返す。ついでにレインはギンジと同じテーブル席に座る人ひと影かげに目を向けた。ギンジの隣に座るシイナを始め、テーブルを囲むのは皆【ムサシ】の国の出身者だ。彼らが連れるモンスターたちは、様々な国の参加者の中でも群を抜ぬいて独特の雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　そんな珍めずらしいモンスターたちに表情を緩めていたレインだったが、次のチームを見て一気に緊きん張ちようの糸を張り詰つめた。

「おおおぉ～。珍しくジェバ先せん輩ぱいの予想が外れたッスね」

　手で庇ひさしを作りながら声を上げるレミに、ジェバが感情の読めない双眸でレインを睨み付ける。四位席に腰掛けるのは、山道でレインを襲ったジェバとレミがいるチームだった。その二人以外にも、仄ほの暗ぐらい影かげを背負うメンバーがレインのことを品定めするように見下ろしている。あの全員がキメラ細さい胞ぼうを有するモンスターを連れているなら、厄やつ介かいなことこの上ないだろう。

　ごくっと唾つばを飲んだレインが、その視線を予選突とつ破ぱ五位のチームに滑らせる。そのチームは女性だけで構成されたチームだった。だが、それもレインはすぐに納なつ得とくする。彼女たちの席の後ろに掲かかげられた校旗は有名な女学校の校こう紋もんが記されていたからだ。このレースの中で上位に食い込んだからには、彼女たち一人一人がよほどの腕の持ち主なのだろう。

　五位のチームから目を離し、レインが自分たちの前にゴールした六位のチームに目を向ける。その瞬しゆん間かん、レインと六位のチームに座るメンバーが、互いに大きくその目を見開いた。

「おいおい、アンナ見てみろよ。あいつら残ったぞ」

「何驚おどろいてんだい？　私たちが残ってるくらいなんだから、あの子たちが残っても不思議じゃないだろ」

　可笑おかしそうにレインを指さすエイドに、アンナが呆あきれた表情を浮かべて肩を落とす。第一関門で手間取っていた彼らだが、一体どんな魔ま法ほうを使ったのだろうか？

　だが、エイドたちのチームに思いを馳はせる時間はレインにはなかった。

　ロググを肩に乗せ、群ぐん青じょう色いろの上着を靡なびかせる常識外のスライムトレーナー、レインの憧あこがれの男、カルナ・マルナークスが特別席で仁に王おう立ちになりながらレインのことを見下ろしていた。

　その双眸が語っていた。

　存分にやろうぜ、と！

　レインの全身が疲労を忘れたようにざわめき立つ。　来らい賓ひん席から泡あわを食って駆け寄ってくるハルが目の端はしに映ったが、そんなの一いつ切さい気にならなかった。

　突つき刺ささる様々な視線、交差する思おも惑わくの中、レインがスライムの紋章が刻まれた拳こぶしを掌てのひらに打ち付ける。

「やってやろうじゃねぇか！　全員ぶっ倒たおして、ぜってぇに優勝してやる！　エルニアは渡さないし、フェルとフェティも渡さねぇ！」

「ぴぎぃー！」

　突き刺さる視線を睨み返し、交差する思惑を笑い飛ばし、レインとペムペムが勝利への執しゆう念ねんを今一度胸に刻み込む。

　大会は、まだ始まったばかりだ。




　　　　＊




　レースを上空から見守っていた飛行艇てい《フランドル号》。その中には、一いつ般ぱん客きやくには隠されている部屋が幾いくつもあった。極ごく秘ひのＶＩＰや要人たちを運ぶための秘密の部屋。その一室に、怪あやしげな円えん卓たくがあった。

「いやはや。最後のチームが人気最下位とは、これは大穴でしたな」

　腹のでっぷりと太った男が哄こう笑しようする。見た目は何処どこかの堕だ落らく貴族風の男だが、その男の胸には幾つもの勲くん章しようが下がっていた。

　また別の男が口を開く。

「親善試合にしてはなかなかに楽しめた見み世せ物ものだな。あのカルナが主しゆ催さい者しやの一人というのが気にくわんが」

　口をへの字に曲げた男が、キツく拳を握にぎり込む。その声に込こめられた怒ど気きがまだまだ片へん鱗りんであることを、震ふるえる拳が物語っていた。

　また、別の男が口を開く。顎あご鬚ひげを蓄たくわえた、鋭するどい眼光の男だ。

「あれがキメラの細胞とやらか。とんだオモチャだな」

　その一言に、場の空気が緊きん迫ぱくした。中には薄うすら笑いを浮かべる者もいるが、その多くが互いの腹の内を探さぐろうと躍やつ起きになっている。

　パンパン、と一人の男が手を鳴らした。この中では最も若い男だ。

「さぁ、皆みなさん。いかがでしょうか。我が国がフェティ博士を迎むかえられれば、もちろん皆さんの国にも技術を提供致いたします」

　男の放った言葉に、他ほかの者たちの目の色が変わる。円卓を囲むといえど、彼らはまるで輪になろうとはしなかった。

　それを決定付けたのは、目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶった壮そう年ねんの男の言葉だった。

「──ハッハッハ。そんな良い技術なら独ひとり占じめするのが得策じゃないんですかな？」

　にこやかに、まるで明日の夕食でも尋たずねるように、漆しつ黒こくのコートに身を包んだ老紳しん士し、グレイスが若い男に問いかける。

　若い男は、とってつけたような笑みを浮かべながら、にこやかに応こたえた。

「まさか。私たちは一企き業ぎようですよ。あくまでこれはビジネスです。買い手がいないと始まりません」

　軍服や正装の参加者の中、漆黒のコートを羽織ったグレイスに負けず劣おとらず異質な白衣を着込んだその男は、ただただ可笑しそうにそう告げた。










　　　あとがき




『うそ……』

　それは、生暖かい風の吹ふく夏の夜のことでした。

　カタカタカタ、カタカタカタ、カタカタカタカタカタ

　深夜も深夜の三時を過ぎ。部屋に木こ霊だまするキーボードの音。文字の上に文字を重ね、物語を紡つむぎ続けて数時間。

　突とつ然ぜん、なんの前まえ触ぶれもなく、パソコンが落ちた。

　パソコンガ落チタ……

　数時間分ノ、データガ、消エタ……

「うそだろぉぉおおぉぉぉおおおぉぉぉぉおぉぉおおっ!?!?!?」

　作者は発はつ狂きよう。締しめ切きり間近。ローカルディスクの隅すみから隅まで探すも見つからない。

　もう、ダメか……

　いや、諦あきらめるな！

　書くんだ！　闘たたかうんだ！　進むんだ！

　挫ざ折せつという困難を打うち砕くだき、脱だつ稿こうというゴールに進んだできそこないの作者の奮ふん闘とう劇。

　そして、同じく限界ギリギリ、逆境妨ぼう害がいだらけのレースを突とつ破ぱしたできそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナーチームの激げき闘とう録。

『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー６』でした。




　やってきました新章開幕！

　そして冒ぼう頭とうの事件は実話です！（念のため）

　お久しぶりになります。見み波なみタクミです。

　皆みなさん……バックアップはしっかり取りましょう！　本当に、これは大事です。必要事じ項こうです！　心の一番大事なメモ帳に油性マジックでメモしておいてください！　そうしないと、仄ほのかに空が白み始めた夏の朝に担当様に取り乱したメールを送ることになります（これも実話）。

　そんなアクシデントがありつつ無事に世に出すことが出来た第六巻。遂ついに姿を現したカルナを始め、今作も新キャラが続々登場いたしました。同じく、新モンスターも続々です！




　新しいと言えば、月刊コミックアライブ様より、ＹＵＩ様作の『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー』コミカライズが堂々連れん載さい中です。こちらも是ぜ非ひ読んでください。

　今回はあとがきに３ページ頂きましたが、冒頭で作者の大事件を語って早々にページがなくなってきたので、そろそろ各方面への謝辞に入らせていただきます。

　新キャラ、新モンスター、そして脇わき役やくのちょこっとモンスターまでキャラデザインを描えがいてくださった狐こ印いん様。そして、小説では見せられないキャラの様々な表情を繊せん細さいかつコミカルに書き上げてくださったＹＵＩ様と『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー』コミカライズ関係者の方々。早朝に訳の分からない取り乱しメールを送ったあげく、キッチリ締め切り限界まで時間を使ってしまい多大な心労をおかけした担当のＳ様。できそこないの作者の最後の砦とりで、赤ペン先生の校正様。笑いと息いき抜ぬきとアイデアをくれる友人のＮ川氏。我が家のアイドルにして癒いやしの天使の甥おいっ子こ君。

　そして、本書の前の読者の方々。

　このたびも本当にありがとうございました。

　そしてそして、最後に一言。

　バックアップはこまめに取りましょう！

　大切なことなので二度言いました（笑）


二〇一六年九月　見波タクミ




























見波タクミ

●みなみたくみ



第27回ファンタジア大賞金賞受賞『できそこないの魔獣錬磨師』でデビュー。最近は甥っ子がとにかく可愛い！　そして、子供の成長はとにかく早い！　ハイハイしていたと思ったら、もう掴まり立ちを覚えてらっしゃる!?　そんな甥っ子に負けじと、叔父さんライトノベル作家も少しずつだけど成長しています。勝負だ、甥っ子！　負けないぞ!!
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カバーデザイン／伸童舎
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